

[image: ]





金の王と銀の姫

～神の眠る国の物語～




著者　剛しいら

イラスト　佐倉　汐











電子版　ビーズログ文庫





本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。




本作品は本文縦組で制作されております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。















　　目次




金の王と銀の姫

あとがき






[image: ]





[image: ]





[image: ]






    
    





　神が去ってからも、世界は動き続けている








◆◆◆






　海うみ鳥どりが空を舞っている。下界の様よう子すを確かめるかのように、その鳥は何度も何度も同じ場所を回っていた。

　冬が終わり、大地のそこここから、雪をかき分けて草花が新しん芽めを覗のぞかせている。だが一カ所だけ黒く煤すすけた場所があって、そこにはまだ新芽が一つも出ていない。

　かつての戦いで亡なくなった兵士の遺い体たいを、焼いた場所だ。

　それ以外には、ここで戦せん闘とうが行われたことを思い出させるものは、何一つとしてない。遺体を焼いた後に残った骨はすでに地中深く埋うめられ、神しん官かんたちによって大地は清きよめられていた。

　名も無き兵士たちのために、墓はか石いしが一つだけ置かれている。その上に海鳥は止まって羽を休め、春を迎える世界を見回した。

　今年は新芽が出ないところも、来年には同じように新芽が出るだろう。

　それと同時に、少しずつ人々の脳のう裏りからここでの戦闘は忘れられていく。

　そしてここで行われたことが伝説となった頃、再び人々は愚おろかな戦いをするのだ。

　それが人間の哀かなしい宿命さだめというものだった。








◆◆◆






　戦いは何をもたらしたのだろう。少なくともハッシュウィルとウラルの国民にとって、有ゆう益えきなことはほとんどなかった。

　最初にウラルに攻め入ったのはハッシュウィルだったが、近きん隣りん諸しよ国こくの連合軍によって、さらなる侵しん攻こうの野や望ぼうは潰ついえたのだ。

　ハッシュウィル王アタカンは死に、近隣諸国への侵攻を企てた第一王子、ハイルも戦艦ごと海中に沈んだ。

　大勢の兵を失い国は疲ひ弊へいしたが、恐怖を与えてきた支配者がいなくなったことだけは、ハッシュウィル国民にとって救いだったかもしれない。

　そしてハッシュウィルの王位は、第二王子のラスタへと引き継つがれた。

　元はハイル同様、残ざん忍にんで獣けもののように愚おろかな王子だったラスタは、この戦いの間にすっかり人が変わってしまっていた。

　城内におかしな農業試験場を設もうけ、土ど壌じよう改良の研究などをいきなり始めてしまったのだ。知性とは無縁のような男だったのに、大きな変わり様だ。

　誰だれの心の中にも入り込めるウラル神が、ラスタの体を乗っ取った時に、その脳内を少し弄いじっていってくれたかららしい。

　ラスタは王位に就つくと、すぐに農業改革に着手した。海沿いに領地があるせいで、国土の大半が長い間塩えん害がいに悩なやまされていたのだが、土を中ちゆう和わする方法を、突然ラスタは発見してしまったからだ。

　もちろんすぐに効果が出るものではない。豊かな食料に恵めぐまれるまで、さらに数年が必要だろう。無む益えきな戦争の結果国の財政は逼ひつ迫ぱくしていて、国民の大半は未いまだに飢うえているままだった。

　近隣の豊かな国から食料を買い取るために、ラスタは軍を縮小し、剣や鎧よろいを潰つぶしてできた鉄てつ塊かいを、売り捌さばくことからまず始めねばならなかった。

　その日、ハッシュウィルの国務大臣は、新王ラスタの前で頭こうべを垂たれていた。

「王に申し上げます。このたびのウラル侵攻の失敗により、我が国にはウラルに対して多大な債さい務むが発生いたしました。賠ばい償しよう金きんを支払わねば、食料の輸入は難しいと思われます」

「もうしばらく戦争はしないだろうから、鉄を大量に贈おくってやればいいだろう」

　ラスタは元々政治にはあまり興味がない。だから思いつきを口にするだけで、実際は国務大臣が何もかも指揮してやらなければならなかった。

「和平交渉を進めておりますが、ここでご提案が……」

「何だ？」

「両国の関係をより深めるために、ウラル王と妹姫のパール様のご婚こん姻いんを取り結んではいかがでしょう？」

「うーん……」

　そんな手があったことなど、ラスタの頭には思い浮かばなかった。鉄を贈ればそれだけで許してもらえると考えていたのだ。

　兄のハイルは恐おそろしい男で、大勢いる異い母ぼ兄きよう弟だいのうち、男の兄弟はほとんど殺してしまったのだ。ラスタが殺されるのを免まぬがれたのは、年が近かったせいもあるし、ハイルを恐れていて従順だったからだろう。

　けれどハイルも、さすがに妹たちを殺すことはしなかった。そのせいで宮殿には、姫君たちばかりが残っている。

　そのうちの第三王女がパールだった。

「……そんなことで、和平交渉が上う手まくいくのかな」

「はい……古いにしえより、政略により婚姻関係を結んだ王族は大勢おります。ウラルのシーナ姫が、王と婚姻なさればよろしかったのでしょうが……」

　ラスタの胸に、微かすかな痛みが広がる。あの美しい金色の姫を、本当に欲しいと思ったこともあったのだ。けれど力で奪うばうような真ま似ねをしてはいけないと、いつの間にか思うようになっていたら、そのうちにシーナは隣国ゴシュラムのゴート王と婚姻してしまった。

「婚姻させたら、ウラル王とは親しん戚せきになるのかな」

「はい、左さ様ようでございます。うまくして王子など誕たん生じようすれば、両国の繫つながりはますます深まりますでしょう」

「では、好きにするがいい」

　国務大臣の言うことは、そんなに間違っていない。頭の回転がよくなったラスタは、これはいい提案だとすぐに思った。

「つきましては、王にお願い申し上げます。その旨むね、パール姫にお伝えください」

「俺が？」

「はい……」

　ラスタは低く呻うめいた。

　兄のハイルは、何だか恐ろしくて大の苦手だった。それと同じくらい、ラスタは生なま意い気きな妹のパールが苦手だったのだ。

「何で、俺なんだ」

「他に適任者はおりません……パール姫にはぜひ、納なつ得とくしていただかないと」

　わかったとは言ったものの、ラスタはしばらく頭を抱かかえ込んでいた。








◆◆◆






「臭くさいですわ、お兄様」

　パールの部屋に入った途と端たん、ラスタは非ひ難なんの眼まな差ざしで睨にらまれて萎い縮しゆくする。

　銀色の髪かみに、紫むらさき水すい晶しようの瞳ひとみ、抜けるように白い肌はだ。唇くちびるは潰つぶした苺いちごを塗ぬったように赤く、口元から覗のぞく歯は、その名前のとおり真しん珠じゆを並べたかのようだ。

　こんなに美しい姫なのに、よく見るとその顔立ちはハイルによく似ている。だからラスタは、余計にパールが苦手なのだ。

「手の先も泥どろで真っ黒。よくそんな姿のままで、私の部屋になど入れたものですわね」

　これみよがしに、パールはハンカチで鼻を覆おおった。

「しょうがないだろう。土ど壌じよう改良は、国家の急務なんだから、それにあれは俺しかできない研究なんだ」

「そんなお話を、わざわざ私に聞かせるためにいらしたの？」

「いや、そうじゃない。えーっと、王として、命令する。そなたは今より……両国の和平の証あかしとして、ウラル王アレン殿どのの元に、輿こし入いれすることと決まった」

　ラスタは国務大臣が書いてくれたものを、ちらちらと見ながら言った。するとパールは、バカにしたようにラスタを見て、鼻先で笑った。

「お兄様、ご自分がおっしゃっていることの意味が、わかってらっしゃるの？」

「ああ、アレン王と婚こん姻いんしろと言ってる」

　国務大臣に提案されてから、急いで書しよ簡かんをウラル王アレンに送った。ついでに鉄を贈おくるとも書いたのがよかったのか、数日後に返事が届いて、こうしてラスタは一番やりたくなかったことをやらされているのだ。

「そんな勝手なことってないでしょ。あちらのお返事は？」

「ちゃんと貰もらっている。婚こん約やく期間は一カ月。その間ウラルで暮らしてみて、嫌いやになったら国に帰ってもいいそうだ」

「ああら、そうですの。ご親切ですわね。でもお兄様、私があんなウラルみたいな貧まずしい国で、一カ月も暮らせるとお思い？」

　こういう生なま意い気きな態度に出るから、ラスタはパールが苦手なのだ。これが弟だったら、怒ど鳴なりつけてでも従わせるところだが、生まれつきラスタは女性がと話すのは得意ではない。

「暮らせるだろう。少なくともあの国は、ハッシュウィルより食料事情はいい」

　パールは勘かん違ちがいしている。本当はこの国は、そんなに豊かな国ではない。銀や銅、それに鉄の生産で豊かなように見えているが、そんなものは掘ほり尽つくせばすぐになくなる。

　愚おろか者ものと思われているラスタだったが、それくらいの洞どう察さつ力りよくを今は持ち合わせていた。

「それにウラル王は、綺き麗れいな男だ」

「綺麗なだけの男だったら、ハッシュウィルにだってたくさんおりますわ」

「しかも、頭がよくて、武ぶ芸げいにも秀ひいでている。王としては、俺よりずっと相応ふさわしい」

「そうね。お兄様が王になれるくらいですもの。誰だれだって、王に相応しいでしょ」

　さすがにラスタも、この言葉にはむっとした。けれどまだ十四歳の妹に、本気で腹を立てるのも愚かしい。

「俺たちは戦いくさに負けたんだ。ウラル王はハッシュウィルを統とう治ちすることだってできたのに、和平交渉をしてきた。俺たちにとっては、恩おん情じようを受けたことになる。もう敵意がないことを示すためにも、いいか、パール、文句など言わずにウラルに行くんだ」

「それは命令ですか？」

「そうだよ。王として、兄として命じる。さっさと支し度たくして、ウラルに行っちまえ」

　ラスタの投げやりな言葉に、パールはいきなりすっくと立ち上がり、美しい瞳に怒いかりを込めて睨にらみ付つけてきた。

「国のために犠ぎ牲せいになる私に対して、その態度は何なんですか。王だって、兄だって、許せることじゃないわっ！」

　パールの言葉にラスタはふんっと鼻を鳴らすと、そのまますたすたとパールの部屋を逃げ出してしまった。

　これ以上ここにいたら、しまいには物を投げつけられるか、さらなる罵ば詈り雑ぞう言ごんを覚かく悟ごしなければいけない。

　戦いでできた傷の痛みには耐たえられるが、妹の癇かん癪しやくには耐えられないラスタだった。

　ともかく自分の責務は果たしたのだからと、ラスタは国務大臣を呼びつけた。国務大臣は大急ぎで、新王の執しつ務む室しつに駆かけつける。

「陛へい下か……」

「挨あい拶さつはいい。パールに話したから、さっさとパールを送り届ける支度をさせろ」

「さすがでございます、陛下。御ぎよ意いに従いまして、ただちに用意を」

　国務大臣はぱっと顔を輝かせた。

　農業王などと巷ちまたではバカにされているようだが、新王は決して愚かな王ではないと、国務大臣は思っただろう。何よりもの美点は、正しいと思われる進言を、素す直なおに聞く耳があることだった。








◆◆◆






　ウラルの新王アレンは、腹ふく心しんのミトリと共に、復ふつ興こうしていく町の視し察さつを行っていた。

　金色の髪かみ、青い瞳ひとみ、若く美しい王は、じきに十八歳になる。

　ハッシュウィルの兵に追われて谷底に落ちた時、頭を強打した。そのせいで長い間病やんでいたが、今はすっかり健康を取り戻し、少し背も伸びたようだ。

「ハッシュウィルの和平交渉、どう思う？」

　アレンは背後に付き従う腹心で乳ち兄きよう弟だいでもあるミトリに、それとなく話し掛ける。

　王の姿を見かけた人々は、地面に屈かがみ込んで礼をしていた。アレンは彼ら一人一人に、そのまま作業を続けるように手で示し、子供たちには笑顔を向けた。

　ハイルによって殺された父王は、すべてにおいて完かん璧ぺきと言える王だった。少しでも父に近づきたい。そう思うアレンは、自分を見失っていた数カ月を取り戻すためにも、精力的に王として成なすべきことを行っている。

「武器の製造を放ほう棄きするという意味で、鉄材を大量に送ってくるというのは、大変よい案だと思います。我が国の鉄の在庫は、今回の戦いで底をついておりますから、農機具を作ったり、建物を補修するのにも大量の鉄が必要でしょう」

「そんなことを聞きたいわけじゃない。おまけでついてくる、姫君のことだ」

「……私には、何とも……」

「あのハイルの妹だぞ。しかも数いる弟てい妹まいの中で、一番ハイルに似ているらしい」

「……」

　ミトリもさすがにこれには、どうにも返事のしようがないだろう。

　宿しゆく敵てきハイルには、何度も苦にがい思いをさせられた。それだけでも嫌いやな思いが残るのに、ハイルそっくりの姫をわざわざ寄よ越こすというのだから。

「他に、姫はいないのでしょうか？」

「私の年齢に合わせたつもりなんだろう。それともなければ、ハッシュウィルでも持てあましているような、姫君なんじゃないのか」

　アレンはミトリの困こん惑わくした様よう子すに、くすくすと笑った。さすがにこの幼おさな馴な染じみの腹心にも、明確な返事のしようもない難題のようだ。

「あえて婚こん約やく期間を設もうけた。その間に、ここが嫌になって、とっとと逃げ出してくれればいいんだが」

「ですが、アレン様。心ない扱いをして、怒おこってお帰りになったとあっては、和平の意味がなくなります。ここはどうか、お心を広くお持ちになってください。どのみち、いずれはお后きさきを迎えねばならないのですから」

「相手にもよる。いくら政略結婚とはいえ、ハイルのように残ざん虐ぎやくで、優やさしさの欠片かけらもないような姫君だったら、お断りだ」

　ここ何代も平和が続いていたから、政略結婚で后を迎えた王はいない。アレンはよき例にならないといけないのだ。

　アレンはまだまだ若く、正義感に溢あふれている。政略結婚だからといって、愛情もない結婚相手を飾かざり物にしておいて、本当に好きな相手は第二夫人に迎え入れようなんて考えは、絶対にできなかった。

「無理に婚こん姻いんする必要はないと思わないか？　いずれゴシュラムのゴート王に嫁とついだシーナが、ざくざくと子供を産むだろう」

「ア、アレン様。ざくざくというのは……その」

「あの二人は仲がいい。しかもシーナは、私たちの母上と違って、とても健康だ」

　アレンとシーナの双ふた子ごを産んだ後、母は体調を崩くずしてしまったのか、その後子供に恵まれていない。だからといって父王は、愛人を持ったりはしなかった。妻だけを愛し、生しよう涯がいよい夫だったのだ。

　そういった仲なか睦むつまじい夫婦に育てられたアレンだったから、愛のない政略結婚にはあまり乗り気ではなかった。

　かといって、この国にアレンが惹ひかれるようなレディはいない。年頃のレディは大勢いるにはいるが、幼い頃から見知った顔ばかりのせいか、特別な感情は抱いだけないのだ。

「シーナの子供を養子に迎えて、王位を継承させればいい」

「いえ……やはり、王おう妃ひの存在は大切かと思います」

　僅わずか半年ばかり年上なだけなのに、ミトリは大人おとなびた様子で言った。

「ハッシュウィルとの和平の象しよう徴ちようだからか？」

「いいえ……王家というのは、民の規き範はんであるべきです。戦いで大勢の命が奪われました。今は国こく威い発はつ揚ようの意味で、出生数が増えるのが望ましい。そのためには、婚姻が盛さかんになることは必要です」

「私が皆みなの見本になれというのか？」

「そうです。大切な家族を失って、悲嘆に暮れている人々には、明るい話題が必要です。ハッシュウィルの姫君ということで、最初は抵抗もあるでしょうが、姫にしてみれば父王と兄王子を失っているんですよ。哀かなしみも同じだと思いますが」

　まさかミトリの口から、そんな意見が出てくるとは、アレンは思っていなかった。

　アレンが心を失っている間、ずっと守ってくれていたのはミトリだ。

　その間に何度も辛つらい思いをして、ハッシュウィルの人間に恨うらみがあるだろうに、自分の感情よりも国のことをまず考えている。

　ハイルの妹なんて、それだけで嫌だと思っている自分が、何だか子供じみていてアレンは恥はずかしかった。

「そうか……もう、私も子供ではいられないということなんだな」

「はい……アレン様はもう王子ではありません。王になられたのですから」

「ほんの少し前までは……シーナとミトリ、三人でいつも、子供の頃と同じように過ごしていたのに」

　働き手の男たちが大勢亡なくなったせいか、少年や少女が大人に混じって労働している。その様子を見ながら、アレンは自分に与えられた王という役割の重みを強く感じた。

　けれど本心では、もう少し子供でいたかったなと思う。

　自由に思うまま生きられるのは、子供の特権だ。そんな特権を持っていた時に、誰だれかを恋することを知っていたらよかったのにと思う。

　恋をすることもなく、婚姻することになるのかと思うと、アレンはやはり寂さびしかったのだ。








◆◆◆






　パールの一行が、ウラルに向けて出発してから、街かい道どうはその話題で持ちきりになった。

　まるで凱がい旋せんする王のように、華はなやかな大集団だったからだ。

　パールを護ご衛えいする近この衛え騎き士し団だん、侍じ従じゆう長ちようを筆ひつ頭とうに十数名の侍従、さらに日常の世話をする女によ官かんと侍じ女じよが二十名。専属のお針はり子こが五名に、馬の世話係が三名、料理長とその配下の者が五名。

　これだけの大集団を率ひきいて、パールはウラルとの国境を越え、一週間かけて城に辿たどり着いた。

　すでに詳くわしい情報は、国境まで迎えに行った従者から伝えられていた。最初はその団体も、国境でウラルからの出迎えを受けた時点で、すぐにハッシュウィルに引き返すと思われていたのだ。なのにそのまま同行していると聞いたから、迎えるアレンの額ひたいには、すでに青あお筋すじが浮かんでいる。

　伝令からもうじき着くと知らせを受けたアレンは、城門を開き、城の正面入り口で待ち構えていた。椅い子すを用意させ座すわってはいたが、落ち着きなく足先をぶらぶらと揺ゆらしている。

　アレンが落ち着かないせいで、後ろに控ひかえているミトリまで、何度も到着の先さき触ぶれが来ないかと確認に走っていた。

「ミトリ、我が妹シーナは、馬一頭持たずに嫁とついだぞ。なのに大行列で来るとは、どういうつもりなんだ」

　苛いら立だちながらアレンは言った。

「まぁ、あれは、その、シーナ様もその時の勢いというもので」

「持っていったのは、ゴート王より賜たまわった、白しろ豹ひようだけだ。それに比べて……あれは何だというのだ？」

「ウラルの人間は、信用できないということでしょうか」

「ほぅっ、そういうことか。宣せん戦せん布ふ告こくと捉とらえてもいいのかな」

　本気でアレンは怒おこっている。

　女官と侍女数名は許そう。お針子は、認めてやってもいい。侍従長はいてもいいが、それ以外は不要だとアレンは思っていた。

　ついに到着を知らせるファンファーレが鳴り響ひびいた。青地に海かい神じんの意い匠しようが描えがかれたハッシュウィルの国旗、緑に花の紋もん章しようを描いたウラルの国旗が、それぞれ高く掲かかげられる。

　正装した近衛騎士団を従え、豪ごう華かな馬車が入ってくる。その後ろには、何台もの馬車が連なっていた。あまりの馬車の多さに、広場には時ならぬ土つち埃ぼこりが舞い上がる。

　近衛騎士団が馬から下り、後ろの馬車から侍従が飛び降りてきた。まず馬車の扉とびらが開かれる前に、パールの歩くべきところには、丸められた絨じゆう毯たんが次々と広げられて道ができていった。

「ハッシュウィル王国、第三王女、パール姫様、ご到着でございます」

　侍従長は思い切り胸を反そらし、そこにいる全員に聞こえるように叫さけんだ。そして馬車の扉を自みずからの手で開き、慇いん懃ぎんな仕草で礼をする。

　すると女官に手を引かれて、しずしずとパール姫が馬車から降りてきた。

　その姿を初めて見る人々の中から、おおっとどよめきが起こった。

　銀の髪かみに合わせたのか、ドレスは銀色だ。鳥の羽根や真しん珠じゆ、貴き石せきで飾かざられた青の美しいマントを肩から下げ、足には銀ぎん細ざい工くの施ほどこされた小さな靴くつを履はいていた。

　確かに美しい。近きん隣りんの姫君の中でも、ここまで美しい姫はそういないだろう。

　だからどうなんだと、アレンは引き攣つった笑顔をパールに向けた。

　女官に付き従われ、ドレスの裾すそを軽く持ち上げながら、パールは城の正面階段を上ってくる。そしてアレンの前にくると、優ゆう雅がにドレスを摘つまんで腰を落とし、王族に対する敬意を込めた礼をした。

「ようこそ、ハッシュウィルの姫君。我がウラル王国のすべての民と共に、あなたを歓かん迎げいいたします」

「お会いできて、光栄に存ぞんじます。ウラル王、アレン陛へい下か」

　声もまた美しい。まるで鳥が囀さえずっているかのように、微かすかに語尾が震ふるえるのが特徴的だ。
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　アレンは形式どおり、パール姫の手を取って唇くちびるを押し当てる。けれどいつまでも手を握にぎっていたりはせずに、簡単にさっと済すませてしまった。

　確かにハイルにどこか似ている。瞳ひとみの色が違うのだけは救いだが、髪の色や怒っているかのようにぎゅっと引き結んだ口元が、そっくりだった。

「ハッシュウィルの騎士団、及び従者たち。遠路はるばる、姫を送り届けてくれてご苦労だった。今より、報ほう奨しようと食事を与えるが、一いつ刻こくの休養の後、帰き路ろに向かうように」

　突然のアレンの言葉に、ハッシュウィルの一団の中からどよめきが起こった。近衛騎士団は送り届けることが任務だから、帰国するのは当然だろう。けれど侍従たちまで帰るように言われるとは、誰だれも思っていなかったようだ。

「侍従長、女官と侍女五名、お針子のみ、ここに残ることを許可する」

　さらにはっきりと人数まで言われて、どよめきはさらに広がる。

「恐おそれながら陛下……この者たちは、私がここに滞たい在ざいする間に必要だと思って連れてきたのですが」

　パールは形のいい眉まゆを吊つり上げ、唇をわなわなと震わせて抗こう議ぎしてきた。

「あなたはこの城内に、自分の国でも作るおつもりですか？」

　軽くかわされて、パールの白い肌はだはピンク色に染まった。

「和平のために訪おとずれた私に、そのように非ひ道どうなことをなさるなんてあんまりです」

「では姫、この者たちをここに置いた場合、誰が彼らに食事を提供するとお思いか？」

「……陛下ですわ」

「王宮内の資産は底をついた。そんな余よ剰じよう金きんはない。なぜなら、理り不ふ尽じんな戦いくさを仕し掛かけられ、国が疲ひ弊へいしたせいだ」

「賠ばい償しようはいたしました。大量の鉄を贈おくったでしょう？」

　アレンは冷たい目でパールを見ながら、淡たん々たんとした口く調ちようで続けた。

「では姫。彼らにパンの代わりに、鉄を食べさせればいい。それができるなら、ここに留とどまることを許可する」

「な、なななな、何ですって！」

「あの戦で、ウラル国内の生産力は大きく落ちている。ハッシュウィルの兵は、備び蓄ちくしてあった麦むぎまで奪ったのだ。親を失った子供や、働き手の息むす子こを失った老人たちを、飢うえさせるようなことはしたくない」

　毅き然ぜんとしたアレンの様よう子すに、ハッシュウィルから来た騎士たちは、申し訳なさそうに項うな垂だれた。侍従たちの抗議の声も、いつか小さくなっていく。

　アレンは彼らにもよく聞こえるように、澄すんだはっきりとした声で続けた。

「姫はご存じないかもしれないが、戦の前までは、小国ながら豊かに国政は営いとなまれ栄さかえていた。流行はやり病やまいで失うより多く、私は民を失ったのだ。鉄で命は買えないと、覚えておかれるがいい」

「……では、私も、この者たちと共に国に戻ります」

「どうぞ、お好きなように」

　パールに背を向けて、その場からアレンはそのまま立ち去ってしまった。

「いけません、アレン様。あれではパール姫のお立場がありません」

　すぐに後を追ってきたミトリは、アレンの背後から必死になって声をかける。

「どうしろと言うのだ。あの連中を、一カ月も遊ばせておくような余裕は、今の我が王国にはない。侍従なら、この城にだって大勢いる。あの戦いの時も、果か敢かんに戦ってくれた侍従だってその中にはいるんだ。そんな彼らを無視して、たった一人の姫のためにさらに三十人も必要か？」

「それはわかりますが、何もあの場で言われることはないでしょう」

「ではいつ言うんだ？　食事と報奨は与えると約束した。だがそれだって、今の私にとっては惜おしい。そんな金があるのなら、戦いで怪け我がをした者たちに、十分な手当と休息が与えられるというのに」

　アレンは立ち止まり、怒いかりに燃えた目をミトリに向けた。

「感情的になっているのは認める。だが、非礼を詫わびるつもりはない。あんな大人数で居い座すわるつもりなら、彼女は非常識だ」

「きっとそのようにお育ちになられたんです」

「私だって、王子として大切に育てられた。だが、身に余る贅ぜい沢たくは許されなかった。だからこそ、ウラルの王族は愛されているんだ。パール姫が考えを改あらためなければ、ミトリの言う、民の規き範はんになんてなれない」

　一度言い出したら、簡単には引き下がらないという、強情なところがアレンにはある。それを言い負かせるのは妹のシーナだけだったが、シーナはもうゴシュラムのゴート王の元に嫁いでしまってここにはいない。

「美しい姫だというのは認めよう。だがどんなに美しくても、皆みなに愛されないような王おう妃ひだったら、婚こん姻いんすることに意味なんてないだろ。政治の駆かけ引きに婚姻を利用しようなんて、やはり無理なんだ」

「アレン様……」

　強情だが傷つきやすい面もある。パールが自分勝手なわがまま姫だったことで、アレンが内心傷ついたことをミトリは察さつしたようだ。すぐに声は穏おだやかなものになっていた。

「もしかしたらこれを機に、変わられるかもしれません。戦という試練が、私たちを変えたように」

「だったら一人で勝手に戦えばいい」

　荒あら々あらしく立ち去る背中には、やはり寂さびしさが滲にじみ出ていて隠せない。

　誰にも悟さとられまいとしているけれど、アレンも実はこの婚姻に期待をしていたのだ。

「アレン様、騎士や従者を帰すのはよろしいと思いますが、もう少し、姫君に優やさしくなさってはいかがですか？　国を離れて、不安な時ですから」

　執しつ務む室しつに戻ったアレンは、ミトリに言われて口をへの字に曲げた。自分用の椅い子すにどかっと座ると、今する必要もないのに政務に関する書しよ簡かんに目を通し始める。だが心は別のところにあるせいか、内容はちっとも頭に入ってこなかった。

「あれくらい言わないと、あの愚おろか者ものの姫にはわからないだろう。帰りたければ、さっさと帰ればいいんだ」

　ミトリはそれとなくサイン用の羽根ペンとインクを用意する。だが羽根ペンを手にしたものの、アレンはすぐにサインする様子もない。

「では、ハッシュウィルを統とう治ちなさいますか？　あの国の現状はおわかりでしょう？　民のほとんどは飢えています。ウラルの民を救うのがこれだけ大変だというのに、さらに荷物を増やすおつもりですか」

「ああ、わかっている。あの姫と婚姻すれば、表面上は和平成立だ。いずれはあの鉄の塊かたまりを、武器以外のものに加工して売れば、国庫も潤うるおい、平和が取り戻せる。鉄を使った農具や馬具を、無む償しようで提供すれば、さらに民にも喜ばれるだろう」

「おわかりならよろしいです」

　ミトリに諭さとされて、アレンの機き嫌げんはますます悪くなる。そして吐はき捨てるように言いだした。

「私に代わって、ミトリがあの姫と婚姻すればいいんだ。あんな贅沢好きのわがまま姫と、一生暮らすなんて、私にはとてもできない」

「よいところも、きっとありますよ」

「どこにあるんだ？」

「アレン様に相応ふさわしい、美しいかたです」

「ハイルそっくりだがな」

「大人おとなしいだけの姫より、ましでしょう」

「シーナのように、逞たくましいか？　だがシーナは、民を思う心を持っている。民のことを考えない王妃など、私には考えられない」

　亡なくなった母も、民のことを思う心優しい王妃だった。アレンはふと母を懐なつかしく思い出し、寂しげな顔をする。

「アレン様……一カ月の間に、アレン様がお教えになるべきです。それからでも、結論を出すのは遅くはないでしょう」

「私が？　あの姫に？　無理だ。話をすることもできないだろう」

　そこではぁーっとミトリはため息をついた。

「よりによって、アレン様の一番苦手な感じの姫を送ってくるとは……」

「そうだな。今度の戦は、かなり手こずりそうだ。だが私は負けたくない。誰があんな生なま意い気き姫の言いなりになどなるものか」

　苛いら立だつアレンは、こんな時にウラル神がいてくれたらいいのにと思う。

　神だったらあの生意気姫の中に入って、ずっと説教をするくらい、簡単にしてくれるだろう。

　けれど神はもういない。

　どこかでまた、眠ってしまったのだろうか。

　神殿は真っ先に再建した。そこにはいつもワインと、新鮮な果くだ物ものや摘つみたての花々が飾られている。大神官のオゼムは亡くなってしまったが、各地に散っていた神官たちも戻ってきて、常に神殿には祈りの言葉が響いていた。

　逃げる途中でシーナが手放してしまった、ご神体が入っていた不ふ思し議ぎな金属の玉も取り戻し、祭さい壇だんに安あん置ちされている。

　それでも神は戻ってこなかったのだ。
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　パールのための部屋は、以前シーナが使っていた部屋を改装して用意された。

　まずは旅の疲れを癒いやすためにと真っ先に案内されたが、部屋に一歩入った途と端たんに、パールは女によ官かん長ちようのガーネットに向かって、早口でまくしたてていた。

「あれがウラルの王だっていうのっ！　ええ、ええ、確かに綺き麗れいな王でしたわね。だけどあの話し方は何？　私を誰だれだと思ってるの」

「姫様、落ち着いてください」

　十四歳のパールより五歳年上のガーネットは、現国務大臣の娘だ。本来なら貴族の娘として、王族や上級貴族と婚こん姻いんしているような身分だった。

　だがハイルにパールの女官となるよう命じられて、すでに三年、側そばに傅かしずいている。

　黒くろ髪かみの優やさしげな女性でかなり美しかったが、その美しさをむしろ隠すかのように、装よそおいは地じ味みだった。

「それにこの狭せまい部屋は何？　まさかガーネット、あなたのために用意された部屋じゃないでしょうね」

「以前は、陛へい下かの妹君が使われていたと伺うかがいました」

「まぁ、王位継承者が二人しかいないのに、これだけの部屋しかないの。何て貧まずしい国かしら」

　パール姫は、ハッシュウィルの壮そう大だいな城を思い出して、今すぐにでも戻りたくなっていた。だからマントも脱がず、そのままの姿で椅い子すに腰こし掛かけた。

　一週間もの日にちをかけ、狭い馬車に揺ゆられてやってきたのだ。今日はアレンに会うからと、精一杯美しい装いをしてきたのに、ドレスを褒ほめることもせず、いきなり怒おこりだしたアレンを、パールはとても許す気持ちにはなれない。

「ハイルお兄様のことがお嫌きらいだったらしいけど、あの方も傲ごう慢まんなところなんて、そっくりじゃないの。まだ最近のラスタお兄様のほうがましなくらいだわ」

「姫様……お怒いかりになるお気持ちは、お察さつしいたしますが、陛下のおっしゃるとおりになさるべきです」

「聞きたくない。いつでもあなたは、いい子の発言しかしないもの」

　さすがに国務大臣の娘だけのことはある。何でも事をすべて穏おだやかに進めようとするガーネットにいつもは助けられているが、今日ばかりは素す直なおに聞いていられない。

「ですが姫様。陛下が近きん隣りん諸しよ国こくの力を借りて、ハッシュウィルを統とう治ちなさるとおっしゃったら、私たちは国を失うことになります」

「いいじゃないの。どうせラスタお兄様には、国を統治する力なんてたいしてないんだし」

「国がなくなったら、姫様ももう王族ではなくなるのですよ。そうしたらこのようなドレスを着たり、従者を雇やとうこともできなくなるのです」

　怒りにまかせて言いたい放題だったパールも、さすがにそれを言われると黙だまらざるをえなかった。

　父王のアタカンは気まぐれで、数多くいる子供たちの中でも、気に入った子にしか愛情を示さなかった。

　パールはその美しさから、アタカンに特に気に入られ、溺でき愛あいされて育ったのだ。だからこの豪ごう奢しやな暮らしが当たり前のものだと思っていたが、王族の地位を失ったらすべてなくなるというのだろうか。

　それはまさにパールにとって、恐怖以外の何ものでもなかった。

「どうして私なの。お姉様がいるのに……」

　城にまだ大勢いる姉し妹まいのことを、パールは恨うらみがましく思い出していた。

「第一王女のベリー様は、私の兄と婚こん約やくなさっております。第二王女のオーロラ様は、ご病弱でとても婚姻は難しいでしょう」

「妹もいるわ」

「クリスタニア様は、まだ十歳になられたばかりですよ」

「いいじゃないの。あと五年もすれば、婚姻適てき齢れい期きよ」

　ガーネットは首を小さく振り、悲しげにため息をつく。この姫に、どうやったら自分の立場をわからせることができるのかと、悩んでいるのだろう。

「嫌い……あの金の王は、大嫌い！」

「……ですが姫様、民思いのよい王だと思われますが」

「だったらガーネット、あなたが婚姻すればいいわ。こんなところで一カ月、いいえ、一生暮らすことになるなんて、私には耐たえられない」

　パールは泣きたくなったが、意地でも泣くまいと思って唇くちびるを嚙かみしめる。

　こんなことの原因となった、兄ハイルの愚おろかさを呪のろうことで、どうにか気持ちを鎮しずめるしかなかった。

「侍じ従じゆう長ちようと侍従一人。私と侍じ女じよ五人、それにお針はり子こだけを残して、後は帰国するように命じてくださいませ。今なら近この衛え騎き士し団だんと共に帰れますから、安全でしょう」

「料理人はどうするつもり？」

「この国にいらした以上、この国のものを召めし上がるべきです」

「私に、田舎いなか料理を毎日食べろと言うの」

　旅の途中、宿屋で用意された食事を思い出し、パールはまたむすっと口をへの字に曲げる。

　自国の民の平均的な食しよく卓たくからみたら、ウラルの宿屋の料理ですら、素す晴ばらしいご馳ち走そうなのだということを、まだパールは知らなかった。

「私たちがいた王宮の食料のほとんどは、ウラルやゴシュラムから輸入したものです。ここにあるものと同じ、いえむしろこちらのほうが新しん鮮せんだと思いますが」

「もういいわ、ガーネット。私も、皆みなと一緒に帰るから」

「姫様。それではもう和平など、どうでもいいとお思いなのですね」

　さすがに今度の言い方はきつかった。

　パールもガーネットに叱しかられると弱い。意地になるのも、ここまでだった。

「わ、わかったわ。ここに……いればいいんでしょ。だけどアレン王がずっとあんな態度だったら、たった一人でも国に帰ります。いいわねっ」

「はい……そのお言葉を聞いて、安心いたしました。それでは侍従たちは、王のご命令どおりに国に帰らせますので」

　せめてもの慰なぐさめは、皆が帰る前に共に食事をすることが許されたことだった。パールのために連れてこられた料理長が、腕うでを振るって料理してくれるのだ。

　けれどパールにしてみれば、本当はガーネットだけが側にいてくれればいいと思っている。忠ちゆう誠せいを尽つくしてここまでついてきてくれた人たちなのに、実はパールは名前もほとんど知らなかったのだから。
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　かつての敵国ウラルにやってきたハッシュウィルの王女、パールの第一日目は、天てん蓋がい付きのベッドで目覚めることから始まった。

「姫様、お目覚めなさいませ」

　女によ官かん長ちようのガーネットによって起こされたパールは、美しい紫むらさき色いろの瞳ひとみをぱっちりと見開いた。

　ここは故こ郷きようハッシュウィルの王宮の自室ではない。遠く離れた異国の、元はこの国の王女シーナが使っていた部屋だ。

「ベッドが堅かたいわ。寝ね心地ごこちが悪かったと、ウラル王に伝えて」

　真っ先に文句を言ったけれど、様さま々ざまな形のクッションが、たくさん置かれているのは気に入っている。シーナのドレスの端は切ぎれで作られたということまでは、まだ知らなかったのだが。

「お湯ゆ浴あみの用意が、整ととのってございます」

　上質な麻あさで作られた寝ね間ま着きは、水色のリボンで飾かざられていた。襟えり元もとのリボンを解とくと、簡単に脱げるようになっている。

　パール姫は香料入りの湯に入り、ハッシュウィルの特産品である海かい綿めんで、侍じ女じよに体を洗ってもらった。

「どうして今日からは、朝食も夕食もアレン王と一緒じゃないといけないの？　私は、この部屋で一人で食べたいのに」

「姫様、ご婚こん約やくなさるのですから、お互いを理解し合うためにも、できるだけご一緒にいらっしゃるべきですわ」

「どうせあの方は、政せい務むで忙いそがしいんでしょ。あたしはハッシュウィルにいた時みたいに、一人で気ままにやりたいの」

　けれど聞き入れられることがないのは、はっきりしていた。

　綺き麗れいに体を洗い終わると、侍女たちがマッカランの薔ば薇ら香こう油ゆを素す肌はだに塗ぬり込んでくれる。その間にもう一人の侍女が、パールに口を開けさせ、細かい毛の付いた小さなブラシで、歯を綺麗にしてくれていた。

　すべてが済すむと、ドレスに着替えるのだが、まず下着を着てから、濡ぬれた髪かみを乾かわかしつつ櫛くしを入れていく。

　大きな衣い装しよう箱ばこを何箱も持ち込んだパールだったが、その中から一枚ずつ侍女が取り出し、パールの前に立って広げて見せる。今日の気分に合ったドレスのところで、パールは頷うなずけばいいのだ。

　ドレスが決まると、次に靴くつと装飾品が選ばれる。宝石箱の中から、ドレスの色合いに合わせたものを選んだ。

　水色のドレスに、空の色のようなトルコ石でできた髪飾りという姿で、パールはアレン王との朝食の席に向かった。

　ところが王と王おう妃ひのための食事室に行くと、今け朝さはどうしたことか、パールを入り口で待っていたアレンも同じような水色の服を着ていたのだ。まるで二人で打ち合わせしたみたいで、パールはまたもや口を曲げ、不ふ愉ゆ快かいそのものといった顔になる。

「ご機き嫌げんはいかがですか、パール姫？　よくお休みになられたかな」

　アレンはパールの対面に座すわると、ちらっとその姿を見て、同じように不機嫌な顔になる。やはり同じ色の服を着てしまったことが、嫌いやなのだろう。

「はい……羊よう毛もうが豊ほう富ふだと伺うかがっておりましたのに、ベッドの下に敷しかれたものが硬いのには驚きました」

「それでは直接、羊ひつじ小屋で、羊に囲まれて眠るといい。ふわふわと柔やわらかいですよ」

「んっ、まぁっ！」

　この私に、羊小屋で寝ろですってぇと叫さけびたいところを、パールはナプキンを握にぎりしめて我が慢まんした。

　朝食には茹ゆでた卵、果くだ物もの、それに皿に入ったミルクのようなものが出た。ミルクのスープかと思って一口食べたパールは、その酸すっぱさに顔をしかめる。

「これは何ですの？　ウラルでは腐くさったミルクを飲まれるのかしら？」

「ウラル神は、医い療りようと農業の知識を、我々に与えてくれた。これは神に教えられた、ミルクの食べ方だ。ウラル乳と呼んでいるが、体に非常にいい。女性の中には、残ったものを顔に塗ぬったりする者もいると聞く。肌にいいんでしょう」

「……体によくても、こんなまずいもの食べられません」

「ウラル特産の蜂はち蜜みつを混ぜて食べればいい」

　出されたパンの中には、蜂蜜がたっぷりかかったものがあった。干ほしブドウが入っていて、ふんわりと柔らかい。それはとても気に入ったので、パールは思わず二個も食べてしまった。

「あなたは小食なんだな」

　パンを二つ。リンゴを少し。それに温あたためたミルクをカップに半分。パールとしては、食べたほうだ。

「レディとしては、普通だと思いますけれど」

「小食だから、そんなに瘦やせてるのかな。歓かん迎げいの舞ぶ踏とう会かいとか企画はしたけれど、それでは体力が保もつか心配だ」

　アレンがバカにしたように言ったので、パールは真っ赤になってまたナプキンを握りしめた。

「ご心配はご無用です。何時間踊おどっても、疲れたりはいたしません」

　つい意地になって言ってしまったけれど、本当はそんなに何時間も踊ったことなどない。父親のアタカンは、パールが男性の手を取って踊ると、すぐに不機嫌になったので、ほとんど踊らせてもらえなかったのだ。

「陛へい下かは、ダンスがお上じよう手ずですの？」

　ウラル乳に蜂蜜を入れて、アレンはおいしそうに食べていたが、パールの質問には珍めずらしく笑顔で答えた。

「妹が、幼い頃から練習相手になってくれたので、上う手まくなった。レディの足を踏ふむような不ぶ作さ法ほうは、したことがない。ミトリに言わせると、宮きゆう廷てい一いち、上手いということらしい」

「……」

　パールはちょっと、いや、大いに困った。

　ダンスの練習なんて、女官や侍女相手にしかやっていない。男性と踊った数もほんの少しだ。

　このままでは、舞踏会でとんでもない恥はじをかきそうだった。

　下へ手たなんだなぁと、アレンに笑われたくない。それには練習をするしかなかった。

「蜂蜜を入れれば、おいしいのかしら」

　パールは、酸っぱい腐ったミルクとしか思えないウラル乳に、蜂蜜をどばどばと注そそぎ込む。

　いつもなら、舞踏会といえば、まずドレスのことを真っ先に考える。

　ところが今回は、ドレスのことなど忘れてしまっていた。

　アレンに隠れてこっそりとダンスの特訓をするには、やはり体力が必要だと、パールも思ったからだ。

「うっ……甘あまいわ」

　蜂蜜を入れすぎたようだ。それを見て、蜂蜜色の髪をした若き婚約者アレンは、おかしそうに笑っていた。

「あなたの国の食料事情は大変だと聞いた。もっともあなたは、そんなことご存ぞんじないのだろうが」

「あ、兄が、土ど壌じよう改良の研究をしてますの。今に、たくさん麦むぎが採とれるようになりますわ」

「それは素す晴ばらしい。来年の収しゆう穫かくが楽しみですね」

　アレンとしては、せいぜい努力して、パールとの会話の糸口を探してくれているのだろう。だが、それが食料問題とあっては、パールとしては面おも白しろくも何ともない。

「ここは、ずいぶんと狭せまい食事室なんですのね」

　嫌みにも聞こえてしまうような言葉だったが、パールとしては本心からそう思ったのだ。

「ここでは家族だけが食事をする。両親と私たち兄きよう妹だい、四人の食卓だったんだ」

　大切な両親を奪うばったのは、パールの兄だと嫌みで答えたのだろうか。そう思ったけれど、ついパールは自分の正直な気持ちを口にしてしまった。

「私は、いつも自分の部屋で、一人で食事しておりましたから、どなたかとこうして二人きりで食事をするのは初めてです」

「一人で？」

「はい。特別な会食の時は、広い食事室で大勢でするのが普通ですけれど」

「……ハッシュウィル王には、正妃がいらっしゃらなかったから……毎日、二人で食事をするなんて習慣はなかったんでしょうね」

　さすがにアレンは、言いにくそうに口にした後、ちらっとパールを見ている。言いすぎたかなと思っているのだろう。

　パールは母のことなど覚えていない。侯こう爵しやく家けの姫だったが、元々体が弱かったのに、無理にアタカンが王宮に呼び寄せたのだ。寵ちよう愛あいされたのはほんの短い間だけだった。なぜならパールを産んだ後に、すぐ亡なくなってしまったからだ。

　アタカンが何人の后きさきを持ったのか知らない。王とはそういうものだと教えられていたから、こんなふうにずっと王と王妃が、二人で食事をしていたというのが、パールにはよくわからなかったのだ。

「母上は？」

「私が生まれた時に、亡くなりましたけど、それが何か？　ハッシュウィルの王室では、王子や姫が母親と一緒に暮らすという習慣はありませんので」

　小さい頃は、他の姉し妹まいと同じ部屋だった。それがパールにはたまらない屈くつ辱じよくだった。早く大人おとなになって、后たちのように自分の部屋を与えられたかったのだ。

　十一歳で初めて自分の部屋を与えられた。その時に、ガーネットが女官として付いてくれるようになったのだ。

　誰だれかと二人きりで食事をするという経験がこれまでなかったから、パールは何を話したらいいのかわからない。

　レディ教育をしてくれた公こう爵しやく夫人は、殿との方がたと話す時は天気か、季節の花の話をするか、黙だまって相手の話を聞いているようにと言っていた。

　だが、そんな話をアレンはしてこない。もう話すこともなくなって、パールは気まずいばかりだった。

「食事が済んだら」

「お食事の後に……」

　二人は同時に言ってしまい、パールは気まずさから顔を赤くした。そして二度と自分からは話し掛かけたりしないと思ってしまった。

「本がお好きなら、図書館にかなりの蔵ぞう書しよがある。好きなだけ、読んでください」

　パールが沈ちん黙もくすると、すぐにアレンは自分の言いたいことを言い、席を立ってしまった。

「では、これで失礼する。また夕食の時間に」

　慌あわてて席を立ったパールは、ドレスを持ち上げて頭を下げる。とても優ゆう雅がだと公爵夫人に褒ほめられた挨あい拶さつの姿を、けれどアレンはろくに見ることもせずに、さっさと出て行ってしまった。

　一人取り残されて、パールは哀かなしくなってくる。毎回食事のたびに、こんな気まずい思いをするのなら、一人のほうがずっとましだと思った。

「お食事はお済みになりましたでしょうか」

　ガーネットが現れ、その姿を見た瞬間、パールは泣きたいような気持ちになった。けれどそんな弱気なところを見せるのは嫌で、いつものように顔を上げて、黙ってすたすたと自室として与えられた部屋に向かって歩き始めた。

　ガーネットは黙って、そんなパールの後をついてくる。

「ガーネット……」

「はい」

　いきなりパールが立ち止まったので、ガーネットも同じように立ち止まった。

「私を歓迎するのに、祝しゆく宴えんが催もよおされるようだけど……」

「はい。後ほど、詳しいことを伺ってまいります」

「そう……ダンスって、私も踊るのよね？」

「もちろんですとも……」

「この国のダンスなんて知らないわ。どうすればいいの？」

「それも後ほど、調べておきますので」

　そう、何でもこうやってガーネットに言えばいいのだ。そうすれば面めん倒どうなことはみんな片付けてくれる。

　だから何も困らないはずだ。これまではそう信じてきたけれど、アレンだけはガーネットでもパールの思うようには変えてくれない。

「お部屋にお戻りになりましたら、何をなさいますか？」

「そうね……読書を。図書館に本がたくさんあるそうだから、ガーネット、適当に面白そうな本を持ってきて」

「畏かしこまりました」

　ハッシュウィルにいた時も、毎日がこんな調ちよう子しだった。起きたら一人で食事をする。その後はいろいろなことを教えてくれる教師が訪れるまで、好きなことをして過ごしていた。

　読書も好きだけれど、ハッシュウィルの城にはあまり本がなかった。ハイルは図書館ができるくらいたくさん本を持っていたけれど、決して弟てい妹まいに貸し出すようなことはしてくれなかったのだ。

「最後にハイルお兄様と会ったのは、いつだったかしら」

　再び歩きだしながら、パールは呟つぶやく。

　そういえば特別な会食の席でしか、ハイルと会ったことがなかったとパールは思い出した。

　アレンのこともまだよく知らないが、同じくらい兄のことも知らなかった。

　けれど無理もない。パールの兄妹はあまりにも多すぎて、今いたような狭い食事室で、皆みなで食事をすることなどできなかったのだから。
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　執しつ務む室しつに戻ってきたアレンは、ほっと胸を撫なで下ろしている。

　朝食を一緒に摂とるだけなのに、いつもの何倍も疲れてしまったようだ。

　すでに執務室で待っていたミトリが近づいていくと、アレンは力ない笑顔を向けた。

「食事は楽しみの一つだが、それが苦く行ぎようになりそうだ」

「そんなことをおっしゃるものではありません。では……本日の予定を……。昼に橋の補修工事について、打ち合わせがあります。ハッシュウィルとの和平が確定した今、交こう易えきが盛さかんになるでしょうから、国境の橋は堅けん強きようにすべきでしょう」

「誰だれが来るんだ」

「設計技師と建設大臣です。アレン様、午後にパール姫様とのご予定は何かありますか？」

「いや、あの姫の相手をしている暇ひまがあったら、橋の設計図を見ているほうがましだ」

　ミトリは困ったなといった顔をしながらも、アレンの前にその設計図を広げた。

「昼までにお目通しを」

「わかった」

　アレンは興味深そうに、最新式の橋の設計図に目を向ける。跳はね橋になっていて、大きな船の航行の妨さまたげにもならないように設計されていた。

　向学心旺おう盛せいな若き王は、すぐに橋の構造を理解して、設計技師にいろいろと質問することをまとめ始めるだろう。

　いずれアレンがよい王になるだろうと、ミトリは幼い頃から思っていた。だがあの戦いで谷底に転落してからの数カ月、その夢は叶かなわないのかと何度も思わされた。

　シーナを先に行かせた後、落石で道が塞ふさがれた。仕方なくミトリと騎き士したちは、馬を捨てて谷底に自力で下りていったのだ。

　そこで見たものを、今も忘れない。

　可か哀わい想そうにアレンの馬は、谷を落ちた時の打ち所が悪かったのか死んでいた。だが馬の体が、落下の衝しよう撃げきからアレンを守ったのだろう。出血も骨折もなく、まだ息がある様よう子すにほっとしたのも束つかの間ま、助け上げたアレンの後頭部には深い傷があり、血が金の髪かみを赤く染そめていた。

　このままでは死ぬかもしれない。

　アレンを失う恐怖と戦いながら、その体を背負って、身を隠すのにちょうどいい猟りよう師し小屋目指して山中を歩き続けた。

　やっと辿たどり着いたものの、王宮とは比べものにならない粗そ末まつな猟師小屋で、ハッシュウィルの追っ手に怯おびえながら暮らさねばならなかった。

　しかもアレンの症状は重く、命を失うまでには至いたらなかったが、記憶はすべてなくなり、まるで幼児のようになってしまったのだ。ウラルの進んだ医い療りよう技術をもってしても、アレンを救うことはできず、何度もミトリは絶望感を味わわされた。

　人の心の中に易やす々やすと入れるウラル神でも、すぐには助けられなかったくらいだ。アレンの傷は深かったが、それ以上に心に受けた痛いた手でも大きかったのだろう。

　ミトリにとって、アレンは特別な存在だ。乳ち兄きよう弟だいとして育ったからか、自分は生しよう涯がいアレンを助けて生きるのだと、使命感を幼おさない頃から持ち続けていた。

　このまま二度とアレンは、ウラル王となることはないのだろうか。そう案じながらも、あの頃のミトリは幸せだったのだと思う。

　なぜならアレンはミトリだけを信頼し、完全に頼り切っていた。だからアレンを、ずっと独ひとり占じめすることが許されたからだ。

　けれど途中で気がついた。

　アレンはやはり王になるべきだ。このまま赤あか子ごのように生きていていい男ではない。

　復活してくれることを強く願うようになってからしばらくして、シーナが大おお怪け我がをしたのをきっかけに、アレンは奇き跡せきの復活をした。

　そこにいたのはもう、ミトリが知っている王子ではない。

　新たなウラルの王だったのだ。

「ミトリ様……パール姫様付き、女によ官かん長ちようのガーネット様が、ご面談を申し込まれております」

　侍じ従じゆうが近くに寄ってきて、小声で囁ささやいた。どうやらアレンには知られたくない様子だ。すぐにミトリはさりげなく執務室を出て、控ひかえの小部屋にいるガーネットのところに向かった。

　ガーネットはミトリが入っていくと、椅い子すから立ち上がって礼をする。

「どうぞ、そのまま……お座すわりになってください。パール姫様のご様子は……」

　今すぐにでも帰りたいと、泣き喚わめいているのだろうか。そんな心配から、つい顔つきも厳きびしくなってしまう。だがガーネットは、落ち着いた様子で答えてきた。

「はい……お食事の習慣などにも、まだ慣なれていないご様子ですが、お元気です」

「それはよかった。陛へい下かには悪気があるわけではないのですが、遠えん慮りよなくものを言われるかたですから、お気に障さわっていられるのではないかと」

「それでしたら、姫様も負けてはおりませんので」

　にこやかに言われて、ミトリの気持ちも一気に軽くなった。

「では何か、別のことでお困りになっていらっしゃるのですか？」

「お願いの一つは、図書館の蔵ぞう書しよをお借かりしたいことです……」

「でしたら遠慮なく。すぐに侍従に案内させます」

「ありがとうございます。それともう一つ……この国のダンスを、教えていただけないでしょうか？　ご存ぞんじだと思いますが、ハッシュウィルは物の交易は近きん隣りん諸しよ国こくと行っておりましたが、文化的な交流が少なかったもので……」

「あ……ああ……」

　そこまではさすがにミトリも気がつかなかった。このままでは祝しゆく宴えんの席で、パールはダンスが踊おどれずに恥はじをかいてしまうところだっただろう。

「気付かずに、失礼いたしました」

「いいえ……ハッシュウィルが、ずっと閉へい鎖さ的な国だったことがいけないのですわ」

　穏おだやかな口く調ちようで言っているが、そこにミトリはガーネットの哀かなしみを感じた。他国との交流も少なく、文化的に遅れていることを恥じているのだろう。

「私でよければ、お教えいたしますが、パール姫をお呼びしますか？」

「あの、よろしければ、私に教えてくださいませ。実は……姫様はずっと城の奥深くでお育ちで、殿との方がたとの交流などほとんどなかったのです。たとえ陛下の側そつ近きんのかたといえども、緊張されると思いますので」

「でしたら……侍従と女官を数名集めて、遊ゆう戯ぎ室しつでご指導しましょう」

　ミトリの申し出に、ガーネットは嬉うれしげにぱっと顔を輝かせ、立ち上がるとドレスを持ち上げて礼をした。

「お心こころ遣づかいに感謝いたします……」

「いえ、そうやって何でも相談していただけると助かります。ウラルは小国ゆえ、王族といえども質しつ素そな生活をしております。パール姫様には、いろいろとご不満もおありでしょうが、私としては……ハッシュウィルにお戻りになることのないよう、願っております」

　レディの機き嫌げんの取り方なんて、ミトリはよく知らない。これまでずっとアレンの側そばにいて、アレンしか見てこなかったからだ。

　いつも側にはシーナがいたが、彼女はとても変わった王女で、何でもアレンと同じことをやりたがったから、とてもレディの見本にすることはできない。

　病やんでいたアレンと共にゴシュラムにいた頃は、忙いそがしくて周囲に目を向けることなどほとんどなかった。そんな中で親しくなったレディといったら、今はシーナの第一騎士となっている、レディ・ジョージアくらいのものだ。

　彼女もまたレディでありながら、男より強いというくらいだからレディの見本にはとてもなれない。

　むしろこんな問題は、女たらしと噂うわさされていたゴシュラムの騎士、ジュードのような男にこそ聞くべきなのだろうが、そのジュードも今はゴート王の第一騎士となり、すっかり真ま面じ目めになってしまったようだ。

「女官長殿……私からもお願いがあります」

　ついにミトリは、勇気を出して口にしていた。

「何でしょうか？」

　ガーネットは不ふ思し議ぎそうに、美しい灰色の瞳ひとみでミトリを見つめていた。

「その……レディというものが、どんなことを喜よろこばれるのか、私に教えていただけないでしょうか……」

「はぁ？」

「アレン様は、聡そう明めいで武ぶ芸げいにも優すぐれ、民にも優やさしいよい王ですが……レディというものをよくご存じでない。私が、ご指し南なんすべきなのでしょうが……私も堅かた物ぶつでして、実はよくわからないのです」

　本来ならこんなことは、年長の騎士にでも聞くべきなのかもしれない。だがあの戦いくさで、アレンやミトリが兄と仰あおぐような若き騎士が大勢亡なくなった。生き残った騎士たちは、後継者を育てるのに今は必死だ。こんな話を相談できるような状況ではない。

　こうなったらガーネットを頼るのも手だ。そう思って言ってみたが、決して不ふ愉ゆ快かいには思われなかった証拠だろう、ガーネットはおかしそうに微ほほ笑えんでいた。

「では宰さい相しよう様、作戦を練らないといけませんわね」

「戦の作戦より難しそうだ」

　だがこれもアレンのためだ。やはりアレンには、満足のいく形で婚こん姻いんしてもらいたい。

　そうでなければ、ミトリも幸せにはなれないのだ。
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　女によ官かん長ちようのガーネット相手に、パールは部屋でダンスの練習をする。けれどガーネットも、男性のパートを踊おどることには不ふ慣なれだったから、思ったように上う手まく相手ができなかった。

「姫様、まだお続けになるおつもりですか？」

　さすがにガーネットも疲れたのだろう。弱気な声になっていた。

「いいわ、少し休みましょう」

　宮中の夕食は早い時間に終わる。それからずっと部屋にこもり、踊り続けていたからパールも疲れてしまった。

　けれど上手く踊れない。この国のダンスは、ハッシュウィルとは少し違う。今頃になってやっとパールにも、自国の文化が近きん隣りん諸しよ国こくとは少し違っていることに気がついた。

「ねぇ、ガーネット。もしかして私の国は、隣国に比べて少し遅れているのかしら？」

「言いにくいことですが、そう思われます」

「何ですって！」

　自分で質問したくせに、パールはガーネットの返事に怒おこりだす。

「先々代の王の頃より、他国との交流は途と絶だえがちでした。それが今の、我が国の悲劇をもたらしたと思われます」

　ガーネットは穏おだやかに、ハッシュウィルの簡単な歴史をパールに教えだす。だがそれは家庭教師の博士はかせたちから教わったものと違っていた。

「ハッシュウィルはそれまでは、漁業と農業を中心にした貧まずしい国でしたが、鉱山の開発で一気に豊かになりました」

　そこまでは同じだ。だから我が国は、近隣諸国に引けを取らない大国なのだと教えられた。

「ところが鉱山に労働力を回すために、若い働き手を集中的に集め、さらに増兵もあって、漁業や農業の働き手が減ってしまいました。そのせいで隣国から、食料を輸入しなければいけなくなったのです」

「あら……そうなの」

「はい」

　国務大臣の娘だけのことはある。ガーネットは国の内情をよく知っていた。だからこれは博士たちに教えられたことより、ずっと本当に近いことなんだと、パールも納なつ得とくする。

「大変申し上げにくいことですが、これまでの国王陛へい下か方は、民が隣国の人々の暮らしぶりを知って不満に思うことがないように、あえて交流を禁じました。そのせいでダンスも流行遅れ、ドレスや装身具などもそうです」

「んっ、まっ、ド、ドレスにも流行があるのですって。では、どこのものが一番、流は行やっているのかしら」

　負まけず嫌ぎらいのパールとしては、祝しゆく宴えんに呼ばれたものの、流行遅れのドレスなど着て出たくはなかった。

「恐おそらくゴシュラムのものかと……姫様、ご心配なく。姫様のお針はり子こたちには、私がゴシュラムで流行っているようなものを、こっそりと教えてきておりますので」

「まぁ……そうだったの」

　それを聞いてほっとした。ドレスのことで笑われるなんて、パールにとっては何よりも耐たえがたい屈くつ辱じよくだったからだ。

「では……この国はどうなのかしら？」

　ここで初めてパールは、これからは誰だれが自分のドレスを作ってくれるのかと考えた。

　これまではハッシュウィルの王族として、当然のように国のお金で作らせていたのだ。アレンが気前よくパールのドレス代を払ってくれないようなら、急いで兄に書しよ簡かんを送り、ドレス代を請求しなければいけなくなる。

「ゴシュラムのシーナ妃ひとの交流がございますから、こちらでは最新式のものが作られていると思います」

「それを聞いて安心したけど……陛下は……」

　あんなにたくさん持っているのだ、パールには新しいドレスなんていらないと思うかもしれない。

　そこに王付きの侍じ従じゆうが現れた。

「夜や分ぶんに失礼いたましす。陛下より、パール姫様にお届けものでございます」

「な、なにかしら」

　疲れてソファに座すわり込んでいたパールは、威い儀ぎを正して立ち上がる。

　見るとビロードの小さなクッションの上に、ダンスの練習用の靴くつが置かれていた。

　後ろに控ひかえる小こ姓しようが捧ささげ持っている籠かごには、靴の形をした焼き菓が子しが盛られている。さらにもう一人の小姓が持つ大きなピッチャーには、蜂はち蜜みつ入りの温あたためたミルクがなみなみと入っていた。

「受け取りました。ありがとうございますと、陛下に伝えなさい」

　パールはぶすっとしたまま言うと、さっさと侍従を下がらせてしまった。

　けれど内心、この贈おくり物はとても嬉うれしかった。ダンスの練習で疲れていたし、おなかも空すいていたのだ。

「まぁ、可か愛わいらしい焼き菓子ですこと。靴の形になっていますわ」

　同じようにダンスの相手をさせられていた女官たちも、いっせいに籠を取り囲んで喜よろこんでいる。

「そうね、あの陛下にしては……気が利きいているわね」

　すぐに小さなテーブルを囲んで、夜食の時間になった。

　養よう蜂ほうの盛さかんなウラルだから、甘あまみのあるものは特別においしい。乾かん燥そうさせたイチジクやブドウを混ぜて焼いた焼き菓子は、生き地じがほんのりと甘くて柔やわらかだった。

　ミルクは新鮮で、ほどよく甘くしてあるのが何より嬉しい。

「さすがですわね。アレン陛下は、姫様が果くだ物もの入りのパンをお気に入りなことに、すぐに気付かれたようです」

「私が？　いつそんなものを好きだと言って？」

　けれど食事の時、ブドウ入りのパンについ手が伸のびてしまう。ハッシュウィルでは、食べたことのないものだったので、パールは気に入ってしまったのだ。

「靴をお試しになられますか……あら……」

　ガーネットは靴を手にして微ほほ笑えむ。

「姫様……思っていたよりずっと、アレン陛下はよいかたのようです」

「いったいなんなの？」

　甘いミルクを飲み、焼き菓子を食べて元気になったパールだが、ガーネットのはっきりしない言い方に、つい苛いら立だってしまった。

「どうぞ……」

　差し出された靴の中には、メッセージカードが入っていた。

『これを履はいて、お一人でテラスに出ていらっしゃいませんか？　ダンスの妖よう精せいが、現れるかもしれません』

「……ま、面おも白しろい冗じよう談だんですこと」

　すぐにパールは、メッセージカードをガーネットに渡してしまう。けれど内心は、どういう意味なのかとドキドキしていた。

「では皆みなさん、片付けて、姫様がお休みになれるよう、寝室を整ととのえましょう」

　ガーネットはさっさと女官たちを、隣りん室しつへと移動させてしまった。

　こうなったら靴を履いて、テラスに出たくなってしまう。

「夜に外に出たら、風か邪ぜをひくわ……。そう教わっているのに」

　ウラルは、ハッシュウィルよりは寒くない。夜に外に出ても、凍こごえるような寒さということはなかった。それを理由にして、パールはテラスに出て行った。

　テラスにはすでに人影があった。

　仮面をつけて、帽ぼう子しを被かぶっているから、一応わからないようにしてあるらしいが、どう見てもその姿はアレンだ。

「あなたがダンスの妖精なの？」

「……」

　アレンは答えない。黙だまって、レディにダンスを申し込む時の礼をしてみせた。

　いつものパールだったら、こんな芝しば居いじみたことをしてバカみたいと、鼻先で笑っただろう。けれど今夜は月がとても綺き麗れいで、なんだか夢の中にいるような気がしたから、パールは自然にアレンの手を取った。

　踊りだしてすぐに気がついた。やはりガーネット相手に練習するのとは違う。アレンのリードは巧たくみで、パールはもたつくこともなく、いつか自然に踊っていた。

　なんだか自分が、とてもダンスがうまくなったような気がする。

　新しい靴はパールの小さな足にぴったりで、足あし下もとを気にせずに踊り続けることができた。

　ダンスのための曲もない。聞こえるのは、ただ風が木を揺ゆらす音だけだ。灯あかりは空の月だけで、本当に夢の中にいるような気がしてくる。

　だが夢は終わった。

　ダンスの妖精に化けたアレンは、パールの手を離すと、そのままテラスの端はしまでいって、闇やみに向かって飛ぶとふっと消えてしまった。

「えっ……なに……まさか、本物の妖精だったの……。そんなはずないわ」

　テラスの端まで駆かけ寄れば、地面に着地して、こそこそと戻っていくアレンの姿が見られただろう。

　だがパールは、あえて見ないことにした。

　見たら素す敵てきな夢が、壊こわれてしまいそうで怖こわかったのだ。

「私がダンスもできないと思って、哀あわれんでくださったの？　だけど、ちゃんとお相手できたでしょ」

　パール姫は、誰にともなく呟つぶやく。

　こんな程度のことで、アレンにときめいてしまいそうな自分を、どうにかごまかすには、そんなことでも口にするしかなかったのだ。
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「あれでよかったのか？」

　マスクに帽ぼう子しという姿で、パールのもとを訪おとずれたアレンは、部屋に戻ってからミトリに訊たずねた。

「よろしかったのではありませんか？　パール姫は、テラスに出ていらしたんでしょう？」

「ダンスは下へ手ただ。シーナも下手だったが、それ以上にひどい」

　怒おこったように言うアレンに、ミトリは苦く笑しようする。

「まだダンスの経験など、ほとんどないと伺うかがいました。今すぐに、何もかもというのは無理でしょう」

　アレンは椅い子すに座すわり、考え込むような顔になる。

「歓かん迎げいの祝しゆく宴えんに、シーナは来るかな？」

「招待状は送りました。ゴート王はいらっしゃらないと思いますが、シーナ様はいらっしゃるでしょう」

「パール姫はあのハイルの妹だ。シーナは……会いたくないだろ……」

「そうでしょうか……。シーナ様は、お心の優やさしいかたですから、きっとパール姫のことも、理解されると思います」

　どうしてミトリは、こんなに物わかりのいい男になってしまったのだろう。それがアレンには、腹はら立だたしい。これではまるであのパールと、上う手まくいったほうがいいと思っているようだ。

　アレンの椅子の横にある小机に、ミトリはワインの入ったカップを置く。

　眠る前に飲むワインには蜂はち蜜みつが入っていて、香草で独特の香り付けがされていた。

「ミトリが言うから、ダンスの練習相手にもなってやったんだぞ」

「では、もう一言、言わせていただきます。明あ日すの朝食の時は、何事もなかったように振る舞われますように。あそこにいたのは、ダンスの妖よう精せいだったのですから」

「……」

　自分のしたことを思い出し、アレンは真っ赤になる。よく考えれば、アレンらしくない、かなり恥はずかしいことをしたことに気がついたのだ。

「何だって、こんな道どう化けみたいな真ま似ねをさせるんだ？　この私がダンスの妖精だと」

「レディを相手にする時は、恥ずかしいくらいでちょうどいいそうです」

「そんなこと誰だれに教わったんだ？」

「……」

　今度はミトリも惚とぼけている。それがますます気に入らない。

「ミトリ……どうしてもあの姫君と私を、くっつけたいようだな」

「はい……そのほうが、私も精神的に楽になりますので」

「どういう意味だ」

「生しよう涯がいの忠ちゆう誠せいを誓ちかいました。その気持ちに変わりはありません。ですがアレン様……そろそろ私たちも、ある程度の距離を持つべきでしょう」

「何を言ってるんだ？」

　ミトリが自分の側そばを離れたがっているように聞こえる。けれどそんなことは不可能だ。今はまだミトリも年が若いから、アレンにとって第一騎き士しの扱いになっている。だが実際にやっていることは、宰さい相しようと変わらない。

　父にも腹ふく心しんと呼べる宰相がいたが、やはりあの最初の戦いの時に亡なくなっている。父を守りきれなかった自じ責せきの念ねんからか、かなり無む謀ぼうな戦いを敵に挑いどんで、果か敢かんに戦って果はてたと聞いた。

　王が王であるためには、忠誠を誓う騎士が必要だ。いかによい騎士が従っているかで、王の資質の有う無むが見抜かれてしまう。

　かつての宿しゆく敵てきハイルには、命も惜おしまぬ無敗軍団と呼ばれる最強の兵士たちが従っていた。けれど彼らが本心からハイルに忠誠を誓っていたかは、今となっては疑問だ。

　恐怖がすべてを支配していた。そこにあるのは死を免まぬがれるための、偽にせの忠誠だったかもしれない。

「ミトリ、今の処しよ遇ぐうに不満でもあるのか？」

「いいえ……不満など何もありません。ただこうして私がお側についていて、何もかもして差し上げることで、アレン様の世界が狭せばまってしまうのが嫌いやなだけです」

「そんなことはないだろう」

「いいえ……私が側にいれば、他には誰も必要ない。そう思われてしまったら、婚こん姻いんされても上手くいきません。政まつりごとでしたらいくらでも話し相手にはなりますが、ご自身の心を打ち明ける相手……かつてのシーナ様のようなお相手がアレン様には必要です」

「あの姫では、話し相手になんてなるもんか」

　何を話せというのか。何も思いつかずに苦労しているというのに、ミトリは残ざん酷こくだとアレンは恨うらみに思った。

「あちらも同じようだと伺いました。女によ官かん長ちようを頼りになさっておいでのようですが、やはり私たちでは対等な関係は望めないのです」

「女官長……そうか、あのレディが気に入ったんだな」

　笑ってやろうと思った。確かにミトリにはお似に合あいの相手だ。生き真ま面じ目めで主あるじに忠実なところなどよく似ている。しかもガーネットは国務大臣の娘で身分も低くなく、かなり知性が感じられる女性だ。

　そうか、ミトリにもいよいよ気になる相手ができたんだなと、笑ってやろうとしたのに、なぜかアレンは笑えなかった。

　そして気がついた。

　ミトリだってきっと同じような気持ちのはずだ。見知らぬかつての敵国の姫と、これまで大切に守ってきたアレンが仲良くなってしまったら、自分は置いていかれたように感じるだろう。

　なのにミトリは、パールと上手くいくように願っている。

　それは自分も自由になって、ガーネットと上手くいきたいなんて、単純な欲から出た言葉ではない。他の男ならあるだろうが、ミトリの場合は決してそんなことはないのだ。

　ミトリが願うのは、いつだってアレンの幸せだ。そこにアレンは、ミトリの深い愛情を感じていた。

「アレン様……もう子供の時代は……終わってしまいました」

　哀かなしげにミトリは呟つぶやく。

「もう私だけでは、アレン様を幸せにすることはできないのです。先王に倣ならって、よき伴はん侶りよとなられますよう……」

「わかった。そうだな……大人おとなにならなければいけない時がきた……。女というものは、何もかも男に劣おとっていて、面めん倒どうな存在だとずっと思ってきた。だが、自分と対等な存在として、王おう妃ひを認める心構えが必要だな。ミトリ、よく言ってくれた」

「そうやって、すぐに素す直なおに耳を傾かたむけてくださるのは、アレン様のよいところです。時折、強情にもなられますが」

　ミトリは笑っている。いつもと変わらない笑顔だったので、アレンもほっとした。

「どうやらパール姫様は、城の奥深くに隠されて育てられたようです。こんなことを口にするのも嫌ですが、先王のアタカンは狂きよう気きの感じられるような人物でした。あのまま生きていたら、どうなっていたでしょう。ここに来たことは、パール姫様にとってもよかったと私は思っています」

「女官長の報告か？」

　やっと自然にアレンは笑えた。

　そう、笑えたのだ。

「はい……そうです。女官長のガーネット殿どのは……正直に話してくださいました。何よりも怖こわかったのは……実の娘でありながら、アタカン王が不ふ埒らちな真似をするのではないかと、そればかりだったそうです」

「……恐おそろしい……だが、あの王だったら……」

「パール姫様は何もご存ぞんじではありません。子供のまま、無心でお育ちになったのでしょう。ハイルがガーネット殿を女官長に指名したそうですが……」

「詳くわしいな、ミトリ」

　アレンはミトリにもワインを勧すすめる。ミトリも椅子に座り、黙だまって杯さかずきを受け取った。

「ハイルの考えていたことはわかる。父の奇き行こうを知っているから、妹を守るというより、自分より大切にされる世よ継つぎが産まれてしまうことを恐れたんだ。違うか？」

「はい……私もそう思います。ガーネット殿だったら、自分の命に代えても、パール姫様を守ったことでしょう」

「だが、同情はするが、それで彼女に対する評価が変わるわけではない。私は、ミトリが知っているとおり強情だからな」

　悲劇は起こらなかった。だから今のパールに対して、アレンはそれほど同情的にはなれない。

　溺でき愛あいされて育った、わがまま姫であることに変わりはないのだから。

「アレン様も優しさを学ばれるいい機会です」

「私は民には優しいぞ」

　むっとしてアレンが言うと、ミトリは困ったような顔をする。

　それとは違う優しさだと言いたいのだろうが、今のアレンにはそれ以上何を言っても、ムキになって反論されると知っていたから何も言えなかった。








◆◆◆






　翌日、朝食の時、二人は何となく気まずくて、互いに顔を背そむけてばかりいた。会話も弾はずまず、もそもそと食べているだけだ。あまりの気まずさに、ついにアレンからそれとなく話題を切り出した。

「パール姫、乗馬はできますか？」

「馬ですか？　いいえ、レディは馬車に乗るものだと教えられておりますので」

　今け朝さもどうしたことか、パールは薄うす紫むらさきのドレスで、アレンは紫の服だ。約束したわけでもないのに重なってしまって、それだけでも気分が悪いのに、パールの答えが余計にアレンを苛いら立だたせる。

「この国では、レディでも乗馬を楽しむのにな……」

　何でも男並みにこなすシーナと、比較してはいけない。そう思っても、つい意い地じ悪わるな気持ちになってしまう。

「それじゃ、私が教えてあげよう。部屋にいるだけでは退たい屈くつだろうし」

「……お気き遣づかいなく……部屋でも、侍じ女じよたちと楽しくやっておりますので」

　拒きよ否ひされると、アレンはなぜか逆にやらせたくなってしまう。それがアレンの悪いところだ。

「馬が怖こわいんだ？」

　アレンはふっと笑った。こんな顔を見せると、パールはむっとして突つっかかってくると、知っていたからだ。

「こ、怖くなんてありません。ただやったことがないだけです」

　思ったとおり、真っ赤になって怒おこったように言っている。

「それじゃあ、まずは中庭ででも練習してみよう」

　単純だな、すぐに引っかかるとアレンは笑ったが、それと同時にミトリが言っていたとおり、パールがまだ子供なんだと思った。

　ハッシュウィル王アタカンは、自分に従う貴族や民には、かなりひどいことをした。なのに愛まな娘むすめのパールだけは、幼おさな子ごにするように大切に守ってきたのかもしれない。

　子供だと思えば、失礼な態度も腹が立たない。

　そう思ったアレンは、自分もミトリ同様、パールには甘あまいんじゃないかと、少しだけ苦にがい気持ちになっていた。

　アレンにはシーナ以外に兄弟がいない。ミトリは乳ち兄きよう弟だいだが、弟ではなく兄同様だった。もし弟てい妹まいがいれば、もう少し理解してあげることができたかもしれない。

　子供を相手にする時に必要なものは忍にん耐たいだ。

　若き王は、この時、自みずからに忍耐を課かす決意を固めた。

　朝食の後、中庭に城内の厩きゆう舎しやでは一番穏おだやかな馬を連れてこさせた。そして乗りやすいように踏ふみ台も用意して、アレンはパールを待っていた。

　するとしばらくして、パールがガーネットや侍女を伴ともなってやってきた。

　その顔は真っ赤だ。

　銀色の髪かみを鮮あざやかなピンクのリボンで縛しばり、なんと小こ姓しようの姿をしている。それが恥はずかしかったのだろう。

　まだ胸も平らなパールがそんな格かつ好こうをしたら、少年のように見えてもおかしくない。なのにこの美しい姫は、なぜか変わらず姫らしかった。

　アレンが病やまいで自分を見失っていた間、シーナはアレンの代役を務つとめた。その時のシーナは、男の格好をしているからというだけでなく、実に男らしかった。

　やはり姿形だけで、男のふりができるというものではないらしい。

　シーナは姫とはいえ、かなり心も逞たくましかったのだろう。

「……よくお似に合あいだ」

　アレンは苦く笑しようしながら、一応は褒ほめてみた。

　ドレスでは見えない、ほっそりとした長い足の格好や、抱き締しめたら折れそうな腰の細さがはっきりわかる。

「そ、そんなに見たら、失礼だとは思いませんの？」

「えっ……ああ、失礼だったかな」

　わざとアレンは、空を見上げる。そしてパールを見ないようにして、先に馬に乗った。

「一人で乗るのは、まだ無理だろう。私が一緒に乗るから」

「ひ、一人でもだいじょうぶですわっ」

「本当に？」

「……え、ええっ」

「それじゃあ、どうぞ」

　アレンは馬を下り、パールがどうするのか見守った。ガーネットに手伝ってもらって、どうにかもたもたと馬に乗ったのはいいが、パールの顔は後ろに向いている。

「パール姫、その格好で、手た綱づなを持たないまま馬が走りだしたら、顔から真っ逆さかさまに地面に落ちると思うんだが」

「えーっ、え――――っ、やだ、こっち、尻しつ尾ぽだわ」

　側そばに控ひかえていたミトリが、必死になって笑いを堪こらえているのがわかる。それはパールの侍女たちも同じだった。

　この気き位ぐらいの高い姫は、笑われたら最後、二度と馬に近づかなくなってしまうだろう。そう思ったアレンは、パールから見えないようにして、笑うなとそれとなく示しめした。

　全員がその合図で、無理に歯を食いしばって笑いを堪えた。

　パールが暴あばれたからだろう。足で脇わき腹ばらを蹴けられた馬は、歩けと命じられたと思ったらしい。反対向きで乗ってしまったパールをそのままに、ぽこぽこと進み始めた。

　するとアレンはパールの体を前にずらして、後ろに素す早ばやく飛び乗る。そして手綱を取った。

　二人は向き合うような形で、馬に乗っていた。

「私を見るより、馬の頭を見てもらいたいのだが」

「わっ、わかってますともっ」

　ゆらゆらと揺ゆれた拍ひよう子しに、パールはきゃっと叫さけんで、思わずアレンに抱きついていた。

　ミトリと侍女たちは、咄とつ嗟さに後ろを向く。

　今のは見なかったことにしてあげるのが、パールに対する彼らの優やさしさだった。

「馬を止めるから、そのままじっとしていて」

　手綱を引き、アレンは馬の歩みを止めさせる。

「動かないで」

　アレンはゆっくりと馬から下りた。そして腕うでを差し伸べ、パールの体を抱かかえて下ろそうとしたが、軽くその手は拒こばまれた。

「一度下りて、もう一度乗り直したほうがいい」

「……高くて、怖いわ」

「大丈夫。怯おびえると、馬も気がつく。何ともないと思っていたほうがいい」

　やっと決心したのか、アレンに抱きかかえられて、どうにかパールは馬から下りた。

　この姫は、体に重さというものがないかのようだ。

　アレンが真っ先に思ったことはそれだった。

「馬が悪いわけじゃない。どうか、馬を嫌きらいにならないで欲しい」

「だ、大丈夫ですわ。側で見ると大きいし……獣けもの臭くさいけど」

「いい匂においの馬に乗りたかったら、乗る前に香こう油ゆでも振りかければいいんじゃないかな」

　軽い冗じよう談だんのように言ったが、どうやらこの姫はその手の冗談は嫌いらしかった。いつものように口をへの字に曲げている。

「じゃ、もう一度、今度は前向きに乗って」

「た、高いです。踏み台がないのに、どうやって……」

「鞍くらをしっかり摑つかんで。私が持ち上げてあげるから」

「ま、また……さっきみたいに、わ、私を、抱え上げるんですか？」

「男に抱えられたくらいでうろたえない。ダンスと同じ。さっ、足を鐙あぶみに乗せて……違う、そっちの足からだと、また反対になってしまうだろ」

　左足を鐙に掛かければいいのに、パールは右足を掛けてしまう。だから反対向きに乗ってしまったのだ。

「ドレスじゃないんだから、足を開いても大丈夫。思い切り足を伸のばして、向こう側に足を出すんだ」

「わ、わかってますっ。そんなに早口で、お命じにならなくてもよくってよ」

「……失礼……じゃあ、ゆっくりと……お好きな……ように」

　今度はわざとゆっくり言ったが、それに腹が立ったのか、パールの顔はまたもや真っ赤になっていた。けれど怒いかりがいい意味で勢いを与えてくれたのだろう。気がつけばすっと足が伸びて、見事に馬に跨またがっていた。

「手綱を摑んで……背筋は真まっ直すぐ……足で馬の胴どう体たいを挟はさむように……」

「何ですの……その話し方。普通にお話しになればいいのに」

「だって早口だって、あなたが言うから」

　大人おとなげないとは、まさに今の自分だとアレンは苦笑した。ミトリの前では、大人になろうと口にしたけれど、実際にしていることといったら、シーナ相手に意地悪をしていた子供時代とそんなに大差ない。

　それでもアレンは手綱を引いて、まるで調教係の若者のように、ゆっくりと馬を歩かせ始めていた。

　まず中庭を回ることにした。大人しい馬なので、アレンに引かれるままのんびりと歩いてくれている。これなら初めて馬に乗る人間でも、恐怖感を味わうことはない。

「どう？　高いところから見る眺ながめはいいでしょ」

「え……ええ……」

「馬に乗れれば、遠くの森まで行くこともできる。狩かりは……そうだな。あなたには興味のないことだろうな」

「はい……たとえ陛へい下かのご命令でも、生き物を殺すことはしたくありません」

「それが夕食のご馳ち走そうになっても？」

「はい。だったら一生、土からできたものだけを食べます」

　パールだったら本当にそうするだろう。どんなに飢うえても、自分の手で兎うさぎを狩ることなどしないはずだ。そんなところの潔いさぎよさは好感が持てる。

「少しは慣なれたかな」

「え、ええ。でも、まだ手綱は放さないでください」

「いいですよ。それじゃあ」

　いきなりアレンは、パールの後ろに飛び乗る。パールは驚おどろいて、体を硬かたくしていた。

「しっかり摑まって。振り落とされる心配はないけど、まだ怖いんでしょ」

　馬の腹を蹴り、走れと命じた。馬がすぐに走りだしたと同時に、パールの口から小さな悲ひ鳴めいが上がった。

「これでもゆっくりなほうだ。目を瞑つむったりしないで、しっかり前を見ているといい。世界が違って見えるから」

　風がパールの髪を乱し、ピンクのリボンがアレンの目の前で揺れていた。

　アレンの腕の中にあるパールの体からは、まだ子供だった頃、よく一緒に眠っていたシーナと同じ匂いがした。懐なつかしさを感じて、アレンは心持ち顔をパールに寄せる。

　パールは馬から振り落とされないよう必死で、そんな気け配はいにまるで気がついていない。

「もっと速く走らせることもできるけど、試してみる？」

　つい意地悪く言ってしまうのは、アレンの困った癖くせだ。

「い、いいえ、この速さで十分ですわ」

「上う手まく一人で乗れるようになったら、いい馬を選んであなたに贈おくりますよ」

「う、馬なんていただいても、使い道がありませんわ。ですから、ご辞じ退たいいたします」

「そう……それは残念だな」

　馬に乗って遠とお出ですることは、アレンにとっては楽しみの一つだ。それすら共有できないのかと知って、アレンはひどくがっかりしてしまった。

「それじゃ、戻ろう」

　すぐにアレンは馬の首を、みんなが心配そうに様よう子すを見守っているほうに向けた。

「無理に誘さそって悪かったですね……。せっかく着き替がえてきてくださったのに、あまり楽しまれていないようで残念だな」

「……は、初めてで……」

「そう、だけど何でも初めてというのはあるものでしょ。初めてで嫌な思いをしたりすると、一生好きにはなれない」

　何でこんな意地悪なことばかり言っているのだろう。

　大切な愛馬を戦いくさで失うしない、今、アレンは新しい自分の馬を調教中だ。偶ぐう然ぜんかもしれないが、愛馬が自分の体を犠ぎ牲せいにして、アレンの命を守ってくれたように思っていたから、馬には特別な思い入れがある。

　だからパールも同じように、馬の価値を認めて好きになってくれればいいと思っていたのだ。

　それをあっさりと拒否されて、アレンの気持ちは一気に萎しぼんでしまった。

　その後は無言のまま、踏み台の置かれた場所に馬を戻すと、アレンはさっさと先に下りてしまった。もうパールを下ろすために手を貸すこともしない。

　こんな些さ細さいなことで簡単に傷ついてしまう自分を、アレン自身一番嫌っていたのだが、それを理解してくれる人はあまりいない。

　やはりミトリとシーナだけが、自分を理解してくれるんだとアレンは思ってしまった。
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　馬にも乗れない。ダンスも下へ手ただとなったら、自分はこの国の宮きゆう廷ていで、いい笑い者になるしかないのではないか。そんなことは何があっても嫌いやなのだ。

　生まれて初めて、パールは真剣に悩なやみ始めていた。

　すべてのレディが馬に乗れるわけじゃない。ダンスの苦手なレディだっているとガーネットは慰なぐさめてくれるが、何の慰めにもならなかった。

　もしこのまま婚こん姻いんまでいってしまったら、シーナが義理の妹になる。

　今はゴシュラムの正せい妃ひとなったシーナは、乗馬だけでなく、剣や弓矢の腕まで優すぐれているという。そんな女性と比較されるのかと思うと、パールはたまらなく哀かなしくなってしまうのだ。

　しかも昨日きのうのアレンの態度、あれはいったい何だったのだろう。

　優やさしくなったかと思うと、急に冷たくなる。

　せっかく乗馬に誘さそってくれたのに、パールがあまりにも下手だったから、呆あきれてしまったのだろうか。

「馬が嫌きらいだなんて、一言も言ってないのに……」

　ハートの形に縫ぬわれた真っ赤なクッションを胸に抱き締しめて、パールはベッドの中でため息をついてばかりいる。起きなければいけない時間だというのは、部屋に射さし込む光の加か減げんでわかるのだが、とても起き出す気分になれない。

「姫様、もうお目め覚ざめになられませんと」

　ガーネットが心配そうに様よう子すを見に来たが、パールは頭から毛布を被かぶってしまった。

「今日は気分が優れませんと、陛へい下かにお伝えして」

「本当にご気分が優れないのですか？」

　ガーネットは疑っている。

「ええ……体中が痛むの。慣なれない乗馬なんてやったせいよ。今日はお一人でお食事なさってくださいと伝えなさい」

　何が何でも、ベッドから出たくない。アレンの顔なんて、絶対に見たくなかった。昨夜ゆうべは幸運なことに、他国の大使が訪おとずれたので食事を一緒にしなくてよかったのだ。できることなら今日一日、アレンと顔を合わせたくなかった。

　いっそこのままずっとベッドから出なかったら、病気ということで国に帰れるだろうか。そうしたいと思う反面、そうなると今度は別の姫がアレンの婚こん約やく者しやになるのかと思うと、それもまた面おも白しろくなかった。

　それに国に帰ったところで、どうせ貴族の誰だれかと婚姻させられるのだ。その相手がアレンよりも、自分に相応ふさわしいとは思えない。王女ということで大切にはされるかもしれないが、この国で王妃として愛されるよりそのほうがいいのかと訊きかれたら、パールは答えに詰つまってしまう。

　自分で自分の気持ちがわからなくなっていた。来たばかりの頃は、すぐにでも帰りたかったけれど、ハッシュウィルの王宮がそんなに素す晴ばらしかったかといえば、そうでもないように思えてくるから不ふ思し議ぎだ。

　鬱うつ々うつとベッドの中で過ごしていると、本当に病気のような気がしてくる。ところがそのまま寝ているわけにはいかなくなってしまった。

「女によ官かん長ちよう様……」

　侍じ女じよの一人が、部屋の入り口でそわそわしている。ガーネットはパールを起こすのを諦あきらめて、一度部屋の外に出たが、慌あわてて戻ってきた。

「ひ、姫様……大変です。ゴシュラムのシーナ妃がお見舞いにおいでになりました。駄だ々だをこねている場合ではありません。さっ、起きてくださいましっ」

「えっ？」

　ガーネットはかなり焦あせりながら、パールをベッドから引きずり出し、ガウンを着せると髪かみを綺き麗れいに梳すく。そして頰ほおに軽く紅べにを刷はき、何とか見られるようにしてくれた。

「なぜ、シーナ妃が来ているの？」

「陛下が、祝しゆく宴えんに招かれたのだと思います。こんな早いご到着だとは思わず、何の準備もしておりませんのに」

「嫌だわ。一番会いたくない人なのに……」

　シーナだって、会いたいとは思っていないはずだ。何しろパールは、シーナにとっては宿しゆく敵てきハイルの妹なのだから。

　どうしてここにいると、次々と嫌なことばかりあるのだろう。パールは泣きたいのを堪こらえて、椅い子すに座すわってシーナが来るのを待っていた。

　相手はゴシュラムの正妃だ。きっとお付きを大勢従え、偉えらそうな態度で来るのだろうと構えていたら、案内されて入ってきたのはたった二人だけだった。

　女性の騎き士し一人を連れて、シーナはまるで昔からの友人の元を訪れるように、ふらっとやってきたのだ。

「ようこそ……ゴシュラム妃……シーナ様……」

　シーナは瞳ひとみの色に合わせたのか、緑色のドレスを着ている。美しい金の髪には、それがゴシュラムの今の流行なのか、まるで本物のように見える、布で作られた大きな花の髪飾かざりをつけていた。

　こんなことなら、無理をしてでもドレスを着ておけばよかったと思いながら、パールは立ち上がるとガウンの裾すそを摘つまんで挨あい拶さつする。

「こんにちは。まっ、本当にお名前のとおりに、綺麗なかたね。ウラルは田舎いなかだから退たい屈くつでしょう？」

　にこやかに笑いかけると、シーナはすぐにパールに座るように促うながした。

「アレンに苛いじめられているのでしょう？　昔からアレンは素す直なおじゃないのよ。女性は何にもできないことにしておきたい、頭の固かたいところがあるの」

　いきなり親しげに話し掛かけられて、パールは目をくるんとさせる。

　年上で自分より身分が上の女性となると、数えるほどしか知らない。しかもこんなに年が近いというのは初めてで、どう接したらいいのかもパールにはわからなかった。

「いきなり馬に乗らせたんですって？　初めてでは怖こわかったでしょう？」

「いえ……怖かったのではありませんの。どんなことでも、最初は上う手まくできないものですわ」

　アレンに抱きついてしまったことを思い出し、パールは顔を真っ赤にさせながら言った。

　その後、アレンが急に不ふ機き嫌げんになってしまったことを思い出すと、胸が少し苦しかった。

「そうね。元気になったら、私と馬に乗りましょう。女性同士のほうが、変に気を遣つかわなくてもいいから、きっと楽しめるでしょ」

「お気き遣づかいなく……すぐにゴシュラムに戻られるのでしょうから」

　乗馬ができないことを笑いに来たのかしらと、パールは悔くやしくて下唇くちびるを嚙かんだ。

　そうよ、あなたは何でもできるんだわ。初めて会った人とも、こうして自然に話せるし、馬にも乗れるしダンスも上手いと言いたいのと、一人でぐるぐる考えてしまう。

　その暗い様子を見てか、シーナの言葉はとても優しかった。

「本当はハッシュウィルに戻りたいのでしょうね。好きでもない殿との方がたのところに、無理やり連れて来られてお気きの毒どくだわ。もしかしたらパール姫、ハッシュウィルに気になる殿方がいらしたんじゃないかしら」

　余計なお世話だわと思いながら、パールはぶすっとした口く調ちようで言った。

「ハッシュウィルにいる間は、間近で殿方を見たこともありませんでしたから、そのようなことはありません」

「まぁっ、それじゃ、アレンのいいところも、悪いところも、誰とも比較できないじゃない」

「……」

　アレンも変だと思うが、この双ふた子ごの妹はもっと変だ。アレンが他の男と比べてどうかなんて、知る必要があるのだろうか。

　相手が好きか嫌いかなんて関係ない。これは和平のために結ばれた婚姻で、パールには選ぶ権利なんて最初からなかったのだから。

「陛下は……とても優れた王だと、ご尊そん敬けい申し上げております」

　自分でも感情の伴ともなわない言い方だと思ったが、とりあえずは形どおりのことを言ってみた。

　けれどそんな言い方をしたら、シーナにはすぐにパールの思っていることなんて読まれてしまうだろう。

「ねっ、本当に尊敬できるか、こっそりとアレンの様子を見に行きましょ。今日は騎士団相手に、武術の訓練をしているから」

「えっ……そんな」

「目め立だたないように、侍じ従じゆうの格かつ好こうをしていきましょうよ」

　わくわくした感じで、楽しそうに言うシーナの言葉に、後ろに控ひかえていた赤髪の女騎士が、ゴホンと咳せき払ばらいをした。
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「ジョージア。止めても無む駄だよ。アレンはずるいわ。自分の得意なところばかりパール姫に見せて、偉そうにしてるんでしょ。ありのままのアレンの姿を見てもらうべきよ」

　もしここに誰もいなかったら、わぁっ、それ面白そうと、思わず言ってしまったかもしれない。アレンがパールに見せたくないと思っている、格好悪いところを見られるものなら見てみたい。

　どうやらシーナといると、おかしなことも普通にやってしまいそうで怖くなってくる。傍はたで聞いているガーネットも、はらはらしている様子だ。

「歩けないほどのご病気なら、無理にはお誘いしないけど？」

　にこっと笑って言われたが、シーナにはパールが病気でないことなどとうに見抜かれていたようだ。

「あの……陛下のおかしなところを見て、私が尊敬できなくなっても、構わないと思ってらっしゃるんですか？」

「ええ。尊敬できないところが多少あっても、その人のことを好きでいられたら、それが一番だと私は思うの。あなたには、本当のアレンを好きになってもらいたいから」

　兄たちの普段の姿でさえ、間近で見たことがないのだ。そもそも殿方とは、普段は政せい務む以外に何をやっているのだろう。

　パールが知っている殿方の姿といったら、会食の席で遠えん慮りよなくワインを飲み、がつがつと食べ、政治の話ばかりしている姿だ。それともなければ、変に気き取どってダンスを踊おどっているか、父に媚こびてへこへこと頭を下げているかだった。

　パールは湧わき上がる好奇心を知られないように、意味もなく長い睫まつげをパシパシと震ふるわせて、瞬まばたきを繰くり返していた。

　自分の知らないところで、アレンはどんな顔をして、何をやっているのだろう。それが知りたくてたまらなくなっていた。

「では、侍従の服を用意して、ジョージア」

「……シーナ様。アレン様に怒おこられるお覚かく悟ごはおありですか？」

　シーナに従っている騎士は、美しい眉まゆを吊つり上げて、静かだが妙みように迫はく力りよくのある声で言った。

「えーえ、あるわよっ。ついでにあの意地悪アレンに、こっちも言いたいことが山ほどあるわ。年下のこんな可か愛わいい女の子を苛めるなんて、男として最低よ」

　シーナは、パールの代わりに怒っている。なぜシーナが怒っているのだろう。人は誰でも、自分の思うようにことが進まないから、怒りだすのではないのか。

　パールにはやはりシーナは、理解できない相手だった。

「そこにいらっしゃる侍女のかた。姫君にドレスを貸してくださらない？」

　にこっと笑顔で言われた侍女たちは、困ったようにガーネットを見つめる。ガーネットはしばらく天てん井じようを見上げていたが、ついに意を決して頷うなずき、一番瘦やせている侍女を指さしていた。
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　侍じ従じゆうの姿になったシーナと、侍じ女じよの姿になったパールは、こそこそと城内の廊ろう下かを歩いて、裏庭に向かう。そこではいつものように、騎き士し団だんの武術訓練が行われているということだった。

「パール姫は、殿との方がたが素す敵てきに思えるのは、どんな時？」

　パールと手を繫つないで歩きながら、シーナは自然な感じで訊きいてくる。

　背はアレンよりも低いが、顔はとてもよく似ているので、侍従の格かつ好こうをしているシーナと歩いていると、何だかアレンといるようだ。そのせいでパールは、余計にドキドキしていた。

「殿方を見たことがあまりないので、わかりません」

　返事はまたもや怒おこったような口く調ちようになってしまった。普通のレディだったら、パールがこんな態度でいると、機き嫌げんを損そこねたのかと思って、すぐに逃げ腰になる。けれどシーナは、ちっとも変わる様よう子すがなく、あくまでも最初の印象のままだった。

「本気で戦っている殿方は素敵よ。ゴシュラムでは、毎年大がかりな武術大会が催もよおされるの。私は……そこで陛へい下かと初めて会って、もしかしたらあの時に、陛下に恋したのかもしれないわ」

　自分で言ってから恥はずかしくなったのか、シーナは頰ほおを染そめる。

　そんな経験のないパールには、返事のしようもなかった。

　裏庭が近くなると、カンカンと剣がぶつかり合う音が聞こえてきた。野の太ぶとい掛かけ声も聞こえてくる。パールは戦う男の姿なんてほとんど見たことがなかったから、思わず足がすくんで動けなくなってしまった。

「どうしたの？」

「こ、こんなものを見るのは、初めてですから怖こわい気がします」

「そうね。初めて見るのなら、怖いと思うかもしれない。だけど、いつ何が起こるかわからないでしょ。ウラルのような小国では……」

　そこでシーナははっとしたようだ。パールが宿しゆく敵てきハイルの妹だと、今さらのように思い出したのだろう。

「ごめんなさい。あなたを責せめるつもりはないの。もう何もかも終わったことよ。あなたは兄上を亡なくされたのだし……それよりアレンを見て。頑がん張ばってるじゃないの」

　アレンは薄うすいシャツ一枚の上に、革かわの防ぼう具ぐを着けて、剣の稽けい古こをしていた。次々と相手は代わるが、疲れた様子もなく動き続ける。

「あっ」

　一人の突つきが、アレンの脇わき腹ばらを掠かすめたと同時に、パールの口から小さな悲ひ鳴めいが上がった。

「あ、あんなことして、怪け我がをしないのですか？」

「練習用の剣は、切れないようにしてあるから大丈夫なのよ。だけど重さは同じだから、体に当たると痛いわ」

　どうやらシーナは、見ているうちに自分も参加したくてうずうずしてきたらしい。けれどパールがいることで、思い止とどまっているようだ。

「あら、今度は相手がミトリよ。練習になると、ミトリは信じられないほど強いの。優やさしいところがあるから、人と戦うのに迷いが出るのね、実戦ではあれほど強くはないのよ」

　いつも控ひかえめにアレンの背後に控えているミトリだったが、どうやら練習の時は手て加か減げんするということはないらしい。アレンもかなり苦戦している。

　素す早ばやく動くアレンの髪かみが、陽ひを受けてきらきらと輝かがやいていた。上う手まくミトリの剣をかわせると、にやっと笑う。そんな表情は、これまでパールが一度も見たことのないものだった。

　自然と頰が赤くなる。いつも食事の時は、怒ったような顔しか見たことがない。

　どうしてこんなふうに、笑っていてくれないのだろう。

　やはり自分が気に入らないのかと、パールは落ち込んだ。

「アレン様、少し休きゆう憩けいされたらいかがです？　続けてはお辛つらいでしょう？」

　一本決めたミトリは、アレンの疲れた様子を気き遣づかって言った。

「そうだな。みんな、相手をしてくれてありがとう」

　アレンの側そばに小こ姓しようの少年が駆かけ寄り、蜂はち蜜みつの入ったレモン水を渡している。するとアレンはにこやかに笑って、その少年の肩を叩たたいていた。

　私以外の人には優しいんだわと、パールはますます落ち込む。

　父王のアタカンに愛されてきたパールだが、まだそれが本当の愛情だったかどうかまではわかっていない。たんにアタカンの気まぐれで可か愛わいがられていたことには、まだ気付いていなかった。

　だから愛されるということは、何でも自分の言うことをきいてくれ、ちやほやされることだと思っていたのだ。

　アレンは決してパールだけをちやほやしてくれない。むしろ冷たいくらいだ。時折見せる優しさは、誰だれに対しても見せる優しさと同じで、特別なものではないように思えた。

　私はあの小姓よりも好かれていないんだ、そう思えてきて、パールの顔はみるみる暗くなっていく。

　おまえは世界一美しい娘だと、アタカンはよくパールのことを褒ほめそやしたが、そんな美しさなんてここでは何の意味もないと思えた。それより大切なのは、アレンと同じことを楽しめる能力なのだろう。

　だがパールには、アレンと一緒にできることなんて何一つなかった。

　その時、ふと顔を上げたアレンが、二人が隠れて見ていたことに気がついてしまった。

「シーナ、それにパール姫、そんなところで何をしてるんだ」

「あら……見つかっちゃった」

　シーナはくすっと笑うと、パールの手を取って、裏庭に下りていった。

「アレンがどれだけ腕うでを上げたか、見たかっただけよ」

「だったらジョージアと来ればいい。パール姫は、体の調子が悪いんだぞ」

　さっきまであんなに笑顔だったのに、アレンはまたもや怒っている。

「そう？　お元気そうだったけど」

「昨日きのう、無理に乗馬に誘さそったから、お疲れなんだ。シーナ、自分の都合で人を引っ張り回すんじゃない」

「せっかく着き替がえてきたのに。今から城内を、この格好でこっそり探検しようとも思ってたのよ。楽しそうでしょ」

　すぐにアレンは近づいてきて、パールの手をいきなりシーナから奪うばった。

「いいですか、パール姫。この妹は、少し変わってるんだ。無理して付き合うことはない。顔が赤いじゃないか。熱が出てきたのかもしれない」

　そのままアレンは、パールの手を引いて城内に戻ろうとした。

「アレン、パール姫を怒らないで。悪いのは、この私なんだから」

「当然だ。シーナ、もうお后きさきになったんだろ。少しは落ち着いたらどうだ」

　怒られたというのに、シーナは笑っている。そしてパールにだけわかるように、こっそりと目め配くばせした。

　そのままアレンは、パールの手を引いてどんどん歩きだしてしまう。パールはただ従うしかなかった。

「部屋に戻りなさい。あなたにこんな侍女の格好なんてさせて、驚おどろいただろう？　悪気はないんだ。許してやって欲しい」

「わ、私は、怒ってなどいませんわ」

「それはよかった」

「一人で戻れます。皆みな様さまのところに、お戻りになって結構です」

　みんながアレンを待っている。自分といるよりも、みんなといるほうがアレンはずっと楽しいのだ。そう思ったパールは、あえて冷たく言った。

「一人で？　まだこの城のこともよくわかっていないあなたを、一人でなんて行かせられない」

「だったら、どなたか侍従を」

「私では嫌いやなのか？」

　アレンは立ち止まり、パールの手をいきなり離してしまった。

　途と端たんに何だか悲しくなってきた。

　手を繫いでいると、やはりどんなに顔は似ていても、アレンとシーナでは全然違うとよくわかる。アレンの手は大きく、硬かたくて力強い。その体はがっしりしていて、逞たくましかった。

　側にいるだけで、何だか安心できるのだ。

　顔を見るのも嫌だと思っていたのに、こうしていると、今度は逆に離れていたくなくなってくる。

　今のパールは、自分でも自分の気持ちがわからない。頭の中で、馬が勝手に走り回っているような感じだった。

「私が嫌なら、女によ官かん長ちようを呼びに行かせようか？　どうせシーナは、私がいないのをいいことに、ミトリ相手に剣の稽古を始めただろうし」

　アレンは困った顔をしている。そこでパールは、思わず自分から進んでアレンの手を握にぎってしまった。

「陛下とまいります」

「……」

　最初から素す直なおにそう言えばいいのにと思ったが、アレンは決して口にはしない。

　そんなことをしたら、またもやぷっと頰を膨ふくらませて怒りだすと、この気き難むずかしいパールの扱い方法を、どうやらアレンは摑つかんだようだ。

　けれどアレンは、パールがこうして並んで歩いているだけで、実はとてもドキドキしていることまでは気がつかない。

　女性の心を読めるほど、アレンも大人おとなにはなっていなかったからだ。
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　裏庭に戻ったアレンは、思ったとおりそこでミトリ相手に剣を振るっているシーナの姿を目にした。

「シーナ、腕うでを下げたな」

　嘲あざ笑わらうようにアレンが言うと、シーナはミトリにアレンと代わってくれと頼んでいた。

「しょうがないわ。何しろ、王おう妃ひになったらいろいろとすることがありすぎて」

「しなくてもいいことまで、首を突つっ込んでるんだろ」

　アレンも再び剣を手にして、シーナの前に立った。

　こうしてシーナと剣を交えるのは、実に久しぶりだ。あの戦いが始まる直前が最後だったかもしれない。

　僅わずかの間だと思ったのに、シーナとアレンの背はもうかなり違っている。シーナの体は全体的に柔やわらかで、女性らしい特とく徴ちようを多く持つようになっていた。

「無理をしないほうがいいぞ」

「無理などするものですか。いい、アレン兄様、体力的に女性が劣おとっているからって、それだけでバカにするのはいけないことよ」

「バカにしたことなどないさ」

「あるでしょ。パール姫が馬に乗れなかっただけで、ずいぶんと冷たい態度に出たそうね」

「何でそんなことまで知ってる」

　思わずアレンはミトリを睨にらみつける。けれどミトリは、すでに若い騎き士し相手に剣の稽けい古こを再開していた。

「別に馬に乗れないからって、バカにしたわけじゃない。乗馬なんて嫌きらいなようだから、さっさとやめただけだ」

「内庭をぐるぐる回っただけで、乗馬の楽しさの何がわかるの？」

　シーナは剣を構える。すぐにアレンも構え、間も開けずに二人の剣は激しくぶつかり合っていた。

「あの人がハイルの妹だからって、変に意識しすぎよ」

「そんなこと考えてない」

「いいえ、思ってるわ。だから自然と意い地じ悪わるになるんでしょ」

「シーナ、ミトリに余計なことを吹き込まれたな」

「ミトリはあったままのことを話してくれただけよ」

　剣を激しく交えながら、二人は口でも激しくやり合っていた。昔からそうだった。シーナだけはアレンを特別扱いしない。言いたいことを言ってくる。

「ミトリは、パール姫の女によ官かん長ちようがお気に入りだから、彼女らには何でも甘あまいのさ」

「ああら、アレンも嫉しつ妬となんてするのね。アレンにとって一番大事だったミトリの心を、その人に奪うばわれて悔くやしいの？　だけどそれとパール姫は別でしょ。彼女の立場を理解してあげなきゃいけないのに」

「そんなことは……シーナに言われなくてもわかってる。それに嫉妬なんて、するもんかっ」

　シーナの腕は明らかに落ちている。けれどそう思えるのは、アレンのほうが成長し、強くなったせいなのだ。

　幼おさない頃は、よく衣い装しようを取り替えて侍じ従じゆうたちをからかって遊んだ。けれどミトリの母である乳う母ばのカンナと、両親の目だけはどうしてもごまかせなかった。

　今ではもう、どんなに似ていると言われても二人を見間違える人はいないだろう。

　ほんの数カ月の間に、二人は急に大人おとなになってしまったからだ。

「アレンが心の病やまいに罹かかっていた時、みんながどれだけ優やさしく守っていてくれたか、覚えてないでしょう」

「あの時のことは、何も覚えてない……。ずっと闇やみの中に閉じ込められていたんだ」

「その闇を作ってるのは、アレン自身の心よ。今度のは薄うすい闇だけど、また同じことをして、自分の心を隠してるわ」

　腹が立ったせいか、つい勢いよく剣を薙なぎ払ってしまった。その衝しよう撃げきで、ついにシーナの手から剣が落ちていた。

「すまない。加か減げんしなかった」

「いいのよ。手加減なんてされたら、それこそ侮ぶ辱じよくだわ。だけど私も、負けっぱなしはいや。次は弓で勝負しましょう」

「まいったな。弓だと負ける」

　弓に関しては、アレンも自信がない。シーナの集中力は特別で、弓ではその真価を発揮した。

「アレン、本当はあなた、パール姫のことを好きになるのが怖こわいんでしょ」

「なっ……何だ？　女というものは、すぐにそんなおかしな発想をする。だから面めん倒どうくさくて嫌いやいなんだ」

「私やミトリといるだけなら、あなたは何も傷つかないで済すむものね」

　弓の練習場に向かって歩きながらも、シーナはまだ攻撃の手を弛ゆるめない。いったい何をそんなにムキになっているのか、アレンにも謎なぞだった。

「おかしいぞ、シーナ。ゴート王と喧けん嘩かでもしたのか？」

「いいえ。強情なところはよく似てるけど、あのかたはアレンと違って、根っから明るいの。すぐにぐじぐじ悩なやんだりしないから、喧嘩したって一瞬で終わるわ」

「おい……それじゃ私が、暗い嫌な男みたいじゃないかっ」

「素す直なおじゃないんだもの」

　シーナは自分が昔よく使っていた弓を見つけ、思わず笑顔になる。それを手にして、弦つるの様よう子すを確かめていた。

「弓のここの傷……癇かん癪しやく起こして、アレンを殴なぐった時に作ったものね。懐なつかしいわ」

「シーナは……素直すぎる。自分の感情を隠さない。それが……羨うらやましかった」

　アレンは自分用の弓を取り、同じように弦を確かめながら呟つぶやいた。

「お父様のようになりたかったのは、よくわかるわ。だけど……まだまだよね。だって、ほんの少し前まで子供だったんだもの」

「ミトリと同じようなことを言うんだな。私に大人になれと言いたいんだろ」

「いいえ、急に大人のふりをしようとしたって、アレンには無理よ」

　矢や立たてから矢を抜くと、シーナは早さつ速そく構えて矢を番つがえる。そしてたいして狙ねらいもしないのに、いきなり的の真ん中を射い貫ぬいていた。

「アレンには、本当の大人になる前に、やり残したことがあるでしょ」

「何だ、そのやり残したことって」

　続けてアレンも矢を番え、一気に的を狙って放ったが、悔くやしいことに中心を少し外はずれていた。

「本気で誰だれかを好きになること……。あなたはしてないわ」

「……だから？」

「好きになったからって、何もかも上う手まくいくとは限らないのよ。だって私たちはウラル神みたいに、相手の心の何もかもが読めるわけじゃないもの」

　シーナは次々と中心に命中させていく。もしかしたら剣の稽古は控ひかえて、ひたすら弓の練習に明け暮れているのかもしれない。弓だったらドレス姿でもできるので、ゴート王に隠れてこっそりとやるのにもいいのだろう。

「腕を上げたな……」

「ええ、下がったり、上がったりね。剣はもう……アレンやミトリには勝てないわ」

「私は……やり残したのかな……」

「ええ、そうよ。あなたがレディに、手紙一つ送ったことないのは知ってる。いつもミトリや若い騎士たちとふざけてばかり……レディたちがじっと見つめていても、知らんぷり。恋なんて自分には無用のものだと思ってたんでしょ」

　アレンは途中で弓を射るのをやめて、シーナの手元ばかり見ていた。あまりに的の中心ばかり射貫くので、小こ姓しようが慌あわてて刺ささった矢を抜きに走っていく。

「私……本当は、ゴート様の婚こん約やく者しやだったレディ・サナとあなたが結ばれるべきだと思っていたの」

　レディ・サナのことはよく覚えている。知的で優しい女性だった。なのにアレンは、彼女を尊そん敬けいはできても特別な感情は抱いだけないまま別れてしまったのだ。

「でも違うのよ。彼女のようによくできた女性相手だったら、あなたは一度も恋の試練を経験することなく、ただ婚こん姻いんしてしまうんだわ」

「試練が必要なのか？」

「そうよ。困こん難なん、試練、苦労、何でもいいわ。ともかく苦しまないと、本当の恋なんてできないと思うの」

「そりゃシーナは、いろいろと苦しかっただろうが、みんながみんなそんな恋をしているわけじゃない」

　そこでシーナは大きく首を振ったが、小姓はそれをもう抜かなくていいと勘かん違ちがいしたのか、慌てて抜いた矢を手にして戻ってきた。

「あなたはするべきなのよ。恥はずかしいくらい、一いつ生しよう懸けん命めいするべきなの。政せい務むに対するのと同じくらい真剣に」

「私は……王だぞ」

「王だから、それが何？　その前に人間で、ただの若い男でしょ」

　アレンはそこでふーんと大きく息を吐はき出し、また続けて矢を射始めた。

　婚姻した途と端たん、妹は何だか姉のようになってしまった。だが婚姻だけがシーナを変えたのではない。

　やはりウラル神とずっといたことで、シーナは変わってしまったのだ。

「まるでウラル神といるみたいだ……」

「あらっ、アレン。それは最高の褒ほめ言葉よ。嬉うれしいっ！」

　二人の手は、そこで同時に止まった。そしてどちらからともなく、二人は空を見上げる。

「ウラルって、神様なのに何だか人間より人間らしかったわよね」

「……そうだな……。シーナが羨ましい。ずっとウラル神といられたんだから」

「だけどいなくなってから、うんと哀かなしい思いをしたのも私よ……。きっとウラルがいたら、アレンに向かってこう言うわ。つまんない意地を張るのはやめたらどうだ？　彼女を可か愛わいいと思ってるんだろ。人間はな、正直になるのが一番なんだよ」

「よしてくれ。そっくりだ」

　本当にウラルだったらそう言うだろうか。

　言うような気がした。

　だからアレンは、シーナにではなくウラルに言うつもりで、本心を打ち明けた。

「馬を贈おくるって言ったのに、いらないと言われて傷ついたんだ。どうしてだと思う？」

「簡単よ。自分が捧ささげた愛情を、拒きよ絶ぜつされたと思ったんだわ。アレンもこれで一つは恋のために苦しんだのね」

「そんなのじゃない。彼女にも同じように、楽しんで欲しかったんだ」

「素直じゃないんだから……。だったらもっと努力して、彼女を馬に乗せ続けるのよ。諦あきらめるのが早すぎるわ。その代わりにアレンも、どんなに退たい屈くつでも我が慢まんして、演奏会を催もよおしたり、役者を招いてお芝しば居いを観たりして、彼女の好きそうなことに付き合うの。わかる？」

　それはあまりわかりたくないことだった。じっと座すわって人々がしていることをただ見ているというのは、若いアレンにとっては退屈きわまりないことだったからだ。

「これから大人になっていくと、いろんなことがわかってくるわ。そうしたら一番苦しむのは彼女よ。だって私たちは……亡くなったお父様やお母様を誇ほこりを持って語れる。だけど……彼女は、この国の人の前で自分の父親のことも、兄のことも語れない」

「それは……パール姫の責任じゃない」

「そうよ。だからアレンが、彼女をこの国の人にしてあげる努力をしなくっちゃ。もう過去は忘れさせて、ウラルで幸せになっていけば彼女だってもっと変わるわ」

　シーナが急に大人びてしまったようで、アレンとしては何だか面おも白しろくない。だが今のシーナに対して、言い返せる言葉は何もなかった。

「レディの扱いは昔から下へ手たよね」

　くすっと笑いながら、シーナは言った。

「しょうがないだろ。レディを追いかけ回すより、もっとしたいことが山ほどあったんだから」

　父の跡あとを継ついで立派な王になるには、学ぶべきことはたくさんあった。だが学んでいる間にも、恋をしている若者はいる。

　やはりアレンはどこか遅れていたようだ。

「シーナ様、もう気は済まれましたか」

　声がして振り向くと、レディ騎き士しことジョージアが、むすっとした顔をして立っていた。

「パール様がお戻りになったというのに、いつまでもお戻りにならないと思ったら……」

「パール姫の様子はどう？　お疲れのようかしら？」

「アレン様の稽古の様子を、楽しそうに女官長に報告されていましたが」

　どう、連れてきて正解でしょというように、シーナはアレンを見る。

「ジョージア、矢は十二本よ」

　そしてシーナは、弓矢をジョージアに渡してしまった。受け取ったジョージアは、たいして構える様子もなく、いきなり矢を番えて次々と射たが、的の円の中にきちんと十二本見事に等間隔で当たっていた。

「……ゴシュラムでは、レディが弓の腕を磨みがくのが流行らしいな。パール姫にも教えたらどうだ？」

　これは完全に負けている。思わず嫌いやみのように言ったアレンだが、明日あしたから自分が死にものぐるいで弓の稽古をするようになると確信していた。
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　シーナは再びパールの部屋を訪おとずれた。自分が子供の時に使っていたという、室内でも遊べる小さな弓矢一揃そろえを、パールに持ってきてくれたのだ。

　それを使って早さつ速そく侍じ女じよたちを交え、小さな的当てゲームが始まる。するとパールは頰ほおを赤くしながら、夢中になって遊び始めた。

　その様よう子すを微ほほ笑えみながら見守っているガーネットは、三年前初めてパールと正式に引き合わされた日のことを思い出していた。

　

　

　雪の降る寒い日だった。ハッシュウィルでは城の周囲を取り囲むようにして、貴族の邸てい宅たくが建てられている。ガーネットは朝だというのに、蠟ろう燭そくに火を灯ともさないといけないくらい暗い室内で、侍女に手伝わせて着き替がえを急いでいた。

　急に城から呼び出しがあって、父の国務大臣と共に来るように命じられたのだ。

「ガーネット、支し度たくは済すんだか？」

　階下から急せかすような父の声がする。

「はい、お父様」

　裏に狐きつねの毛皮を縫ぬいつけた重たいマントを羽は織おり、手には手袋をする。それでも馬車に乗ったら、寒さを強く感じるだろう。

　春が待ち遠しい。暖かい季節が短いからか、春になると競うように花が咲さき乱れる。一年中、重たい雲が空を覆おおっているようなこの国でも、春から夏にかけては青空の見える日が多かった。

　ガーネットは十六歳になっていた。この国では、もう婚こん姻いんしていてもおかしくない歳としだ。だがまだ正式な申し込みは、どこからも出てこない。

　それには理由がある。

　ガーネットがハイル王子の婚姻相手に相応ふさわしいと、宮きゆう廷てい内で思われ始めたからだ。

　ハイルにはいろいろと悪い噂うわさがある。兄の王子を殺したのではないかとか、女には興味がなくて、美しい小こ姓しようばかり集めているとかだ。

　しかも性格は冷れい酷こくで、ハイルの逆げき鱗りんに触ふれて、無事に生き延のびた者はいないとまで言われている。常に無敗軍団の兵士に守られ、自みずから剣を取ればかなりの腕うでだったから、人を殺すことなど何とも思っていないのは明らかだった。

　そんなハイルに、自分の娘を嫁とつがせたい貴族などいない。出世したいと願う下級貴族の中には、それでも着飾かざらせた娘をそれとなくハイルの前に立たせたりする者もいるようだが、ハイルはまったく相手にしていなかった。

　そうなると国務大臣の娘で、ハイルと婚姻してもおかしくない年頃のガーネットが、一番の候補とみなされる。父の国務大臣は、ハッシュウィル王アタカンの暴政に手を焼きながらも、反対意見など言えない小心者だったから、望まれれば断れないだろう。

　城から呼ばれた瞬間、ガーネットはこの世で一番恐おそろしい宣せん告こくが、ついに告つげられるのかと覚かく悟ごした。

　馬車に乗り込むと、すでに父は先に乗り込んでいた。

「ガーネット……今回の呼び出しは……その」

「お父様、私ならもう覚悟はできております」

「う、うむ。その、あれだ。ハイル王子は、女には興味がないようだ。後宮の女たちに、嫉しつ妬として苦しむようなことはないだろうから、それだけが救いだと思えばいい」

　もしハイルが本当に婚姻を望んでいるとしたら、跡あと継つぎを産ませるためだけだろう。

　素す敵てきな恋をして、幸せな婚姻をする。そして温あたたかい家庭に恵めぐまれるという、ガーネットにも夢はあったのだ。けれどハイル相手では、そのどれ一つも満たされないのはわかりきっていた。

「すまない……私は、自分の命だけじゃない。おまえたちみんなの命が惜おしい。だから陛へい下かや殿でん下かの命令となったら、どんなことでも受け入れるしかできないのだ」

　ガーネットの手を握にぎり、父は涙なみだを浮かべて訴うつたえてくる。まるで処刑場に向かうかのように沈しずんだ気持ちで、二人は城に向かった。

　思ったとおり城に着いて案内されたのは、ハイルの居室だった。父は青ざめた顔で、ハイルの前に跪ひざまずく。

「ハイル殿下、我が娘……ガーネットでございます」

　マントこそ豪ごう華かなものを纏まとっていたが、下に着ているのは地じ味みな濃紺のドレスだった。アタカンが好色であることを知っている父は、その目に留とまることを恐おそれて、ガーネットが本来とても美しい娘であるのに、わざといつも地味な格かつ好こうをさせていたのだ。

　父の後ろに控ひかえめな様子で立っていたガーネットは、ドレスを持ち上げて正式な挨あい拶さつをした。

「美しい娘だな、国務大臣」

　ハイルは寛くつろいだ姿で椅い子すに座すわり、まだ十二、三の小姓たちに囲まれていた。小姓たちはハイルが軽く顎あごを上げただけで、急いで二人のための椅子を用意し、寒さを和やわらげる温めたワインに蜂はち蜜みつを入れたものを運んできた。

「ただ美しいだけではなく、聡そう明めいだと聞いた。違うのか？」

「は……はい。家庭教師の博士はかせたちからは、そのような褒ほめ言葉をいただいております」

「そうか、では今よりその娘を、私に差し出すように」

「……差し出すと申されますと……」

「安心しろ。まず、先によい条件を出そう。あまり美しくはないが、我が妹のベリーと国務大臣の長男、財務局に勤つとめるガナルとの婚姻を許す」

「はっ？」

　思わぬ言葉を聞いて、父はうろたえている。それはガーネットも同じだった。確かに三つ年上の兄は、今年王宮内勤務を始めたが、いきなり王族と婚姻できるような男ではない。

「そ、それは陛下のご意志でしょうか」

「ああ、陛下は娘になんて執しゆう着ちやくはない。私が報ほう奨しようとして、国務大臣のところに嫁とつがせたと言っても、何の問題もない」

　まずガーネットとハイルの婚姻の話からではないのかと、親子はこっそり顔を見合わせた。

「いずれ息むす子こも大臣の地位に就つけたいのだろう？　だったらいい話だと思うが。ベリーは性格は穏おだやかだ。贅ぜい沢たく好きでもない」

「あ、ありがたいお話です……。感謝してお受けいたします。で、ガーネットは？」

「……三女のパールの養育係になってくれ」

「パール姫様の……養育係ですか」

　父の顔に安あん堵どの表情が浮かんだのを、ガーネットは見み逃のがさなかった。まだ幼おさない姫君の養育係となると、自身の婚姻は遠くのかもしれないが、ハイルに嫁がせるより余よ程ほどましだと思ったのだろう。

「パールはもう十一だ。そろそろ個室を与えるべきだと……王は思っている」

　そこでハイルは妙みような顔をした。うんざりといった表情を浮かべたのだ。

「おまえたち、下がっていろ」

　そこでハイルは、小姓たちを下がらせた。

　部屋にはもう三人しかいない。ハイルが黙だまってしまうともう何の声もなくなって、外で吹ふ雪ぶく風の音と、暖だん炉ろで燃え盛さかる薪まきが爆はぜる音しか聞こえなくなった。

「じきにパールもレディになるだろう」

　盗ぬすみ聞きを恐れてか、ハイルの声は低くなっている。ほっとしたのも束つかの間ま、二人は再び緊張感に包まれていた。

「王にはおかしな趣味がある。私の母親もそうだったが、銀の髪かみの女に異常な執着があるんだ」

「……そ、それは……」

「国務大臣、娘ももう子供じゃない。聞かせても構わないだろ」

「そうですが……まさか、ハイル殿下……」

「実の娘だとしても、あの王には関係ない。酒とおかしな薬で、すっかり頭がおかしくなっているからな」

　ガーネットは思わずぎゅっと両手の拳こぶしを握りしめてしまった。聡明なガーネットは、自身にはそういった経験が一度もなくても、ハイルの言わんとしていることがすべてわかってしまったのだ。

　何と恐ろしいことだろう。

　そして何と哀かなしいことだろう。

　真っ先にガーネットは、まだ挨拶も交わしていないパールのことを案じていた。

「ガーネット、わかるか？　おまえの役目は、あの狂きよう気きの王から、我が妹を守ることだ」

「はい……殿下……」

「これまでは他の妹たちと同じ部屋だったから、おかしな心配までしなくてよかったがな。個室となったらそうもいくまい。いいか、ガーネット。何かあったら、ただちに私に知らせるのだ。私がいなくても、腹ふく心しんの者が誰だれかいる」

「仰おおせのままに……殿下」

　この時はまだ、ハイルの真意に気がついていなかったガーネットは、やはりハイルも人並みに妹の身を案じる優やさしさがあるのだなと思っていた。

「わかればいい。では、ただちにパールに会わせる。おまえにも狭せまいが個室を与えるから、家からすぐに荷物を運び込ませるといい」

　そこで短い会談は一方的に終わり、すぐに侍じ従じゆうがガーネットを呼びに来て、パールに会うことになってしまった。

「ガーネットや。母上は悲しむだろうが、城内にいればいつでも会える。そんなに厄やつ介かいな仕事でもない。姫君の養育係なら、とても名めい誉よなことだ……」

　そう言って慰なぐさめる父に、ガーネットは晴れやかな笑顔を向けた。

「ええ、お父様、とても名誉なことだと思います。何があっても……姫様はお守りしますから」

「……そうだな。いつか……この国も、まともな国になるやもしれぬ……。そうなったら姫君にもおまえにも、本当の幸せがやってくるだろう」

　二人は抱き合って別れの挨拶を慌あわただしく交わした。そしてガーネットは、パールたち幼い姫君の暮らす部屋に案内された。

　広い部屋には、ベッドがいくつも並べられていた。大きな暖炉があったが、決して暖かいとはいえない部屋だ。そこに何人もの幼い姫君たちがいた。

　パールのことはすぐにわかった。ハイルと同じ銀の髪、そして幼くてもわかる類たぐい希まれな美び貌ぼうで、他の姫君たちと明らかに違っていたからだ。

　侍従はパールに部屋を移動するよう告げていた。するとパールは顔を輝かがやかせて、急いで侍じ女じよに荷物をまとめるよう命じている。その様子には、すでに王女らしい風格が感じられた。

「パール様、これからお側そばに仕つかえさせていただきます、ガーネット・ラクロワと申します」

　自みずからガーネットが挨拶に行くと、パールは突然誇ほこらしげに妹たちに宣言した。

「見て。部屋だけじゃないの。私だけの女によ官かんよっ」

　パールはガーネットに近づいてくると、じろじろと無ぶ遠えん慮りよに見つめる。

「出身はどこ？　ねぇ、どこからいらしたの？」

「父は、国務大臣を務つとめさせていただいております」

「まぁっ、大臣の娘なのね。下町から来たのではないのね」

　他の姫たちと違う特別待たい遇ぐうに、パールは有う頂ちよう天てんになって喜よろこんでいた。

　パールの部屋をつくるために、アタカンは愛あい妾しようを一人宮中から追い出した。そこまでするからには、恐ろしい意い図とがはっきりしている。

　だがパールは、そんなことは想像もしていないだろう。子供らしく喜んでいるばかりだ。

　すっとパールは手を伸のばしてきて、ガーネットの手を握った。ほっそりと小さな手すらも美しくて、ガーネットの中にパールを愛いとしいと思う気持ちが溢あふれてくる。

「ガーネットは、ずっと私の側にいてくれるのでしょう？」

「はい、姫様。何があっても、私が姫様をお守りいたしますから」

　守らねばならない。いつか本当の幸せをこの姫が手に入れるまで、ガーネットは密ひそかに戦わねばいけなかった。

　

　

　パールは小さな人形に頑具おもちやの矢を当てて、大喜びしている。

　あれから三年経たつが、その様子は相変わらず子供のままだ。それがガーネットには何より嬉うれしい。

　人の死を喜んだりしてはいけないのはわかっている。けれどアタカンの死によって、パールの純じゆん潔けつは守られた。何度か危険なこともあったが、そのたびにガーネットは、裏で手を回して回避してきたのだ。

　もし恐ろしいことになっていたら、パールはこんなに無む邪じや気きに笑ったりしていないだろう。一番上の兄王と同じように、城の塔とうから身を投げていたかもしれない。

「女官長様、大変です。へ、陛下がお見えになられました」

　侍女が慌てた様子で言ってきたが、出で迎むかえの準備をする間もなく、アレンはミトリだけを従えて勝手に部屋に入ってきてしまった。

　皆みな、慌てて立ち上がり、ドレスを持ち上げて挨拶をするが、アレンは構わないというように、軽く手を挙あげて皆に応こたえた。

「まったくシーナは、子供みたいな遊びを、この城で流は行やらせるつもりなのか？」

　床に落ちている矢を拾い上げて、アレンは笑った。

「シーナ妃ひは悪くありません。私が何も知らないので、教えてくださっただけです」

　すぐにパールは抗こう議ぎする。だがアレンが本気で怒おこっていないと気付いて、すぐに口をきゅっと結んで頰を染そめた。

　アレンは小さな弓を取り、手にしていた矢を番つがえて人形を狙ねらう。ところが外はずれてしまって、自分から大笑いしていた。

「今に弓矢は、レディの嗜たしなみになりそうだな」

　笑っているアレンを見ながら、ガーネットの胸は熱くなる。

　若く、美しく、公正な王だ。この王がパールを愛してくれるといい。邪よこしまな思いからではなく、純じゆん粋すいにこの幼さすら含めて愛してあげて欲しかった。

「今こ宵よいは、皆で晩ばん餐さんを摂とろうと思う。女官長、あなたも出席するように」

　いきなり言われて、ガーネットは慌てて再度礼をした。

「私のような者にまで、お声を掛けていただき光栄に存ぞんじます」

「ミトリとレディ・ジョージアも同席するんだ。堅かた苦くるしく考えなくていい。ああ、それと……祝しゆく宴えんの打ち合わせをミトリとしてくれ。私はそういったことは苦手だし、シーナに手伝わせるととんでもないことになるからな」

「よくわかってらっしゃること。私だったら、みんなを仮か装そうさせてしまうかもしれないわね」

　シーナの言葉に、パールは目をくるんとさせている。きっと仮装ってどんなものなのかしらと、興味津しん々しんになっているはずだ。

「後ほど……改あらためてお呼びするかもしれませんが……」

　ミトリが頭を下げてきたので、ガーネットは微ほほ笑えんだが、ふとミトリの姿に、自分と似たものを感じてしまった。

　この人はあの華はなやかな王の側にいて、いつも何を考えているのだろうと思う。

　やはり王の幸せを、誰よりも強く願っているのだろうか。

「パール姫様が楽しまれるよう、ご趣味などもよく知っておくべきでした。どうも……男というものは、無ぶ粋すいでして。本当はシーナ様のお知恵を借かりたいところなのですが」

　柔やわらかな口く調ちようで言うミトリの様子に、今度は父の姿が重なった。アタカンはアレンと違い、民のことを人とも思わない非ひ道どうな王だったが、父はそれでも必死になって仕えていた。祝宴好きの王のために、どれだけ苦労をしていたことか。

　けれどこの国では、王のために祝宴を計画することは、とても楽しいものになるだろう。

「では、こっそりとシーナ妃のお知恵をお借りいたしましょう。シーナ妃は、とても楽しまれるのがお上手じようずなようですから」

　答えているうちに、ガーネットの目に自然に涙なみだが湧わき上がってきた。それを見たミトリは、慌ててガーネットの姿を隠すようにしてくれた。

「な、何か、お辛つらいことでもあったのですか？」

「い、いいえ。姫様が……お幸せになられて……嬉しいのです」

　ハッシュウィルに吹き荒れる、吹雪ふぶきが思い出される。冬の間中、ずっと春を待っていた。

　けれどここにいたら、冬さえも楽しく過ごせるようになるかもしれない。

　ガーネットはウラルが好きになっていた。
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　レディというものは、贈おくり物が大好きらしい。花や焼き菓が子しなどのささやかなものから、ドレスや宝石の高価なものまでいろいろとあるが、男と違うのはどうやら馬は贈られてもあまり嬉うれしくないということだった。

「祝しゆく宴えんの招待客名簿です。お目を通されますか？」

　執しつ務む室しつの椅い子すに座すわった途と端たんに、ミトリが目の前に名簿を置いてくる。祝宴がついに明あ日すの夜開かれるのだ。

　パールが来てからすでに十日が過ぎていた。すぐに怒おこりだすパールも、シーナが来てからというものあまり怒らなくなってきたから不ふ思し議ぎだ。やはり女同士のほうが、打うち解とけるのは早いということだろうか。

「どう思う？　パール姫はもうハッシュウィルに戻るつもりはなくなったのかな」

　今は朝食の時もシーナと一緒だ。そのせいでパールもよく話すようにはなったが、残念なことに相手はアレンではない。やはりシーナとばかり話している。

　また二人きりに戻ったら、会話もない不自然な食事になってしまうのだろうか。そう思うと、アレンは自信がなくなりそうだった。

「まだ、お戻りになって欲しいと思ってらっしゃるんですか？」

　ミトリにチクリと言われて、アレンはむすっと押し黙だまる。確かに最初の頃は、さっさと帰ってしまえと何度も思ったけれど、今もそうかと言われるとわからない。

「シーナがいるから……ここにいる気になってるんだろ」

「悪い癖くせですね。そうやってすぐに、シーナ様のことを羨うらやまれるのは」

「……シーナは、すぐに誰だれとでも仲良くなれるんだ」

「アレン様も同じですよ。ただし男相手ですが……。レディというものが、何を考えているのかは、本当に謎なぞです。招待客に漏もれている方はいらっしゃいますか？」

「見なくてもいいだろ。ミトリを信頼してる」

　この中の何人かは、パールのことを内心快こころよく思っていないだろう。大切な家族を戦いくさで失うしなった者もいるだろうし、あるいはアレンの后きさきになりたいと願っていたレディもいるかもしれない。

　それでも招待されたら、彼らは来なければいけないのだ。

「では、次に、被ひ服ふく省しようの女によ官かん長ちようがまいりますので、ご確認のほどを」

　祝宴のために用意された衣い装しようまで、アレンが確認しないといけない。自分のものだけでなく、パールのドレスも確認するなんてと、アレンは思わずため息をついていた。

「被服省のマーヤ・ドロワイヤでございます」

　挨あい拶さつしてきたのは、もう初しよ老ろうと呼べるような歳としの女性だった。被服省では、城内にいるすべての人々の衣装を作っている。女官長のマーヤは十二歳からお針はり子ことして働き、平民ながらも女官長と呼ばれるまでになったのだ。

「ご婚こん約やくおめでとうございます。陛へい下かとシーナ妃の産うぶ着ぎは、私自みずから縫ぬい上げましたが、それがまるで昨日きのうのことのように思われますのに……」

　感かん慨がい深ぶかげに言う女官長に、アレンはいつもより心持ち優やさしく微ほほ笑えんでみせた。

「いつも素す晴ばらしい衣装に感謝している。パール姫が連れてきたお針子たちは、皆みなと上う手まくやっているか」

「はい、パール姫様はよいお針子をお持ちです。技術的にも、何の問題もございません」

　美しいドレスというものは、きっとよくできた剣とか、使いやすい弓のようにレディの心を高こう揚ようさせるものなのだろう。

　シーナはあまりドレスへのこだわりなど口にしたことがなかったから、これまでは気がつかなかった。だがこれからはそうもいかない。パールにドレスを贈り、そしてその姿を褒ほめねばいけないのだ。

「ウラルの国旗に合わせて、緑とも思いましたが……やはり陛下の瞳ひとみの色に合わせて、青の布地を使わせていただきました。どうぞ、ご覧くださいませ」

　女官長は端は切ぎれをアレンの目の前に置く。アレンの母の女王は倹けん約やく家かで、よくこういった端切れでクッションや人形を作らせていた。さらには古くなったドレスを、仕立て直させたりもしていたものだ。

　浪ろう費ひをしないことが、ウラルでは美び徳とくになっている。それをパールが理解してくれるかどうか、アレンは不安だった。

「パール姫様にも、ご同様の生き地じにてお仕立ていたしましたドレスを、ただいまお持ちいたしました」

　出来上がった衣装が、人型に着せられて運ばれてくる。それを女官長自ら、アレンに詳くわしく説明してくれた。

「襟えり元もとにはシェルランド産の良質なレースをあしらい、ボタンはすべてパール姫様のお名前から、ゴシュラム産の最上パールを使用しております」

「綺き麗れいな青だ。まるで海の色のようだね」

「おわかりいただけましたか。そうです。ハッシュウィルは海の側そばの国ですから、海を思い浮かべて作らせていただきました。レースで白い波頭を、白の薄手マントでは、空の雲を表しております」

　さらに話し続けようとする女官長に、アレンは手を挙あげて続きを遮さえぎった。

「パール姫には、ダンスに相応ふさわしい靴くつを差し上げたか？」

「はい……本当に妖よう精せいのような姫君であらせられます。おみ足もお小さくて」

「そりゃそうだろう。私と一緒に、野山を駆かけ回ったり、剣の稽けい古こをしていたシーナとは違う」

　アレンはまたもやため息をつく。

　どうしてもパール姫のことがよくわからない。何しろアレンが一番よく知っている姫ときたらシーナだったが、気の強いところくらいしか、パールとシーナに似ているところはない。

　最初は何て傲ごう慢まんで生なま意い気きな姫なんだと、嫌けん悪お感かんを剝むき出しにしていた。けれど少しずつだが、どうしてあんなふうになってしまったのか、わかるような気がしてきた。

　誰もパール姫に優しい心の大切さを教えず、様さま々ざまな経験もさせなかったのだ。ただ城の奥で、美しく着飾かざって暮らすことしか教えてこなかったのだとしたら、可か哀わい想そうにも思えてくる。

「これからますますレディらしくなられると思いますが、今はまだ少女のようなお体なので、あえて清せい楚そな感じに仕上げてまいりました」

「そうか……そう言われてみればそうだな」

　いつも胸が邪じや魔まだと言っているのは、レディ・ジョージアだ。男と対等に戦いたいジョージアとしては、動きの邪魔になる大きな胸は不用に思えるのだろう。

　それに比べてパールの胸は、まるで少年のように平らにも見える。

「陛下……お耳みみ障ざわりかと思いますが……パール姫様の胸元には、あまり視線を向けられませんように」

「はっ？」

「美しい胸元はレディの誇ほこりです。ですが、パール姫様はまだ完全なレディとは申しがたいので……私は、あえてこれから先は、あまり胸元の目立たないドレスを、皆様方にもご着用いただくように進めていく所しよ存ぞんでおります」

　新しい后が傷つかないために、ドレスの流行まで変えようというのか。アレンは呆あきれたが、よくよく考えてみれば、男にも似たようなところはある。王が剣の持ち手を少しでも変えれば、騎き士したちは争うようにして自分の剣を変えるものだ。

「では、そのドレスをパール姫のところに至し急きゆう、届けるように。よい仕事をしてくれた。感謝する」

　女官長はその言葉だけで十分に満足したのか、ドレスを着せた人型を侍じ従じゆうに持たせて、執務室から下がっていった。

「聞いたか、ミトリ。これからこの国は、パール姫の着るドレスを、レディは皆真ま似ねるようになるのかな？」

「どうなのでしょう。だとしたら私たちは、服飾の歴史が変わる瞬間を見ることになるのでしょうか？」

「胸が目立たないドレスって……」

　アレンは苦く笑しようしながら、どうでもいいと思っていた招待客名簿に目を向けた。その招待客のうち、半数近くがレディなのだ。きっとそのレディたちは、パールの容姿にまず目を向け、続けてドレスを見るのだろう。

　平和が戻ったと、アレンはその時強く実感した。

　戦の最中には、誰もドレスのことなんて考えはしない。ついにそんなことを考えられる余よ裕ゆうが、ウラルにも戻ってきたのだ。

　パールのドレスは、平和の象しよう徴ちようなのかもしれない。婚こん姻いんを熱心に勧すすめたミトリの気持ちも、今ならよくわかる。人々がパールに注目し、明るい話題となれればいいのだ。

「失礼いたします。陛下にパール様より、感謝のご書状をお持ちいたしました」

　それからしばらくして名簿もすべて目を通し終えた頃、ガーネットがドレスの裾すそを持ち上げて、執務室の入り口で挨拶していた。

「陛下のお心こころ遣づかい、感謝いたしますとのことでございます」

　ガーネットはパールが書いた手紙を、小さな銀色のトレイに載のせてしずしずと運んでくる。それをミトリが受け取り、アレンの目の前に置いた。

　字だけは綺麗だなと、アレンは微笑む。シーナより余よ程ほど上手い。これまでレディの書いた文字では、レディ・ジョージアが一番上手いと思っていたが、それに近い見事な筆ひつ跡せきだ。

　けれど文章は相変わらず、情じよう緒ちよも何もないものだった。

『親愛なるアレン陛下。このたびは、私のような者にまで、ご配はい慮りよいただきまして感謝いたします』

　書かれていたのは、署しよ名めいとそれだけの文章だ。これではガーネットに言われて、仕方なしに慌あわてて書いたようにも見えてしまう。

「ドレスは気に入られたのかな？」

「はい……ハッシュウィルでは見たこともない作りで、驚おどろかれたようです」

「では、後ほど、夕食の席でと、パール姫に伝えてくれ」

　アレンがすぐに手紙をミトリに渡してしまったのを見て、ガーネットは退室の礼をしたものの、まだ立ち去りがたそうにしていた。

「何か？」

「はい……お礼のお手紙をと申し上げましたら、パール様は、とてもお悩なやみになりまして。何枚も紙を無む駄だになさるほど、たくさん書かれたのですが……」

　結果がこの愛あい想そうのない手紙になってしまったと、ガーネットはそれとなくパールの努力を伝えたかったらしい。

　アレンはくすっと笑った。あのパールが額ひたいに皺しわを寄せ、ああでもないこうでもないとガーネットに言いながら、必死になって書いている場面が想像できたからだ。

「そう、気持ちは伝わったと言ってくれ。それと……とても字が美しいですねと……」

「……ありがとうございます、陛下」

　ガーネットは自分のことのように喜よろこぶと、いそいそと出て行った。

「ミトリ……どう思う？　あの姫は、これから少しは変わっていくだろうか？」

　一度はミトリに渡した手紙を、再び自分の手に戻してアレンは訊きいた。

「もうかなり変わられたと思いますよ。以前のパール姫でしたら、きっとドレスのできにまず文句を言ってきたと思われますから」

「そうだな。だが我々の知らないところで、文句を言っているかもしれない」

　できることなら、パールから一言の文句もでないと嬉しい。

　ウラルは小国だが、美しいものの溢あふれた豊かな国だ。たかがドレス一枚にも、そんなウラルのよさが表れているように思う。

　ハッシュウィルに帰る気持ちがないのなら、どうかこの国を愛して欲しいと、アレンは本気で願い始めていた。
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　海のように青いドレスには、薄うすいピンク色のパールが惜おしげもなく散りばめられていた。まだ膨ふくらみの小さな胸を隠すように、胸元にはたっぷりレースが飾かざられている。同じ色の靴くつにも、パールと白しろ兎うさぎの毛で洒落しやれた飾りが付いていた。

　パールは鏡に映った自分を見て、おかしくないかと不安になる。宮きゆう中ちゆうに呼ばれたレディたちの中で、自分が一番幼おさなく見えてしまうのではないかと心配だった。

「字を褒ほめるなんて、他に褒めるところがなかったからでしょ」

　ドレスの裾すそを直してくれているガーネットに向かって、パールは唐とう突とつに言いだした。

　昨夜ゆうべの夕食の時、アレンがやたらパールの字ばかり褒めたのが思い出されたのだ。

「あの文面では、褒めようがないもの」

「では姫様。今度は、詩を織おり交まぜたお手紙をお書きになってはいかがでしょう？　詩しい歌かの先生には、何度もお褒めいただいておりますのに」

「何で？　毎日、一緒にお食事しているのよ。わざわざ手紙なんて書く必要ないでしょ」

　パールはまたもや、ぷっと頰ほおを膨らませた。

「そういうものではございません。言葉は消えてしまいますけれど、手紙はいつまでも手元に残ります。それにご本人を目の前にして話すより、ずっと心情をお伝えできると思いますが」

「私が陛へい下かのために詩を書くの？　無理よ、どんなことを書けばいいのかわからない」

　本当はもうアレンに素す敵てきな詩を贈おくれるくらい、パールの心には様さま々ざまなアレンの姿が刻きざみ込まれている。一人になった時は、何度も思い出しているのだけれど、誰だれにもそんなことは知られたくなかったのだ。

　シーナがいてくれて本当によかった。食事の席にシーナがいると、アレンの態度もすごく自然になる。だから変に意識することなく、話ができて嬉うれしかったのだ。

「ガーネット、私……おかしくない？」

「はい、とてもお綺き麗れいですわ。この国の被ひ服ふく省しようは素す晴ばらしいと、お連れになったお針はり子こたちも、皆みな口を揃そろえて申しております」

「に、似に合あってるわよね」

「はい、お似合いですわ」

　いつもは地じ味みなドレス姿のガーネットも、今宵こよいは祝しゆく宴えんに出るために華はなやいだものを着ている。実はこれも被服省のマーヤの手によるもので、控ひかえめではあったがレースで胸元を飾り、あまり胸が目立たないようにこしらえてあった。

「そろそろお時間です。広間にまいりましょう」

　ガーネットに手を取られて、パールは祝宴が催もよおされる広間へと歩きだした。

　そこで初めてパールは、不安を強く感じた。

　兄が起こした侵しん略りやく戦争によって、家族を失った人も大勢来ているのだろう。自分は憎にくまれることはあっても、この国では愛されることはない。

　最初からそんなことはわかっていたはずなのに、パールはそういった辛つらいことは、何も見ないようにしていたのだ。

　みんな優やさしくしてくれている。侍じ従じゆうや侍じ女じよの中にも、これみよがしに意い地じ悪わるな態度をとる者など一人もいない。ハッシュウィルの宮きゆう廷てい内には、意地悪な女によ官かんなんて数え切れないほどいたというのに、ここでは嫌いやな思いを味わわされたことがないのが不ふ思し議ぎだ。

　みんなアレンを恐おそれて、裏で悪口を言っているだけなのだろうか。もしかしたら今夜、人々の本当の気持ちがわかるのかもしれない。

「ガーネット、私、怖こわいわ」

　ついにパールは、ガーネットに本心を打ち明けた。

「みんな私のことを憎んでいるはずよ」

「陛下をお信じになることです。聡そう明めいな陛下の愛があれば、きっと姫様もこの国の民に愛されることと思います」

　今はガーネットの言葉を信じるしかないのか。パールは胸を反そらし、顔を上げて、ハッシュウィルの王女としての自じ尊そん心しんだけは捨てまいと、少しきつめに唇くちびるを嚙かみしめる。

　広間の扉とびらが開かれた。

「ハッシュウィル王女、パール姫様」

　高らかにその名が呼ばれた。

　射いるような視線を覚かく悟ごしていたパールは、居い並ならぶ人々が頭を下げて礼をする中、しずしずとアレンのいる玉ぎよく座ざに近づいていく。

　アレンは玉座を下り、手を差し伸べてパールを迎えた。

　今日は偶然、同じ色の衣服を身に纏まとっているのではない。二人のために、お揃いで誂あつらえた服を着ている。

　アレンの瞳ひとみの色より濃こい、青い、青い服だ。

　二人が並ぶと、晴天の空か晴れた日の海のような青が、一ひと際きわ輝かがやいて見えた。

「ハッシュウィルとの永久和平のために、そして我が王朝の末すえ永ながい幸福のために選ばれた、私の婚こん約やく者しやを紹介する。ハッシュウィルの第三王女パール姫、我が王家に対する敬愛の念と変わらぬ敬愛を、この姫に」

　アレンは高々と宣せん言げんしてしまった。

　もう私は、ハッシュウィルに帰れないのねと、パールは優ゆう雅がに礼をしながら思った。

　暗い冬の長い国、荒れた海から吹いてくる、強い海風が身も心も凍こおらせる国。

　そこに戻りたいのかどうか、今のパールにはわからない。

　繫つないだアレンの手は温あたたかだ。そして力強い。

　詩を贈ったら、喜よろこんでくれたりするのかしらと、パールは考える。

　そしてゆっくりと顔を上げると、人々が温かな視線で自分を見ていることに気がついた。

「パール姫、今から皆が挨あい拶さつに来る。退たい屈くつだろうが、我が慢まんするように」

　アレンが素す早ばやく耳元で囁ささやいた。

「退屈だったら、次に私のために書く、手紙の文面でも考えているといい」

「まぁ……」

　どうしてまた私が手紙を書くだろうと思ったのか、そこをもっと追つい究きゆうしたいところだが、延えん々えんと続く貴族たちの挨拶に、パールは引き攣つった笑顔でまずは応こたえねばならなかった。相手の名前が呼ばれ、挨拶を受ける。男性には手の甲こうにキスを許し、女性にはにこやかに会え釈しやくした。

　王女らしい振る舞いというものを学んできたが、正式な挨拶の場に立つのは初めてのことだ。見ると長い列ができていて、いつ終わるのかもわからない。

　アレンと婚こん姻いんするということは、つまりこういうことなのだ。王おう妃ひとなったら、何かあるごとにこうして公務の場に出て、にこやかに振る舞わないといけない。それが王妃としての役目なのだから。

　もう子供ではいられない。

　部屋の中に閉じこもって、好きなことだけしていればいい時代は、終わってしまったのだ。もし母が生きていて、正式な王妃となっていたら、側そばにいるだけで様々なことが学べただろう。けれどパールは母を知らない。父の周りには常に后きさきらしき女たちがいたけれど、そのうちの誰もパールの母親代わりになってくれはしなかった。

　私は自分で王妃らしさを身につけなければいけないのだと、パールはその時学んだ。

　挨拶するために並んでくれている人々が、心から敬愛できるような王妃になるには、いったいどうすればいいのだろう。

　今、できるのは微ほほ笑えむことだけ。

　どんなに疲れても、それを見せたらいけないのだ。だって自分は何人もの人と挨拶するけれど、相手は私とだけ挨拶するのだからと、殊しゆ勝しようにもパールは自分が今成なすべきことに自みずから気がついてしまった。

　レディの中には、本気の笑顔でない人もいる。きっとそういう人は、アレンと婚姻したかったのだと、パールは気がつく。彼女らの夢を奪うばってしまったのだから、私は彼女ら以上の王妃にならなければいけない。そんな決意までしてしまった。

　永遠に終わらないかと思った挨拶も、ついに最後になった。何と最後に並んでいたのは、シーナだった。ゴシュラム王妃でありながら、シーナは人々と一緒に並んだのだ。

　その謙けん虚きよな姿勢は、ぜひ学ばねばならない。シーナは自分のしていることで、それとなく王妃の心こころ得えのようなものをパールに伝えてくれたのだ。

「ゴシュラム国、シーナ王妃」

　名前を告げる声も、もう疲れたのか震ふるえている。シーナはねぎらうような視線をちらっと係りの者に向けた後、パールの前で優ゆう雅がに腰を折った。

　そして顔を上げた途と端たん、声には出さずに『疲れたでしょ』と、イタズラっぽい顔をして言う。

　本当に疲れていたけれど、パールは笑ってみせた。

　最後まで笑っていることができたのだ。

　いよいよダンスが始まった。あんなに練習したのに、上う手まく踊おどれなかったらどうしようと思ったせいか、パールの足は細かく震えている。なんとかドレスが隠してくれているが、いつアレンに気付かれてしまうかと、気が気ではなかった。

　最初は相手が変わるダンスで、男性と女性が向き合って立つ。一番端はしにパールは、アレンと向き合って立った。

　横にはシーナがいる。瞳の色に合わせた鮮あざやかな緑色のドレス姿だ。正式な婚姻の席ではないから、ゴート王は出席していない。では誰と踊るのかと思ったら、何とシーナの前にいるのは、第一騎士のレディ・ジョージアだった。

　ジョージアは、当然ドレスなど着ていない。背筋を伸ばしたその姿は、男性用の衣服で包まれている。

　パールはこんな場所で男だん装そうしているレディなど見たことがなかったから、しばらくぽかんとした表情でジョージアを見つめていた。

　シーナの横にはガーネットがいた。もっと高貴な身分のレディを差し置いてその場所にいるのは、ガーネットの相手がアレンの腹ふく心しんのミトリだったからだ。

　音楽が始まった。パールは他に気を取られていたせいで、緊張感がどこかにいってしまったようだ。自然と体が反応し、いつの間にか覚えたばかりのダンスを、どうにか失敗せずに踊っていた。

　相手はすぐに変わる。パールのいた位置には、新たに侯こう爵しやく家けのレディが入ってきた。黒くろ髪かみの美しいレディだ。しかもお年頃なのか、胸も豊かで匂におい立つばかりに美しい。

　そんな相手とアレンが踊っていることに気を取られたパールは、思わずジョージアの足を踏ふんでしまった。

　けれどジョージアは、どんな殿との方がたよりも紳しん士しだった。足を踏まれたことなど全く気付かせずに、巧たくみにパールをリードして踊ると、次のミトリに上手く繫げてくれたのだ。

　ミトリ相手だと、少し気が楽だ。アレンといつも一緒にいるし、この国ではアレン以外に一番よく知っている男性だ。しかもミトリは、アレンにも負けないくらいダンスが上手く、自分の体重を忘れるくらいの踊りができた。

　ここまでくると、不思議とダンスが苦手ということを忘れてしまった。何だか踊っているのが楽しい。ミトリの次は少し年のいった伯はく爵しやくで、伯お父じとでも踊っているようだった。

　疲れていたけれど、笑顔が自然と戻ってくる。そうすると踊る相手も、同じように笑顔になってくれた。

　一番最後までいくと、今度は別の列に移動していく。もう誰と踊っていても、緊張することはない。むしろ相手が上う手まいか下へ手たか、わかるような気がしてきた。

　パールの横には、いつでもシーナがいる。シーナは踊りながら、時々楽しそうに相手と話していた。この国の王女だったシーナらしく、相手へのいたわりの言葉が多い。

　中にはシーナの言葉に感動して、涙なみだぐむ男性もいる。

　自分はこの国にいるようになったら、いつかシーナのように、誰からも愛される存在になれるだろうか。

　父にとても愛されていたと、ずっと思ってきた。けれどあれは本当の愛情だったのかと、今では疑問に思ってしまう。

　美しい猫ねこを愛めでるように、ただ可か愛わいがられていたような気がする。

　本当に愛してくれていたら、どうしてこんなに楽しいダンスの喜びを、パールから奪ったりしたのだろう。

　何も知らないままで、いつの間にかレディと呼ばれる年頃まで育ってしまった。

　よその国のことも知らないだけじゃない。自分の国のこともよく知らないままだったのだ。

　ハッシュウィルではよく宴うたげが催もよおされていた。けれどそこではみんなが酒を飲み、いつも騒そう々ぞうしいばかりで、すぐにパールは退席させられてしまったものだ。

　そうしないと酔よったアタカンが、誰かがパールを見ていたと言って怒おこりだすという。そんな恐ろしい現場にいたことはなかったが、いい思い出は一つもない。

　この国の祝宴は、どうしてこんなに華やかなのだろう。しかも誰も酔って乱れたりせずに、純じゆん粋すいにダンスを楽しんでいる。

　ついにダンスは一いち巡じゆんして、パールの相手にはアレンが戻ってきた。そのまま一度踊ると、ちょうど曲が終わるようになる。

　最後だからと安心したのか、パールはアレンの足を踏んでしまった。

　するとアレンは、優しげに笑って言った。

「お疲れのようですね。次は、少し休みましょうか？」

「い、いいえ……まだ、踊れますわ」

　だって新しい靴はとても軽いし、踊っているだけで心まで軽くなってくる。だからこのままずっと踊っていたかったのだ。

　次の曲は、相手が変わらない。パールは二度と足を踏まないようにして、アレンと踊り続けた。

「陛下にお似合いの姫君でいらっしゃること」

　近くで踊っていた初老のご婦人が、にこやかに言っているのが聞こえた。

　パールは少し胸を反らし、顔を上げて精一杯微笑む。するとまたすれ違った男性からの声が聞こえた。

「小鳥のように、愛らしい姫君ですな」と……。

　そこでパールは、思わずアレンに訊きいてしまった。

「陛下……皆様は、私があのハイル王子の妹だと、知っていらっしゃらないのですか？」

「そんなことみんな知っていますよ。だってあなたは、ハッシュウィルの姫君でしょ」

　なんでそんなことを訊くのかと、アレンは不思議そうな顔になる。

「なのに……みんな、優しいわ」

「パール姫、あなたに罪つみがあるわけじゃない。みんな、それはわかっている。だからあなたが、いつものようなしかめっ面つらさえしてなければ、こうして快こころよく受け入れてくれるんです」

「まっ、わ、私が、いつしかめっ面なんてしましてっ」

「してるじゃないですか。いつも……」

「……」

　パールは、今度ははっきりと意識して、アレンの足を思い切り踏んでいた。

「……お疲れのようですね」

「いいえ、まだ疲れておりませんわ。とても、楽しゅうございます」

　つんと顔を上げると、パールは目が合ったレディに、にこやかに微笑む。するとそのレディは、小さく会釈して嬉しそうに微笑み返してきた。

「まぁ、あなたに踏まれても、痛くも痒かゆくもないけど。何しろ、小鳥のような姫君だから」

「あら、そうですの。でしたら、陛下と踊るときは、いつでも安心ですわね」

「そうですよ。これからも……ずっと、私と踊るんですから。何回、踏まれたか、そうだな、数えておこうかな」

「んまっ！」

　今度はわざとではなくて、本当にまたアレンの足を踏んでしまった。これは失敗したと、パールの顔はみるみる赤くなっていく。
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　すると近くで踊っていた侯爵が、夫人に囁ささやいているのが聞こえてきた。

「おやおや、陛下もああ見えて、あの姫君には甘あまいお言葉などかけられるらしい。姫君が赤くなっていらっしゃる」

　とんでもないですわ、陛下ときたら意地悪で、今も私苛いじめられてますのよと、パールは言いたい。アレンもそれを聞いただろうに、苦笑しているのがなお悔くやしい。

「本当に……陛下はレディのお相手があまりお上じよう手ずではなかったから、心配していたものですけれど、大人おとなになられたのね」

　大人なもんですかと言いたいけれど、そういうパールも、まだまだ自分が子供だということをわかってはいた。

「三回だな……練習のときのは、数えないことにしてあげますから」

「たった三回ですわね」

　パールは悔しげに言ったが、もしこのままアレンと婚姻してしまったら、これから何年もこうして踊ることになる。

　そのたびに数えられるのかと思うと、つい、二度とダンスなんて踊らないわと言いたくなってしまう。だがやはりダンスの楽しさには逆らえない。本当に小鳥になって、飛んでいるかのような気持ちになっていた。

　曲がこのまま終わらなければいい。ずっと踊っていたい。こうして踊っていられるなら、少し酸すっぱいウラル乳だって毎日食べる。肉や魚はあまり好きじゃないけれど、もう少し食べてもいいかなとまで思った。

　たくさんの殿方が踊っている。だがその中でも、やはりアレンが一番美しかった。

　パールはずっと、兄のハイルほど美しい男はいないと思ってきた。ハッシュウィルの宮廷内では、本当にハイル以上の男はいなかったのだ。

　けれどハイルには、一度も親しみを感じたことがない。それどころか皆と同じように、パールもハイルを恐れていた。

　同じように美しいアレンだが、ハイルよりも親しみやすいだけに、より魅力的に思えてしまう。こうして手を繫いで踊っていると、何だかこれまで以上にアレンを意識してしまって、またもやパールは足を踏みそうになってしまった。

「踊りが終わったら、ワインにたっぷりの果汁と蜂はち蜜みつを入れたものを飲むといい。すぐに元気が出るから」

「ご、ご心配いただきまして」

「疲れたでしょう？　ハッシュウィルの冬は雪が深いそうだね。自然と室内にばかりいることになるから、あまり動かないんだろうな」

「ここに来てからは、毎日動いておりますもの、平気ですわ」

　だから疲れないと言いたいけれど、本当は少し疲れている。楽しさが疲れを忘れさせてくれているだけだった。

　曲が終わった。すると殿方はいっせいに、相手をしてくれたレディをそれぞれ伴ともなって、椅い子すのある場所に案内していく。侍従たちがその後に従って、飲み物の杯さかずきを急いで配っていた。

　パールもアレンに案内されて、玉座に座る。すると侍従長自ら、恭うやうやしく飲み物をパールに差し出した。

「パール様、何かお召めし上がりになられますか？　ただちにお好きなものを運ばせますが？」

「結構よ……ありがとう」

　何かを食べるなんてとてもできない。玉座にいたら、皆からそれとなく注目されているのだから。

　だがアレンは遠えん慮りよなく、小さなパンにパテを塗ぬったものや、チーズを摘つまんでいる。その様よう子すからは、アレンが心底楽しんでいるように感じられた。

「少し食べておいたほうがいい。酔いが回ると、踊っていて目が回りだすから。侍従長、ブドウの入った焼き菓が子しと、あの白い菓子をパール姫に」

「畏かしこまりました……」

　侍従長はすぐに銀の小さな皿に、ブドウの焼き菓子と、卵らん白ぱくを砂糖で固めて焼いた、ふわりと軽い菓子を載のせて戻ってきた。

「それなら軽いから、食べやすいだろ？」

「ええ……この白いお菓子は、初めて食べますわ」

「卵の白身だけで作るんだよ。これもウラル神が作り方を教えてくれたそうだ。ウラル神は食いしん坊ぼうでね。おいしいものが好きらしい」

　本当に卵白の菓子はおいしかった。そしてわざわざこのおいしいものを教えてくれたアレンに、パールの心は熱くなっていく。

「どうしてレディ・ジョージアはドレスを着ていませんの？」

　気になっていたことを、つい訊いてしまった。赤髪のレディ騎士は、女性としてもかなり美しい。なのにドレスでないから、殿方の中にはがっかりした様子でちらちらとジョージアを見つめている者もいた。

「ゴート王は嫉しつ妬と深くてね。シーナが自分以外の男と、自分のいない場所で踊るのが嫌いやなんだろ」

　半分冗じよう談だんのようにして言っているが、あるいはそれは本当のことかもしれない。

　パールだって、アレンが自分の知らないところで、他のレディとずっと踊っていたら嫌な気持ちがするだろう。

「ジョージアはダンスとなると、男女どちらのパートも踊れる。私は……レディの踊りまでできない」

　パールはガーネットが男性のパートを覚えてきて、必死になって練習相手をしてくれたことを思い出した。けれどやはり踊り慣なれた男性と踊るのは違う。アレンと踊っていると、パールまでダンスが上手くなったように思えてしまうのだ。

「しばらく休きゆう憩けいしたら、またダンス再開だ。それが終わったら、部屋に戻りなさい」

「……その後は、何がありますの？」

「酒さか盛もり。男たちは、レディの前では決してさらせない、みっともない姿になって朝までずっと飲みまくる」

「まぁっ！」

　それではハッシュウィルと同じではないか。だがレディを先に帰らせるという配慮は、微妙に違ってはいるようだが。

「レディたちは別室に集まって、いろいろと話したりするんだろうな。そっちに入りたかったら、シーナと行くといい」

　そんなところに行ったら、質問攻めにあいそうだ。好奇の目にさらされることは明らかで、やはり今のパールにはまだそんな場所にいく勇気はない。

「明あ日すの朝……朝食は一人で食べてくれ。よければ部屋に運ばせる」

「なぜ……」

「朝まで飲んでるから……朝食の時間には、起きられないんだ」

　アレンは苦笑している。以前に同じようなことをした時のことを、一人懐なつかしく思い出しているのだろう。

　自分には知ることのできない、アレンだけの世界がある。それがわかった途端に、パールの中に小さな嫉妬の渦うずが生まれた。

　最後の最後まで、ずっと一緒にいてくれればいいのに、アレンは盟めい友ゆうたちと夜を過ごすのだ。そしてパールの知らない話で盛り上がり、アレンは楽しむ。そこにパールは入り込めない。

「疲れましたか、姫君？　笑顔が消えたね」

　アレンはワインを飲みながら、ちらちらとパールの顔を見て言った。

「もう少し、甘いものを食べたほうがいい。次のダンスは長いから」

　すぐにアレンは侍従長を呼び寄せ、様々なお菓子の載せられた盆をパールの前に運ばせた。

　少し前だったら、宝石のようにお菓子が盛られた盆を見ただけで、パールは幸せになれただろう。なのに今のパールは、胸が苦しいばかりで簡単にお菓子を喜べない。

「焼いたリンゴはおいしい。よければ温めたミルクを運ばせようか」

「いいえ……ミルクなんて、子供扱いはなさらないでっ」

　焼いてから砂糖を掛かけたリンゴ菓子をもらった。それも少し子供っぽいかなと思ったけれど、シーナがおいしそうに食べているからいいと思ったのだ。

「えーっ、それではこれより、特製の焼き菓子をお配りいたします」

　突然侍従長が、今は誰も踊っていないフロアの真ん中に立って叫さけび始めた。

「焼き菓子の中には、数字の書かれた紙が入っております。皆様、紙まで召し上がらないよう、お気をつけください。次のダンスの一曲目は、その番号の方と、踊っていただきましょう」

　ざわざわと招待客が、陽気な声を上げて騒ぎだす。当然のようにパールのところに真っ先に焼き菓子が配られた。

　誰と踊ることになるのだろう。そしてアレンは誰と踊るのだろうか。

　せめて今夜だけは、アレンには他の誰とも踊って欲しくない。そう思ってしまったパールの手は、焼き菓子を割るのをためらっていた。

「何だ、怖いの？」

　アレンは笑っているが、パールは真剣なのだ。きっとアレンが他の人と踊っていたら、そっちばかりが気になって、相手の足を踏みまくってしまうかもしれない。

　踊る相手の変わらないダンスだ。曲が終わるまで、ずっと話していることになる。けれどアレン以外の殿方と、いったい何を話したらいいというのだ。

「私のは何番かな」

　方々で焼き菓子を割って食べている。レディの紙には黒の番号が入っていて、男性には赤で番号を書かれた紙が入っているのだ。いつもは滅めつ多たに会話もしないような人との、思わぬ組み合わせが方ほう々ぼうででき始めていた。

「三番だ……あなたは？」

「……な、何番かしら」

　ああ、神様、どうせならアレンと踊らせてください。それが駄だ目めなら、せめてミトリかジョージアと踊れますようにと念じながら、パールは震える手で焼き菓子を割る。小さな紙が二つ折りにして入っていて、開くと『３』の文字が見えた。

「お気きの毒どくですわ、陛下。ま、また、私と踊ることになってしまいましてよ」

　内心ほっとしたけれど、パールはさもつまらなそうに紙をアレンに見せた。

「別にいいじゃないか。今夜、私が踊りたい相手はあなただけだし」

「えっ……」

　アレンはさっさと焼き菓子を口に放り込む。そしてワインで流し込むと、玉座から立ち上がった。そしてパールに向かって手を差し出す。

　パールはまだ割れた焼き菓子を手にしたままだ。どうしようと思ったら、素早く侍従長が寄ってきて、パールの手から割れた残ざん骸がいを受け取った。

「パール姫様……これを、姫様に憧あこがれる侍従に振る舞ってもよろしいでしょうか？　幸運のお裾すそ分わけをいただきとうございます」

「え、ええ、結構よ」

　その時パールは、もしかしたら最初から同じ番号になるように、仕組まれていたのかもしれないと思った。なぜなら他の人たちは、侍従が差し出す籠かごの中からそれぞれ取っていたけれど、パールには迷わずこれが差し出されたからだ。

　仕組まれたものでもいい。そのおかげで助かったのだ。今宵はずっとアレンと踊っていられる。

　パールは玉座から立ち上がり、アレンの手を取る。すると番号が合った人々が、一組、また一組とフロアにでてきた。

　思ってもいなかったカップルがいくつも出来上がり、中央に立つ二人に向かって微笑んで黙もく礼れいをする。

　挨拶を受けたのに、それが誰なのかもうパールは名前が思い出せなかった。
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　素す晴ばらしい夜が終わってしまう。

　パールはしばらくガーネットと共に、レディたちの部屋にいた。そこでは二人のドレスが話題になって退たい屈くつはしなかったけれど、何だかどっと疲れがでてきて先に退出させてもらった。

　部屋に向かって歩く間も、パールはずっと黙だまったままだ。その様よう子すを見て、ガーネットははらはらした様子で言ってきた。

「レディの皆みな様さまは、とてもお優やさしくて……いろいろとお気き遣づかいいただいたと思います」

　ガーネットはパールが、レディたちの言葉に怒おこっていると思ったようだ。

「ええ……皆様、よい方ばかりね。このドレスの形は、ウラルでも新しいものだったのね。ハッシュウィルの流行かと聞かれたけれど……」

「はい、あそこでウラルの被ひ服ふく省しようの女によ官かん長ちようは素晴らしいとお褒ほめになったのは、とてもよかったと思います」

　けれどそこでまた会話は途切れた。

　いつものパールだったら、興奮していろいろとガーネットに報告するところだろう。あのお菓か子しがおいしかったとか、あの婦人のドレスが綺き麗れいだったとか、話したいことは山ほどあるはずなのに、今はどうしても話したい気分になれない。

「姫様、おみ足が痛むのですか？　すぐに部屋に足湯を用意させましょう。ミント入りの香こう油ゆでさすれば、痛みは引きますので」

「いいえ……足は……痛くないわ……」

　回かい廊ろうを進むうちに、部屋が近づいてきた。パールはそこで立ち止まり、空を見上げる。

　月はもう今夜の役目を終えたと思ったのか、大地に向かってかなり下りてきていた。星々はまだ懸けん命めいに瞬またたき、美しい夜を演出している。

　夜風には春の匂においが籠こもっていて、明るい気持ちを誘さそいだしてくれるかのようだ。

　なのにパールはいきなりガーネットに抱きついて、泣きだしていた。

「ガーネット、どうしたらいいかわからないの。胸が、痛いわ。苦しいのよ、ガーネット」

「姫様……」

　ガーネットはしっかりパールを抱き締しめると、昔からしているように、優しく背中をさすってくれた。

「どうなさったのです？　祝しゆく宴えんでは、陛へい下かの婚こん約やく者しやというお立場を、立りつ派ぱにお務つとめになりましたよ。何の落ち度もございませんでした」

「苦しいの……ガーネット」

「お加か減げんが悪いのですか？　この国の医い療りようは進んでいると伺うかがっております。神官をお呼びしましょうか？」

「違うわ、そうじゃないの……」

　アレンがいない。

　側そばにアレンがいないだけで、パールの胸は突然痛みだしたのだ。

　けれどそんなことを、ガーネットにすら素す直なおに打ち明けられない。だからパールは混乱し、とても辛つらくなってしまったのだった。

「あんな華はなやかな祝宴を経験されたのは、初めてのことですものね。お疲れになったのでしょう。今夜は、ゆっくりとお休みくださいませ」

　もしかしたらガーネットは、パールの気持ちを察さつしていたかもしれない。けれど掛かける言葉は、ガーネットにも用意されていなかった。

　泣きながらパールは再び歩きだす。歩いて辿たどり着いた先の部屋にも、アレンはいない。今頃はあの広間で、貴族や騎き士したちと酒さか盛もりをしている。そこにいるとわかっていても、パールの側にいなければ、いないことと同じだった。

　部屋に入ると、ガーネットはすぐに足湯を用意させ、パールの足をミントの香油をつけてさすってくれた。それだけで足の疲れは取れたけれど、心の痛みは軽くはならない。

　ぐずぐずと泣きながら、それでもどうにかベッドに横になった。

「お休みになれますか？　よろしければお側におりますが？」

「いいのよ、ガーネット、ありがとう……一人でもだいじょうぶ」

　そう、この心の苦しみは、誰だれにも癒いやせない。この世で唯一軽くしてくれるのは、アレンしかいないのだ。けれどパールは賢けん明めいにも、ここでアレンの名を決して口にしてはいけないのだと悟さとっていた。

　眠れないままじっとしていたら、明かり取りの窓に何かの姿が浮かんだ。どうやら闇やみ夜よに飛ぶ鳥、梟ふくろうのようだ。その梟は、あろうことか部屋の中に入ってきてしまった。

　怯おびえたパールはガーネットを呼ぼうとしたが、すぐに梟はパールの足あし下もとに寄ってきて、その柔やわらかな羽で触ふれてきた。

『怖こわがらなくていいよ、お嬢じようちゃん』

「えっ？」

　梟が話したわけじゃない。なのにパールの頭の中には、はっきりと人声が聞こえたのだ。

『俺はウラルだ。この国の神様だよ。もっとも、ただいま、世界を放浪中、神様業務はお休みしてるけどな』

「ウラル神……まさか、そんな……」

『そのウラル神だよ。俺は何にでも乗り移れるんでね。お嬢ちゃんの兄さんの、ラスタやハイルの中にも入ったことがある』

　まるで絵を見るように、パールはラスタとハイルの姿を見ていた。けれどその幻まぼろしは、すぐにかき消えてしまう。

　パールがじっとしていると、さらに梟は近づいてきて、柔らかな羽う毛もうに包まれた体をすり寄せてくる。するとパールの中から、不安や怯おびえが瞬時に消えてしまった。

『次代のウラル王おう妃ひか……。うむ、君はいい子だな。父にも兄にも似ていない。俺はあの二人を決して嫌きらいじゃなかった。できれば……助けてやりたかったのにな。力が及ばずすまない』

「父のことも知ってらしたの？」

『まぁね……。いずれ大人おとなになったら、いろいろと父親のこともわかるようになるだろうが、お嬢ちゃん、許すということを今から学んでおけ』

　何ておかしな神様だろう。ウラル乳や卵白のお菓子の作り方を教えただけではなく、老成した博士はかせのようなことまで言いだす。どこにも威い厳げんは感じられず、けれど不思議と安あん堵ど感かんだけは与えてくれた。

『そうか、アレンが気に入ったんだな？』

「あっ……それは」

『誰も俺には噓うそはつけないんだよ。別に恥はずかしいことじゃない。アレンはいいやつだ。お奨すすめだよ』

　いつの間にかパールの顔には、微ほほ笑えみが浮かんでいた。アレンに対する苦しい思いを、ついに打ち明けることのできる相手に巡めぐり合えたからだ。

『あいつはな、何でも頑がん張ばりすぎなんだよ。それで時々、思うようにならないことがあると、傷ついて身を隠す。いや、本当に隠れるんじゃない。心を隠すんだ。それだけが欠点だな』

　パールは手を伸ばし、そっと梟の体に触れる。生まれてから一度も、獣けものや鳥に自みずから触れたことはなかった。ここに来て、馬に触れたのが唯一の経験だっただろう。

　自然の中にいる梟は、小動物を襲おそう力強い鳥だが、ここにいるのはまるで縫ぬいぐるみのようで愛らしく思えてくる。

「ウラル神様……私は、このとおり何も知らない子供なの。陛下は、こんな私でも好きになってくれるかしら？」

『ああ、安心していいよ、お嬢ちゃん。アレンはまだ恋も知らない。やっと今から、恋を学ぶんだ。その相手が、お嬢ちゃんだったらいいと思ってるんだろ』

「ええ……」

『いいねぇ、素晴らしいことじゃないか』

「苦しいの……どうしてこんなに苦しいの？」

　梟が笑ったような気がした。ただ目を細めただけなのだが、パールの中に笑いが伝わってきたのだ。

『人間は、いろんなことで苦しむのさ。だけどね、お嬢ちゃん。今抱かかえてるその苦しみは、生きている間に感じる様さま々ざまな苦しみの中でも、最高に楽しい苦しみなんだ。だからね、うんと苦しんでおくといい』

「おかしなことをおっしゃるのね」

『ああ、明日あしたになってアレンに会えば、そんなのはすぐに治るのはわかってる。だから今夜のうちに楽しんでおけ』

　何て気さくで優しい神様なのだろう。この神は祭さい壇だんにあるご神体に戻ることはないのだろうか。パールがそう考えると、すぐに返事が聞こえてきた。

『あれにはもう戻れないんだ。今の俺は、生き物の中にしか入れないんでね。でもああやって祀まつってくれるみんなの気持ちは嬉うれしいよ。だから……この国の民のことは、ずっと見守っていくつもりだ。だけど、いいかい、今夜のことは、他の誰にも言わないでくれ』

「どうしてですか？」

『呼び戻されたら困る。俺は今、八百年ぶりの自由を楽しんでるんでね』

「次はいついらっしゃるの？　陛下には……会わないで行かれるおつもり？」

『アレンにはもう俺は必要ない。次は、そうだな、お嬢ちゃんが可か愛わいいお婆ばあさんになった頃、また来るかもしれないな』

「まっ！」

『許すことを学ぶんだ。そうすれば……もう何も心配ない。お嬢ちゃんは幸せになれるよ』

　もう十分すぎるくらい幸せなのだと、パールは気付く。

　なぜかいきなり気がついたのだ。やはりウラル神が何かを伝えてくれたからだろうか。

『両親が側にいないことで、寂さびしい思いをしてきたんだろ。なのにずっとそれを隠していた。いいんだよ、親の見本なんてなくても、いい親にはなれる。アレンの過あやまちを許すんだ。子供が生まれたら、思うようにならなくても許してやれ。愚おろかな民も、高慢な貴族も許してあげなさい。そうすりゃ新しい苦しみは生まれてこないから』

　すっと梟の体が離れる。途と端たんにパールの中から、ウラル神の気配も消えてしまった。

　バタバタと羽ばたくと、梟はまた明かり取りの窓から出て行ってしまった。

「ウラル神様！」

　呼んでももう梟は戻ってこない。パールは急いで窓辺に寄って、夜の間は閉ざされている窓を開いた。けれど飛び去る梟の姿は、どこにも見えない。

「夢？　いいえ、夢じゃないわ。あれが……そうよ、ウラルの神様なんだわ」

　次代の王妃に、神自らわざわざ挨あい拶さつに来たのだろうか。そんなこともやりそうな神様だったと、パールはウラルの気配を思い出す。

「おかしな神様……」

　あんなに苦しかったのに、なぜか今は痛みもなく、心が晴れやかになっている。そしてパールのことなどほったらかして、酒盛りに興じているアレンを許す気持ちになっていた。
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　翌朝、シーナは早いうちに、迎えの馬車で帰国することになってしまった。どうやらゴート王は、シーナと一日でも長く離れていることに耐たえられないらしい。

　見送りに出たパールは、これで寂さびしくなるなと思うと同時にほっとしていた。

　やはりシーナがいると、アレンはシーナとばかり話してしまう。二人には山ほどの思い出があるのだ。その中にパールは、どうしても入っていくことができない。いつも取り残されたような寂しさを感じていたが、それも今日で終わるのだ。

「パール姫、アレンはすぐに臍へそを曲げるけど、許してあげてね」

「ええ……だいじょうぶですわ……シーナお姉様。あっ、ごめんなさい。こんな呼び方をしたら、いけなかったですわね」

「あら、いいのよ。妹ができて私も嬉うれしいもの」

　シーナは嬉しげにパールを抱き締しめてきた。

「おかしいわね。ほんの数日しかご一緒してないのに、パール姫、雰ふん囲い気きが変わったわね。何だかとても大人おとなびて見えるけど」

「……皆みな様さまのおかげですわ」

　それだけじゃない。昨夜ゆうべからずっと心が晴れやかなままだ。あの神に出会ってから、兄のラスタが変わったというのもわかるような気がした。

「シーナお姉様……あの、ずっとウラル神と一緒にいらしたというのは本当ですか？」

「ええ……何カ月もウラルといたわ」

「どんな感じがしましたか？」

「最高の盟めい友ゆうと、暮らしているみたいな感じかしら。父親みたいで、先生みたいで、友達で家族で……でも、恋人にだけはなれないの」

　まさにそのとおりだ。パールは昨夜、ウラルが来たことをシーナに告げようかと思ったが、そこで思い止とどまった。やはりウラルの意志を尊そん重ちようして、黙だまっているべきなのだ。

「また……ウラル神に会いたいと思われますか？」

「もちろんよ。そうね……会いたいな。どこに行ってしまったのかしら……」

　シーナは空を見上げた。つられてパールも空を見る。

　青い、青い空、アレンの瞳ひとみの色の空には、どこにも梟ふくろうの姿はない。いや、もう明るくなったから、別の鳥になっているのかもしれなかった。

「ゴシュラムにもぜひ遊びにいらして。あなたにも会って欲しい、面おも白しろい人たちがいっぱいいるの。そうだわ、武術大会を見るのも楽しいわね。招待状を出すから、ぜひいらして」

　この私を武術大会に誘さそうなんてと、以前のパールだったら思っただろう。けれど今日のパールは、素す直なおにシーナの心を受け止めることができた。

　シーナが馬車に乗り込むと、ジョージアは自分の漆しつ黒こくの愛馬に跨またがった。

「出発っ！」

　ジョージアの号令で、馬車はゆっくりと城の前の広場から出て行く。ミトリは来ていたが、アレンは見送りに出てこない。きっとまだ眠っているのだろう。

「本当のお姉様のように、よくしていただきましたね」

　ガーネットもシーナがいなくなって寂しそうだ。

「姫様……もうご気分は晴れましたでしょうか？」

「ええ、あのね、ガーネット……これは私たちだけの秘密よ」

　やはりガーネットにだけは、黙っていることはできなかった。それでついパールは、ガーネットの腕うでを引いて誰だれもいない場所に連れて行くと、昨日きのうのことを口にしてしまったのだ。

「私ね、ウラル神に会ったわ」

「ウラル神に？」

「ええ、梟の姿で、私の部屋にいらしたの」

　その時ガーネットは、パールが夢でも見たのではないかといった顔になった。けれどガーネットは、パールが傷つくことを恐おそれて、黙って聞いてくれていた。

「信じられないでしょうね。でもシーナ妃ひも、ウラル神に出会ってるのよ。それは知ってるでしょ」

「は……はい」

「きっとウラル神は、私が陛へい下かとの婚こん約やくを正式に発表した夜だから、お祝いにいらしてくださったんだわ。だけどこのことは、誰にも言ってはいけないのですって」

　信じていいものかどうか、ガーネットは悩んでいる。パールはそんなガーネットを見て、にっこりと微ほほ笑えんだ。

「おかしいでしょ、ガーネット。私ね……陛下のことを考えると胸が痛むの」

「姫様っ！　やはりこのご婚約は、お辛つらいのですか？」

「いいえ、そうじゃないわ。私、昨夜、苦しくて胸が張り裂さけそうだったの。それを、ウラル神は救ってくださったのよ」

「は……はぁ？」

　そうか、ガーネットもまだ、誰かを思って胸が苦しくなるなんて、こんな思いをしたことがないんだとパールは気がついた。同じような思いをしていたなら、きっとすぐにわかってくれただろう。

「ガーネット……私の女によ官かんになって、あなたは幸せ？」

「ひ、姫様、いきなり、どうなされたのです」

「これまでずっと自分のことは犠ぎ牲せいにして、私のために尽つくしてくれたのね」

「姫様、やはりどこかお加か減げんが悪いのではありませんか？」

　ついにガーネットは、本気で心配をし始めた。パールはその様よう子すがおかしくて笑いだす。

「部屋に戻りましょう。今け朝さは一人で朝食を食べないといけないの。よければガーネット、あなたが一緒に……」

　そこでパールの足は止まった。せっかく晴れやかな気持ちになっていたのに、またもや心臓が激しく鼓動を打ちだし、胸が苦しくなってくる。

　城内に戻ったところで、すぐにアレンの姿に気がついたからだ。

「陛下……」

「シーナの見送りに間に合わなかったな。まぁ、いいんだが……」

　アレンはまだふらついている。近くに寄ったパールは、思わず小さな悲ひ鳴めいを上げていた。

「へ、陛下。お怪け我がをなさってますわっ！」

「んっ……んん」

　どこかにぶつけたのか額ひたいに傷ができていて、微かすかに血が滲にじんでいた。パールは慌あわてて、シーナとの別れの涙なみだを拭ぬぐうために用意したハンカチで、アレンの傷を拭おうとした。

「陛下、あちらにお座すわりになって」

　回かい廊ろうの階きざはしにアレンを座らせる。アレンは眠そうな顔をしていた。瞼まぶたは腫はれ上がり、いつもの颯さつ爽そうとした様子とはほど遠い。

　けれどパールは、そんなことはもう気にもならない。人の傷なんて見るのも嫌いやだったのに、今は本気で心配していた。

「たいした傷じゃない……もっとひどい怪我をしたことあるんだ。剣の稽けい古こをしていたって、こんな傷は作るんだから……」

「でも、このままになさっていてはいけませんわ。血が……」

　血は止まっていたようだ。パールがハンカチで綺き麗れいに拭うと、それ以上の出血はなかった。

「心配……してくれたんだ？」

　アレンはまたふらりと立ち上がり、いきなりパールを抱き締めてきた。

　パールの全身が緊張感から固まる。近くにガーネットもミトリもいたが、こういった場面を見ては失礼かと思ったのか、くるりと向こうを向いてしまった。

「みんなが……あなたとの婚約を喜んでくれた。ハッシュウィルの姫君……あのハイルの妹なのに、そんなの関係ないって……言ってくれたんだ」

　まだ酔よいが醒さめないアレンは、譫うわ言ごとのように呟つぶやく。

「私にはお似合いだって……小鳥のように可か愛わいくて、でも気き位ぐらいが高そうで……すでに王妃の風格があなたにはあるそうだ……」

「ど、どなたがそんなことをおっしゃったんですの。わ、私にそんな風格なんて、まだありませんのに」

　ここにいるのはいつものアレンではない。酔ってこんなことをなさるなんてと、ここは怒おこるべきなのだろうか。けれどパールは、アレンに強く抱き締められて、息をするのもやっとの状態だった。

「でも……あなたは帰ってしまうかもしれない。婚約期間が終わったら……ここに残るか、帰るか決めるのはあなただ」

「今は、まだ帰ることは考えておりません」

「本当に？」

「はい」

　日々、帰りたいとは思わなくなっていく。

　同じように春を待つのなら、ここウラルで春を待ちたい。

　養よう蜂ほうが盛さかんなこの国では、春になると次々と花が咲くという。そして蜜みつ蜂ばちの働き先には果か樹じゆ園えんがあり、しばらくすると甘あまい果実が次々と実るのだ。

　豊かな耕地では、麦むぎが穂を付けていき、なだらかな丘きゆう陵りよう地ちでは、放ほう牧ぼくされた羊ひつじがふわふわのたんぽぽの綿わた毛げのようになって、のんびりと草を食べている。

　小川では鴨かもが泳ぎ、水の深いところでは鱒ますが群れていた。

　そんな豊かなこの国の四季を、パールはこの目で見たわけでもないのに、今はなぜか知っていた。そして自分の目でしっかりと見たいと思っていたのだ。

「朝食を一人でなんて言ってすまなかった。よければ今から一緒に……」

　酔っているせいなのか、今朝はアレンもとても素直だ。パールの手を握にぎると、そのまま食事室まで歩き始める。

　いつの間にか胸の痛みが消えていた。代わりにパールの胸には、温あたたかいものが溢あふれている。自分にだけ先に春が訪おとずれたような気持ちだった。

「たくさんワインを飲まれたのですね？」

「婚約した男は、勧すすめられた杯さかずきを断らずに飲むのが、この国の若者のしきたりなんだ。王だって例外じゃない……」

　アレンは笑いながら言っているが、実はかなり苦しかったのではないだろうか。眠っていないからだけでなく、ひどく疲れた様子が昨夜の苦行を物語っていた。

「私なら、一人でもだいじょうぶですわ。陛下はお休みになられたほうがよろしいのでは？」

「どうしたんだろう。今朝のあなたは、とても優やさしいな……。そんなに優しくされると、嬉しくなってしまう」

　パールの頰ほおがみるみる赤くなる。アレンが嬉しいと、同じくらい、いやそれ以上にパールも嬉しく感じられるのだ。

「天気がいいね。もう春の匂においがする」

　アレンは空を見上げ、眩まぶしそうに目を細めた。

「んっ……おかしいな。ここは海から遠いのに……海うみ鳥どりが飛んでる」

　回廊で立ち止まり、アレンはパールに白い鳥の姿を示した。

「鳩はとではありませんの？」

「いや、鳩よりずっと大きい。もしかしたら……いや、そんなはずはないな。ウラル神は、もう自由だ。我々のためだけに働くことはない。きっと今頃は、どこか見知らぬ国に行って、また困った人たちを助けているはずだ」

　思わずパールは、昨夜のことをここでも言いたくなる。けれどウラルの国の人間には、やはり言ってはいけないという気持ちが強く起こってきて、そのまま黙っていた。

「もうウラル神を頼ってはいけないんだ。自分たちの手で、国を再建しないといけない。また以前のように豊かな暮らしができるだろうか。私は、王としてちゃんとやれるのかな」

「もうなさってますわ。わ、私は、婚こん姻いんのお相手が陛下だから、ここに残ろうと思ったのです。陛下でしたら、よ、よ、世よ継つぎを、産んであげてもよろしくてよ」

「……私だから、世継ぎを産んでくれるのか？」

「く、国の再生の第一歩ですわ。わ、私には、それくらいしか、協力はできませんけれど。へ、陛下が、それでお幸せになれるのなら、ど、努力いたします」

　アレンの手を振りほどいて、走って先に行こうと思った。けれどアレンは手を離さずに、そのままパールを自分に引き寄せてくる。

　そしてあろうことかこの若き王は、慎つつしみというものを綺麗に忘れて、この国に来たばかりの婚約者にキスをしたのだ。

「あっ！」

　後ろからついてきたミトリが、思わず間抜けな声を出す。

「あっ、あらっ、まっ」

　同じようについてきたガーネットも、声を出していた。

　次に起こることは何だろう。パールはアレンを引っぱたくのだろうか。そう思って二人は、心配そうに成り行きを見守っていた。

　ところが現実は、パールはアレンの腕の中で、静かに気を失っていた。
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『アレン、戻ってきて。お願いよ、アレン』

　闇やみの向こうから声がする。声はいつの間にか光になって、アレンの行き先を照らしていた。光に導かれるまま、アレンは歩き続ける。

　そして一気に闇が晴れたと思った時に、真っ先に見たのはゴシュラム城の中の部屋だった。眩まばゆいばかりの光の中にいて、側そばにいてくれたのはやはりミトリだった。

　愛馬と共に、谷底に落下したところまでははっきり覚えている。忠実な友だった愛馬は、強きよう強靭じんなその身を犠ぎ牲せいにして、アレンが切り立った岩に激突しないよう最後まで守ってくれたのだ。

　それから何があったのだろう。ハイル、オゼム神官、レディ・サナ、狼おおかみを連れた剣士、無敗軍団の兵士、これまでの生活では知らなかった人々が、薄闇の中でゆらゆらと揺ゆれていた。

　それからどうなったのか、考えている暇ひまはなかった。シーナが危機に陥おちいっていると感じていたが、それでも自分がこれからしなければいけないのは、兵を引き連れて戦うことだと思い、すぐに立ち上がった。

　何もかもが夢のようだ。

　閉じていた目を見開いたアレンは、自分が食事室のテラスに置かれた長なが椅い子すの上で、眠っていたことに気がついた。

　どれぐらい眠っていたのだろう。太陽はすでに少し西に傾き始め、初春の暖かな日差しも弱まっている。風は夜の寒さを予言するように、そろそろ冷たくなってきていた。

　アレンの体の上には、マントが二枚も掛かけてある。それで寒さも感じずに、ぐっすりと眠り込んでしまったのだろう。

「んっ？　そこで何してるんです？」

　マントをしっかり着込み、一人用の椅子に腰掛けたパールの姿が見えて、アレンは我が目を疑った。

「何をしているように見えまして？　本を読んでおりますけれど」

　パールの横に置かれた小さなテーブルの上には、数冊の古びた本が置かれていた。読書をしていたのは明らかだが、なぜここでしているのかが問題なのだ。

「ウラルの歴史書と、ウラル神話を読んでおりましたの。ウラル神って、空の彼方かなたから、星の間を飛んでいらしたのですね」

「ああ……それより寒くはないのかな」

「冬用のマントですから……ハッシュウィルの冬は、こんな寒さではありませんの。暖だん炉ろに火があっても、部屋でマントが必要な日もありますわ」

　何だか眠る前の記憶がはっきりしない。若い貴族や騎き士したちが、派手に婚こん約やくを祝福してくれた。そのおかげでかなりワインを飲んでしまった。あんなに酔よったのは久しぶりだ。

　酔っていたが、シーナがゴシュラムに帰るので見送りに出ようとしていた。間に合わなかったが、そこにパールがいたのは覚えている。

　そして……。

　気を失ったパールを抱きかかえて、食事室まで運んだのも朧おぼろ気げに覚えている。それからどうしたのかは、まるで覚えていない。後でミトリから、たっぷり説教されることになるのだろう。

「私、知りませんでした。ウラルの王家って、ウラル神が人間の男性に乗り移って婚こん姻いんなさったときにできた子供が、始祖だったのですね」

「あ、ああ……」

　何だってパールは、いきなりウラル神やウラルの歴史に興味など持ち始めたのだろう。決して悪いことではないが、不ふ思し議ぎな気がする。

「ウラル神は語られた……神の国には、『個』という概がい念ねんがない。人間は生しよう涯がい、魂たましいを他者と共有することが叶かなわないからこそ、言葉を大切にするようにと……。個がないって、どんな感じなんでしょう。噓うそがつけないのは、人間には苦しいことですものね」

「あなたも噓をつくんだ？」

「と、時々、自分が思っていることと反対のことを言ってしまいますわ。それは、皆みな様さまだって、よくあることでしょ」

「そうだね……」

　厚地の深しん紅くの生き地じ裏うらに、白しろ貂てんの毛皮を貼はったマントを着たパールは、雪の世界の妖よう精せいのようにも見える。この美しい姫君は、寒さも厭いとわず、眠ってしまったアレンの側に付き添っていてくれたのだろうか。

　あんな非ひ礼れいをしたというのに。

「温あたたかい飲み物を、私とパール姫に」

　アレンは、退たい屈くつそうにしていた侍じ従じゆうを呼び寄せて命じた。

「何で、ここで本を読んでいたんです？　部屋なら暖かいだろうに」

「いけませんでしたかしら？」

「い、いや、別にいいけれど、病やまいに罹かかったりしたら大変だと思っただけで」

　まずは非礼を詫わびるべきだろうか。まだ婚約期間中で、パールには自国に帰るという選せん択たく肢しが残されているのだ。そこまで考えたアレンは、そういえばパールが帰らないと言ったのを思い出した。

　アレンが黙だまっていると、パールはまた本を読み始める。細い指が、古びて色の変わった紙をめくっていた。

「陛へい下か……」

　本に目を落としたまま、パールはアレンを見ずに呟つぶやいた。

「乳う母ばは、心こころ根ねの優やさしい人を選んでください」

「はっ？」

「見目もよく、すでに子供を持っているような人がよろしいわ」

「あ、ああ……だが、それは、その、まだずっと先のことになりそうだが」

　パールは本気で、このままウラルに留とどまる覚かく悟ごを決めたようだ。けれどそれでいきなり乳母の話に飛んでしまうところが、いかにもパールらしい。

「私たちの乳母は、とても意い地じ悪わるでしたの。女によ官かん長ちようがいないときには、とくにひどかったですわ。私は、妹たちのために何度も乳母と戦いましたわ」

「それは大変だったね」

「許すのです……。子供はみんな過あやまちをするものでしょ？　だから、許さなければ」

「だがたまには、厳しく叱しつ責せきする必要がある。叱しかった後で許すんだよ。それをしないと、何でも自分の思いどおりになると思って、増長するからね」

　何でこんなところでいきなり子育ての話などしているのだと、アレンは慌あわてる。すっかりパールの話に乗せられてしまったようだ。

「お母様って、どんなかたでしたの？」

「……えっ……」

「私は、母を知りませんの。父はあのとおりだったし……」

　パールが寂さびしげな顔をしたので、アレンの胸は突然痛みだした。

　心ない乳母に苛いじめられながら、血が半分しか繫つながらない異母妹いもうとたちを守っていたパール。同じ頃アレンは、素す晴ばらしい両親に愛されて育ったのだ。

　寂しい気持ちを、華か美びな衣い装しようや贅ぜい沢たくな装飾品、自身のわがままな欲求を通すことで、何とか埋うめようとしていたのだろう。

「シーナをもっと優しくした感じかな。母は侯こう爵しやく家けの出で、父が狩かりに行ったとき、たまたま侯爵家で休んだのが出会いだったらしい」

「まぁ、素敵な出会いでしたのね」

　パールは目を輝かせて、もっと話を聞きたそうにしている。そこに湯に蜂はち蜜みつと果汁を混ぜたものと、小さな焼き菓が子しが運ばれてきた。

「中に入ろうか？」

「いいえ、ここは好きですわ。空が見えるし、遠くの山も見えますもの」

　あれはゾエラ山、そこを越えれば隣国ゴシュラムの領地になる。あの山の谷底に愛馬の遺い骸がいは今もあるのだろうかと、アレンは遠くの山やま陰かげに目を向ける。

「それで、どうなりましたの？」

「あ、ああ。母は他のレディと違って、王子だからといって特別なことはしなかった。自分の兄や弟に対するみたいに、自然な感じで接したらしい。きっとそこがよかったんだろうな」

「素敵なお母様でしたのね。陛下、私の兄のしたことを、恨うらんでいらっしゃるでしょう」

　パールの声がまた暗くなる。アレンはマントをどけて、自分の横をそれとなく示した。

「こちらに来ませんか？　もう非礼なことはしないと約束する」

　その言葉で、パールは自分がされたことを思い出したのだろう。マントの色に負けないくらい、耳を赤くしていた。

「まだ、その怒おこってるのかな」

「お、怒っては……いませんけれど、お、驚おどろいただけですわっ」

　パールの口がきゅっとへの字に曲がった。そんな顔はいかにもパールらしい。

「そういう顔も、好きかもしれない」

「えっ？」

「華はなやかに笑っている顔も愛らしいけれど、怒っていると何だかあなたらしい」

「んまっ！」

「寂しい顔は……あまり似合わないな。あなたの寂しい顔だけは、あまり見たくない」

「寂しい顔なんて、しておりませんわっ」

　椅子から勢いよく立ち上がると、パールは本を手にしたままアレンの横に移動してきてどすんっと座すわった。

「ひ、非礼は許します。あんな場所で、ああいうことは、二度となさらないように」

「許してくれてありがとう」

　アレンは自分の体に掛けられていたマントを、パールの膝ひざの上にも掛けてやった。

「こうしていると、もっと暖かいよ」

　兎うさぎ獲とりの罠わなを仕掛けて、じっと物陰から見ている時、よくこうして一枚のマントでシーナと二人暖まった。そんなことを思い出しながら、アレンはパールが広げた本のページに目を移す。そこにはウラル神が天空から飛来した時の様子が、古びた絵で描かれていた。

「ウラル神が下りてきたのがハッシュウィルだったら、きっと歴史は変わっていたのでしょうね。もっと違った世界になっていたかしら」

「いや、これでいいんだ。だって世界が違っていたら、ここにあなたはいないし、私もいなかったことになるかもしれない」

「……そうでしたわね……」

　そこでパールは本から顔を上げて、じっとアレンを見つめた。

「殿との方がたの考えることって、やはり違いますのね」

「んっ？」

「へ、陛下と、お話しするのは、とても楽しゅうございますわ」

　ああ、いけない。こんな近くにパールがいると、またもや怒られるようなことをしてしまいそうだと、アレンは落ち着きをなくしていた。

「綺き麗れいな髪かみだ」

　気を紛まぎらわせるために、とりあえず髪を褒ほめてみた。

　雪山を思わせる白銀の髪は、見ていて本当に美しく思える。

「ウラルには、私のような髪色の人はあまりいらっしゃらないのですね。いてもお年寄りばかりですわ」

「いいじゃないか。年寄りになっても、髪色が変わらないなんて」

「んまっ！　も、もう少し、言いようがあると思いますけれど」

「それじゃあ、あれだな。私も年寄りになったら、あなたと同じ髪の色になるのかな」

「んっまぁっ！」

　アレンは笑いだす。やはり自分はレディの機き嫌げんを取るのは下へ手たらしい。どっちにしても怒らせてしまうのならと、アレンはそっとパールの頰ほおにキスをした。

　最初はあんなに嫌きらっていた姫なのに、どこで奇き跡せきが起こったのだろう。

　運命は気まぐれなものだ。時には簡単に奇跡を起こしてみせる。この出会いが運命の導いたものなら素直に受け入れようと、若き王は思っていた。
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　ついに春が訪おとずれた。ウラルのありとあらゆる場所で、花がいっせいに開き始める。養よう蜂ほう家かたちは、冬の間大切に保護していた蜜みつ蜂ばちたちを、巣箱の中から解とき放つ。するとあちらでもこちらでも、小さな羽音が聞かれるようになった。

　花に彩いろどられた道を、おかしな男が荷馬車で進んでいた。御ぎよ者しや台だいには、真っ白な犬が一匹と、真っ黒な狼おおかみが仲良く座すわっている。

　男は宿屋の前で馬車を停とめると、裏手に回って主に声を掛かけた。

「親父おやじ……鹿しか肉にくだ」

「ああ、アゼルの旦だん那な。いつもすいませんね」

　親父は手伝いの若者と一緒に、荷台に向かう。麦むぎ藁わらを編あんだものをどけると、そこには見事な鹿が数匹、横たわっていた。

「あの白い犬は、いつから仲間になったんです？　賢かしこそうな犬だね」

　主は目ざとく、大人おとなしく座っている白い犬を見つけて訊きいてきた。

「昔からの仲間さ」

「そうですか。羊ひつじの番犬にはなりませんかね。よければいい犬を欲しいって人がいるんだが」

「いや、あれは売れない。それより、すぐに銭ぜににしてくれ。今から、町に行かないといけない」

「町ですか。そりゃ大変だ。王様が婚こん姻いんなさる日ですからね。今日はどこもお祝いですよ。儂わしらも今から、夜の祝い客のために、料理の下ごしらえでさぁ。城に招待されるわけじゃないが、気持ちだけでも一緒に祝いたいからね」

　主あるじは知らない。この薄汚れた猟りよう師しが、実はその城から招待状を貰もらっていることを。

　そしてこの先にある広大な森の大半が、この男アゼルの領地であることも。

「犬は売らないのかぁ、残念だな。そいつは牡おすですかね」

「ああ……牡のようだな」

「もしそいつの子犬が生まれたら、声を掛けてくだせぇ。賢そうないい犬だ」

　さらに主は、この白い犬が自分たちの国の守り神、ウラル神を宿していることも知らない。そう、誰だれもそこに神がいることになんて、そうそう気がつきはしないのだ。

　アゼルは鹿の代金を受け取ると、また馬車に乗って、城のある町に向かって進み始めた。

『あのアレン坊ぼうやが、ついに婚姻だとさ。遠くからでもちらっと見て、祝ってやりたいとこだよな』

「鳥にでも入ればいいじゃないか」

『いや、鳥は窮きゆう屈くつでさ。疲れるんだよ』

　白い犬となったウラルは、家々がお祝い用の花と若木で作ったリースを、戸口に飾かざっている様よう子すを目を細めて見ていた。どこの家も、相手がハッシュウィルの王女だと知っていて、新王の婚姻を心から祝福している。

『何もかも許したんだ……皆みな、いい民だな』

「そうだな……いい民だ。王は、幸せ者だよ」

　アゼルが犬に話し掛けている様子を見ているのは、今は蜜蜂たちだけだ。かつてこの白犬の中にいる神が、自分たちを人間の使し役えきのために飼かうことを教えたなど、知る由よしもない。

　ただ気まぐれに近づき、花の匂においもしないのですぐに遠ざかっていく。

　まずはせっせと蜜を集めるのが、蜜蜂たちの仕事だ。そうして集めたものが、銀色の髪かみの新しい王おう妃ひの食卓に上ることなど、蜜蜂たちは考えもしなかった。
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　あとがき




『神の眠る国』シリーズファンの皆様、お久しぶりです。

　な、なんと、あのアレンが……婚こん姻いん。しかも相手がハイルの妹となっ！

　いや、実はこれ、携帯サイトのショート配信で始まったのですが、いつまで経たっても切りのいいとこで終わらないで、結局一冊分になってしまいました。

　新キャラ、ツンツンパール姫を、よろしくお願いいたします。

　まぁ、読者様の中には、レディ・サナとくっつくと思われてた方が大半だったようにも思いますが、どうして話は、こう勝手に違うほうに転がっていくのでしょうね。

　それは書いてる本人にも不ふ思し議ぎです。

　だけどレディ・サナみたいによくできた女の子だと、アレンに成長がないような気がするのですよと、今頃になって言い訳。

　それにレディ・サナには、今、とんでもない野の良ら犬いぬが番犬になってるからなぁ。下へ手たな男が近づいたら、ガルガル、ギャワンッと嚙かみつきそうだし。

　ほんとに物語はどうなっていくのか、予想がつかないものですねぇ。

　で、今回、あとがきページがいっぱいいただけたので、またおバカなことでも書こうかな。こういうことやると、読者様に引かれそうですけど。

　皆様その後、どうしてたんでしょうね。

　まずは、神様、いかがですか？

『いや、自由になったから、あちこち移動して楽しんでるよ。だけどアレンとシーナのことは心配だから、時々様子を見に戻ってるけどね。最近はちょっと海かい洋ようブームかな。クジラとかオルカって、元々頭のいい生き物だから、やつらと一緒に旅するのは楽しいよ。この間なんて、はるか南の海までいっちまった』

　神様、南に行っても日焼けしないからいいなぁ。

　では、影が薄いと言われ続けたゴート様は。

『何でウラルに行ったら、いつまでも帰ってこないんだ。そりゃ最初から、一週間以上って約束だったけど、この私がずっと独ひとり寝なんて……た、耐えられん。恥はじを忍しのんで、思わず早く帰ってこいと使者を送ってしまったじゃないか……』

　あっ……これ以上、恥をかかせるわけにはいかないので、またまた影の薄い男代表、ジュード様は。

『いいんだよ、俺は別に……。陛下の第一騎士だから……一緒に連れて行けなんて、間違っても言わないさ。アレン陛下が婚姻だって？　ハイルの妹の美少女、ただし貧ひん乳にゆうらしいから、ま、羨うらやましがったりしないけど……。ウラルの騎士団にいたあいつ……妙にジョージアにすり寄ってたんだけど……そっちのほうが心配だ。ほんと、俺たちもさっさと婚約しようよぅ』

　うーん、どうやらまだ、軽くあしらわれているままらしいですな。

　では、バズはどうしてるんでしょうね。

『俺様ですかぁ。いやぁ、聞いてくださいよぅ。今回のゴシュラム騎士団での活かつ躍やくが評価されてね、俺様もついに爵しやく位いを貰もらえたんですよぅ。本物の騎士ですよ、もう子爵ですから。でね、ゴシュラムの首都ゾードに、今度、料理も出す宿を作ることにしたんです。金はどうしたかって？　それが、うふふふふ、ずっとダンス踊ってた、男爵家のね、姫様と、うふふふふ。で、お舅しゆうとさんになる男爵様が、貸してくれるんですって。もしかしたら、俺様が一番の幸せ者かもしれませんよぅ』

　へぇーっ、そりゃよかったね。

　では、あの、聞きにくいんですが、レディ・サナ……。

『私ですか。ええ、もう毎日、治ち療りよう院いんのことで忙しくて、大変充実した日々を過ごしておりますわ。私の今の一番の夢は、シーナ妃のお産のお手伝いをすることですの。なのにまだそのようなお話もなくて……。ルウド様は、よくしてくださってますわ。滅めつ多たに採れない薬草なども、深い山奥に入って、採ってきてくださいますし。本当に助かっております』

　アレンのことなど、やはり何とも思ってなかったらしいので、ほっとしました。

　いやぁ、皆さんお元気そうで。あっ、白しろ豹ひよう君がっ。

『ミャーオーウーッ』

　う、うん、元気そうでよかったね。

　そうか、お話は終わっても、みんな元気に生きているんだなぁ。めでたし、めでたし。

　で、私はというと、相も変わらず楽しくお仕事をさせていただいております。

　物語はどこから来るのでしょう。私の神様は、いったいどんな姿をしているんでしょう。もしかしたらマイパソコンに、昔っから棲すみ着いているのかもしれませんね。

　

　ずっとこのシリーズをお願いしております、佐さ倉くら汐しお先生。素晴らしいツンツンパール姫をありがとうございます。ラフの段階から、キターッといった感じで、雄お叫たけびあげておりました。

　そして担当様、いつもハラハラさせてすみません。

　最後になりましたが、このシリーズを愛してくださる読者様に、心より感謝申し上げます。

　皆様と共に、同じ世界を楽しめたことは、何よりもの喜びです。

　それではまた、ビーズログ文庫で。
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